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丞野.亮、福井康雄(名 古屋大)、長濱智生、中根英昭(環 境研)、小川英夫、米倉党則(大 阪府大)
1-2日 本冬期雷に伴 うスプライ トの特性 とその原 因 とな る雷放電の特徴
里並正主 、中村貴 弘(電 通大)、 芳原容英(LPCE、 仏国)、　E.　R.　Williams　 (MIT、 米国)
1-3　SuperDARNレ ーダーで観測 されたPMSEの 生成機構
小川忠彦(名 古屋大)
1-4大 気大循環モデルにより得 られた半日潮汐波の日々変動について
三好勉信(九 州大)、藤原 均(東 北大)
1-5ト ロムソ とポーカーフラッ トMFレ ーダーで観測 された極域 中間圏 にお ける平均風 および大気潮汐波
野遅倍速 、岩橋 弘幸(名 古屋大)、 アスゲイア ブレッケ、 ク リス ホール(ト ロム ソ大)、
ク リス ミーク、 アラン マンソン(サ スカッチ ュアン大)、 大 山伸一郎(ア ラスカ大)、
村山泰啓(通 総研)、 藤井 良一一(名 古屋大)
1-6極 域下部熱圏の運動量バランスと温度構造
重田血相エ(京 都女子大)、野澤悟徳(名 古屋大)、藤原 均(東 北大)
L7　 SuperDARNレ ーダー を利用 した改 良型流星風観測
堤」推基、行松 彰(極 地研)
1-8ス バルバール流星 レーダー　(NSMR)観 測の概観 とトロムソ流星 レーダー　(NTMR)計 画
産 生遺 産、堤 雅基(極 地研)、 ホール、 ク リス(ト ロムソ大)
1-9MFレ ーダーで観測 された夏季 中層大気 ジェ ットの経度依存性
樋 啓(通 総研/極 地研)、 大山伸一郎(ア ラスカ大),佐 藤 薫(極 地研)、 廣岡俊彦、
宮原三郎(九 州大)、 川谷芳雄、高橋 正(東 京大)、　WSinger　 (大気物 理研究所、独)、
D.　Riggin　 (コ ロ ラ ドリサ ー チ ア ッソ シエ イ ツ、 米)
1-10大 気中Be-7濃 度日変動 と太陽活動の関連について
櫻拠 、郡司修一、門叶冬樹(山 形大)、佐藤夏雄(極 地研)
● ポ ス ター(発 表 は31日(木)16:30-17:45の ポ ス ター セ ッシ ョンで)
Pl-1昭 和基地新FPIに よるオーロ ラ活動 にともなうE領 域中性風に関す る研究
鐵 企、坂野井 健(東 北大)、 田口 真(極 地研)、 岡野章一(東 北大)
Pl-2極 域 におけるHF電 波 を用 いた電離圏人工励起 に伴 う銀河電波雑音変動 と超低 周波 音波 の地上観測
武知三)を、南 繁行 、鈴木 裕(大 阪市大)、 西野正徳 、野沢悟徳(名 古屋大)、　Mike　Rietveld
(EISCAr及 びマ ックスプランク研究所)
Pl-3ブ ラジル磁気異常帯 と沖縄 との大気光現象の比較
巻旦魍 星、星野光男(拓 殖大)、塩川和夫(名 古屋大)、増田悦久(通 総研)
P1-4昭 和基地 ファブ リーペローイメージ ャーによる熱圏風速 ・温度観測(2)
田旦 一真(極 地研)、 岡野章一(東 北大)、 江尻全機(極 地研)
Pl-5昭 和基地SuperDARNレ ーダーを用いた南極域大気重力波の検 出 一初期解析結果 一
細皿 鋤 、 渡邊友幸(電 通大)、 佐藤夏雄、行松 彰(極 地研)、 柴田 喬(電 通大)
Pl-6南 極昭和基地におけるナ トリウムライダーによる中間圏界面温度観測
山]遡 、北原 司、川原琢也、小林史利、斉藤保典、野村彰夫(信 州大)
P1-7昭 和基地におけるNa夜 間大気光撮像観測
山田嘉典、甑 造(東 北大)、田口 真(極 地研)
■■ 昼休 み1200～1315■ ■
【2.電離 圏】
13:15～14:45
座 長:福 西 浩(東 北 大)
2-l　 SuperDARNレ ーダーによって観測 され るブロー ドなスペク トルの起源
.　Oersted　衛 星高時間分解能磁場観測 によって得 られた観測的証拠 一
曲(電 通大)、 山下 哲(京 都大)、　PeterStauning　 (DMI)、 行松 彰、佐藤夏雄(極 地研)、
家森俊彦(京 都大)
2-2　 SuperDARN/GEOTAIL同時観 測 期 間 中 にEISCAr　 Heater上 空 で 観 測 され た電 離 圏～20mHzULF波 動
鍵 二(総 研 大)、 佐 藤 夏 雄 、 行松 彰(極 地研)、 向 井利 典(宇 宙研)、 麻 生 武 彦(極 地 研)、
T.　K.　Yoemann　 、　S.　E.　Milan、　 D.　M.　Wright(LeicesterU)、 　M.　T.　Rietveld(EISCAr)、 櫻 井 亨 、
利 根 川豊(東 海 大)、　SuperDARN/GEOTAIL研究 グル ー プ
2-3　 SuperDARN生 時 系列 解 析 手 法 の 電 離 圏研 究 へ の応 用(1):カ ス プ域 電離 層 不 規 則 構 造 の観 測
雌 、堤 雅 基(極 地研)、　M.　Lester、　T.　K.　Yeoman、 　S.　E.　Milan　 (レ ス ター大)、 佐藤 夏 雄
(極 地研)
2-4　 SuperDARN生 時 系列 解 析 手 法 の 電 離 圏研 究 へ の応 用(2):ヒ ー ター実 験 で 生 成 され た 電離 層 不 規則
構 造 の観 測
盤 、堤 雅 基(極 地研)、　M.　Lester、　T.　K.　Yeoman、 　D.　Wright　 (レ ス ター大)、　M.　T.　Rietveld
(EISCAr連 合)、 佐 藤 夏 雄(極 地研)
2-5沿 磁力線電流に関する電離層におけるプラズマ対流 と磁場の比較
出見 本樹(九 州大)、佐藤夏雄(極 地研)
iv
2.61MAGE衛 星 によるオーロラ観測 とVHFオ ーロラレーダー
佐皿 丞二 、大高一弘(通 総研)




P2-2　 The　 Multi-lnstrumentAnalysis　 Toolbox
　 　 　 　 　 >S._IS,_E!1g1p1gR　M　 l　andFHonary.　 (LancasterU)
P2.3　 HF　ray　path　 tracing　 Programの 短波 レー ダ ー デ ー タ解 析 への 応用
酉至L望 、小 川 忠 彦(名 古 屋大)
P2-4昭 和 ・中山基地間 トー ン送受実験 によるMBC通 信 路特性 の観測
長運 正氏(沼 津高専)、 福 田 明、椋本介士、吉廣安昭(静 岡大)、 山岸久雄、佐藤夏雄(極 地研)、
楊 恵根(中 国極地研)、 挑 明、金 力軍(西 安電子科技大)
■ ■ 休 憩1445～1500■ ■
【3.シ ミュ レーシ ョン】
1500～16:30
座長 村 田健史(愛 媛大)
3.1磁 気圏電 離圏結合系 にお けるオーロラ ・アーク発生の数値 シ ミュレーシ ョン ・モデ リング
渡邉賀彦(核 融合研)
3-2　 Long-termevolutionofmagnetosphericcurrentsystemsduringstorms
　 　 　 　 　 Natalia　 Yu.　Ganushkina　 (FMI),　 M.　V.　Kubyshkina　 (U　St.-Petersburg),　 T.　L　Pulkkinen　 (FMI),
　 　 　 　 　 　 H.　J.　Singer　 (NOAA　 Space　 Environment　 Center),　 C.　T.　Russell　 (U　California)
3-3磁 気圏対流系で見 たSC
組 茂(気 象大)、 田中高史(九 州大)、 菊池 崇(通 総研)
3-4宇 宙環境 シ ミュレータの開発 と宇宙機環境解析
旦 珪墓 之(京 大RASC)、 岡田雅樹(極 地研)、 大村善治(京 大RASC)、 荻野竜樹(名 大STE)、
中村雅夫　(NASDA)、 　杉 山 徹(京 大RASC)、 寺田直樹(名 大STE)、 宇宙環境 シ ミュレー タ
プロジ ェク トチーム
3-5　 STARS(Solar-TerrestrialdataAnalysisandReferenceSystem)　とVEMS　 (Virtual　Earth　Magnetosphere
System)　 の融 合 に よ る新 しい地 球磁 気 圏研 究 手 法
村田 健 史(愛 媛 大)
3-6大 規模電磁粒子 シ ミュレーシ ョンの課題 と今後
岡田雅樹(極 地研)
【ポス ターセ ッシ ョン】
1630～1745
Pl-・1昭和基地新FPIに よるオーロラ活動に ともなうE領 域中性風 に関す る研 究
蹴 、坂野井 健(東 北大)、 田口 真(極 地研)、 岡野章一(東 北大)
V
Pl-2極 域 におけ るHF電 波 を用 いた電離圏人工励起に伴 う銀河電波雑音変動 と超低周波音波の地上観測一知三)焦 南 繁行
、鈴木 裕(大 阪市大)、 西野正徳、野沢悟徳(名 古屋大)、　Mike　Rietveld
(EISCAr及 びマ ックスプランク研 究所)
Pl-3ブ ラジル磁気異常帯 と沖縄 との大気光現象の比較
翌 旦相星、星野光男(拓 殖大)、塩川和夫(名 古屋大)、増田悦久(通 総研)
Pl-4昭 和基地 ファブ リーペ ローイメージャーに よる熱圏風速 ・温度観測(2)
量 目_真(極 地研)、 岡野章一・(東北大)、 江尻全機(極 地研)
P1-5昭 和基地SuperDARN　 レーダーを用 いた南極域大気重力波の検出 一初期解析結果 一
細皿 敬祐 、 渡邊友幸(電 通大)、 佐藤夏雄 、行松 彰(極 地研)、 柴田 喬(電 通大)
Pl-6南 極昭和基地におけるナ トリウム ライダー による中間圏界面温度観測
山ユ遽 、北原 司、川原琢也、小林史利、斉藤保典、野村彰夫(信 州大)
Pl-7昭 和基地 にお けるNa夜 間大気光撮像観測




P2-2　 The　 Multi-lnstrumentAnalysis　 Toolbox
鋤andFHonary.　 (LancasterU)
P2-3　 HF　ray　path　 tracing　 Programの 短波 レー ダー デ ー タ解析 へ の応 用
酉谷 一望 、小 川 忠 彦(名 古 屋大)
P2-4昭 和 ・中山基地間 トーン送受実験によるMBC通 信路特性の観測
長浬正底(沼 津高専)、福田 明、椋本介士、吉廣安昭(静 岡大)、山岸久雄、佐藤夏雄(極 地研)、
揚 窓根(中 国極地研)、挑 明、金 力軍(西 安電子科技大)
P4-　l　 Dynamic　 Behaviors　 of　the　 Magnetospheric　Current　 Sheet　 Based　 on　A　 Laboratory　 Simulation
　 　 　 　 　 Rizwan.　 Rana.　 S.　Minami,　 M.　 Morimoto,　 S.　Takechi　 (Osaka　 City　 U),　 A.　 Podgomy　 (Lebedev
Institute　 of　Physics,　 Russia),　 1.　Podgomy　 (lnstitute　 of　Astronomy,　 Russiaユ
P4-2　 Laboratory　 Structure　 of　the　Heliospheric　 Current　 Sheet
　 　 　 　 　 Minami.　 Shigeyuki.　 R.　Rizwan,　 M.　 Morimoto,　 S.　Takechi,Y　 Suzuki　 (Osaka　 City　 U),A.　 Podgomy
　 　 　 　 　 　(Lebedev　 Institute　of　Physics,　 Russia),　 1.　Podgomy　 (lnstitute　of　Astronomy,　 Russia)
P43ク ラス ター　II衛 星 観 測 に よ る高 高 度 カ ス プ内の エ ネ ル ギ ー と力 の バ ラ ンス
小 川 泰信(名 古 屋 大)、　S.　C.　Buchert　 (IRF　 ウ プサ ラ)、　M.Andre　 (IRFウ プサ ラ)
P5-l　 Validation　 of　an　 electron　 density　 profile　 derived　 from　 auroral　 emissions　 using　 multi-wavelengths　photometer and
　 　 　 EISCAT　 radar　 observations
足 立租 寛 、藤 井 良 一・、 野 澤 悟徳 、小 川 泰信(名 古 屋大)、　Asgeir　Brekke,　Chris　M.　Hall,　Marten　 Blixt
(U　Troms¢)、　小 野 高 幸(東 北 大)、 宮 岡 宏(極 地研)
P5-21Sレ ーダー ・地上光学 によるイオン上昇流 の同時観測
魎 、坂野井健、岡野章一(東 北大)、 麻生武彦(極 地研)野 澤悟徳、小川泰信(名 古屋大)
P5.3　EISCArレ ーダー と光学機器 同時観測 によるブラックオーロラの特性 の研究
賃量 修正d名 古屋大)宮 岡 宏(極 地研)、 野澤悟徳 、小川泰信(名 古屋大)、　MartenBlixt
(ト ロム ソ大)、 足立和寛、藤井 良一(名 古屋大)
P5-4　Akebono衛 星観測に よる低周波電場振動 とIon　Conicsの 関係
三宝L亙(通 総研)、 松岡彩子、向井利典(宇 宙研)
P5-5　 SELENEUPI制 御 シス テ ム の 開発
vi
盤(極 地研)、 中村正人(宇 宙研)、江尻全機(極 地研)
P6-1南 極周回気球 を用いたELF/VLF帯 電磁波動の研究
三方'窓(富 山県立大)、 山岸久雄(極 地研)、 知野明裕 、岡田敏美(富 山県立大)、
山上隆正(宇 宙研)
P6.2南 極周回気球(PPB)に よる磁場観測実験
酉屋 盛徳、遠 山文雄、田中 真(東 海大)、 山岸久雄、佐藤夏雄 、門倉 昭(極 地研)
■■ 懇親会18:00～20:00■ ■




座長 飯島 健(通 総研)





杉捕正久(通 総研)、浜野洋三(東 京大)、亀井豊永(京 都大)、元場哲郎(電 通大)
4-4昼 側電離圏対流渦のSuperDARN共 役解析
盤 峰、福西 浩(東 北大)、 細川敬祐(電 通大)、 行松 彰、佐藤夏雄(極 地研)
4-51MAGE衛 星低 エネ ル ギー 中性 粒 子 イ メー ジ ャー とSuperDARN　 レー ダ とに よ るカ ス プ の 同時 観測
里 口」 翁、 細 川敬 祐(電 通 大)、　M.　R.　Collier、　T.　E.　Moore、 　M.　-C.　Fok　(NASA/GSFC)、 行 松 彰 、
佐 藤夏 雄(極 地研)、　R.A.Greenwald(JHU/APL)
4-6　 Evolutionofringcurrentenergydensityduringgeomagneticstorms
　 　 　 　 　 Natalia　 Yu.　 Ganushkina　 (FMI),　 J.　Korhonen　 (U　 Helsinki),　 T.　1.　Pulkkinen　 (FMI),　 Y.　Ebihara,　 M.　 Ejiri
　 　 　 　 　 　 (NIPR),　 T.　Fritz　 (Boston　 U)
● ポス ター(発 表 は31日(木)16:30-17:45の ポ ス タ ーセ ッシ ョ ンで)
P4　 1　Dynamic　 Behaviors　 of　the　Magnetospheric　 Current　 Sheet　 Based　 on　A　Laboratory　 Simulation
　 　 　 　 　 Rizwan　 Rana　 S.　Minami,　 M.　 Morimoto,　 S.　Takechi　 (Osaka　 City　U),　 A.　Podgomy　 (Lebedev
　 　 　 　 　 Institute　of　Physics,　 Russia),　 1.　Podgorny　 (lnstitute　of　Astronomy,　 Russia)
P4-2　 Laboratory　 Structure　 of　the　 Heliospheric　 Current　 Sheet
　 　 　 　 　 Minami.　 Shigeyuki.　 R.　Rizwan,　 M.　 Morimoto,　 S.　Takechi,　 Y　 Suzuki　 (Osaka　 City　 U),　 A.　 Podgomy
　 　 　 　 　 (Lebedev　 Institute　 of　Physics,　 Russia),　 1.　Podgomy　 (lnstitute　 of　Astronomy,　 Russia)
P43ク ラス ター　II衛 星 観測 に よ る高 高 度 カ ス プ 内の エ ネ ル ギー と力 のバ ラ ンス
小 川 泰信(名 古 屋 大)、　S.　C.　Buchert　 (IRF　 ウプサ ラ)、　M.Andre　 (IRFウ プサ ラ)





5-1南 極点全天イメージ ャーで観測 した午前側の高緯度オーロラ
海老原祐輔、江尻全機(極 地研)、 岡野章一(東 北大)、 田口 真(極 地研)、 竹下 秀(東 海大)、
堤 雅基、岡 田雅樹(極 地研)、 向井利典(宇 宙研)
5-2昼 間側でみられる準周期的可視オーロラの特性
雌 三(総 研大)、佐藤夏雄、山岸久雄、行松 彰、菊池雅行(極 地研)、楊 恵根、劉 瑞源
(中国極地研)
5-3北 向きIMF時 の太陽風ショックに伴われたカスプ緯度の共役点電離層吸収現象
酉野正徳(名 古屋大)、山岸久雄、佐藤夏雄(極 地研)、劉 瑞源(中 国極地研)
5-4CMEに 伴 い ドー ムふ じ観測拠点お よび南極点基地で観測 され たタイ プAオ ーロラ ー 速報 一
宜瞳L宏(極 地研)、 中野 啓(静 岡大)、 佐藤夏雄(極 地研)、 新海雄一(総 研大)、 海老原祐輔、
江尻全機(極 地研)
5-5オ ー ロラブレイクアップの非共役惟 一昭和基地上空が アイスラン ド上空 よ りも常 に活動が大!?
佐麗 夏雄(極 地研)、　ThorsteinnSaemundsson　 (アイスラン ド大)、 共役点観測チーム
● ポ ス ター(発 表 は31日(木)16:30-17:45の ポ ス タ ーセ ッシ ョ ンで)
P5-l　 Validation　 of　an　 electron　 density　 profile　 derived　 from　 auroral　 emissions　 using　 multi-wavelengths　photometer and
　 　 　 EISCAr　 radar　 observations
足 立1阻 寛 、 藤 井 良一 、 野 澤悟 徳 、小 川 泰信(名 古 屋大)、　Asgeir　Brekke,　Chris　M.　Hall,　Marten　Blixt
(U　Troms¢)、　小 野 高 幸(東 北大)、 宮 岡 宏(極 地研)
P5-21Sレ ーダー ・地上光学 によるイオ ン上昇流の同時観測
壇 艮克也、坂野井健、岡野章一(東 北大)、 麻生武彦(極 地研)野 澤 悟徳、小川泰信(名 古屋大)
P5-3　EISCATレ ーダー と光学機器同時観測 によるブラックオーロラの特性 の研究
冨田 堕E(名 古屋大)宮 岡 宏(極 地研)、 野澤悟徳、小川泰信(名 古屋大)、　MartenBlixt
(ト ロム ソ大)、 足立和寛、藤井良一(名 古屋大)
P5-4　Akebono衛 星観測 による低 周波電場振動 とIon　Conicsの 関係
三宝L亙(通 総研)、 松 岡彩子、向井利典(宇 宙研)
P5-5　SELENEUPI制 御 システムの開発
盤(極 地研)、 中村正人(宇 宙研)、 江尻全機(極 地研)




6-144次 隊におけるPPB実 験 の概要
山崖久雄(極 地研)、　PPB実 験班
6-2第44次 南極周回気球(PPB)実 験での放球 と受信
松璽圭彦 、並木道義、齋藤芳隆(宇 宙研)、 門倉 昭、佐藤 薫、橋 田 元(極 地研)、




艶 、田村忠久、立山暢人、吉田健二、安楽和明、 山下太郎(神 奈川大)、 西村 純、
山上隆正、斉藤芳隆、太田茂雄、並木道義、松坂幸彦(宇 宙研)、 山岸 久雄、門倉 昭(極 地研)、
村上浩之(立 教大)、 笠原克昌、藤井森、小河哲之(芝 浦工大)、 柴田槙雄、片寄裕作、井上 正
(横浜 国大)、 北村 尚(放 医研)、 小林 正(青 山学院大)、 古森良志子(保 健福祉大)、 水谷興平、
平井勇祐(埼 玉大)、 常進(中 国科学院紫金山天文台)
64PPB#8と#10に よるオーロ ラX線 の観測
皇 位智二(大 阪市大)、 内田正美(信 愛女学院)、 江尻全機 、海老原祐輔(極 地研)、 大島直哉
(大阪市大)、 門倉 昭(極 地研)、 斎藤芳隆(宇 宙研)、 佐藤夏雄(極 地研)、 鈴木裕武(立 教大)、
高橋 渉、中川道夫(大 阪市大)、 並木道義 、松坂幸彦(宇 宙研)、 松本直記、 向井謙治(大 阪
市大)、 村上浩之(立 教大)、 山内 誠(宮 崎大)山 上隆正(宇 宙研)、 山岸 久雄(極 地研)、
山本幹生(宮 崎大)
6-5南 極周回気球実験 のハ ウスキー ピングシステムの評価
重藤菱隆 、松坂幸彦、並木道義、鳥海道彦、太 田茂雄、山上 隆正(宇 宙研)、 山岸 久雄、
江尻全機、佐藤夏雄 、海老原祐輔、門倉 昭(極 地研)、 片寄祐 作(横 国大)、 藤井 森
(芝浦工大/宇 宙研)、 村上浩之(立 教大)、 内山貞幸、紺野祐司(ク リアパ ルス(株))
● ポ ス ター(発 表 は31日(木)16:30-17:45の ポ ス ター セ ッシ ョンで)
P6-1南 極周回気球を用 いたELF八1LF帯 電磁波動 の研究
三出 窓(富 山県立大)、 山岸久雄(極 地研)、 知野 明裕、岡田敏美(富 山県立大)、
山上隆正(宇 宙研)
P6-2南 極周回気球(PPB)に よる磁 場観測実験




7-1次 期SCOSTEP国 際協 同観測研 究計画 「CAWSES」
薩差良二(名 古屋大)
7-2　 SCOPE　 ミッシ ョン観測計画
fiif2wg　 (宇宙研)、 次期磁気 圏衛星WG
7-3　 AntarcticSyowaMST/ISRadar(PANSY)Project
江尻 全 機 、 佐 藤 薫 、堤 雅 基(極 地研)、 佐藤 亨 、 齊 藤 昭則(京 都 大)、 麻 生武 彦 、
山 内 恭(極 地研)
7-4レ イ リー ・ラマンライダー観測計画
堤」獲基 、佐藤 薫、 田口 真、麻生武彦(極 地研)、 川原琢也(信 州大)
7-5わ が国におけるEISCArの 将来計画
歴生武彦(極 地研)
7-6ス バ ル バ ール のSOUSY　 SMART　 (Svalbard　 Middle　Atmosphere　 Radar　&　Technology)レ ー ダー 観 測
プロ グ ラム
産 生武 彦(極 地研)、 ホ ー ル,ク リス、 ブ レ ッケ,ア ス ゲ イ ル(ト ロ ム ソ大)、 レ トガ ー,
ユ ルゲ ン(マ ックス プ ラ ン ク研 究 所)
■ ■ 休 憩1545～1600■ ■
ix
7-7　 1CESTAR計 画:　 Interhemispheric　 Conjugacy　 Effects　 in　Solar-Terrestrial　 and　 Aeronomy　 Research
佐 薩 夏 雄(極 地 研)
7-8北 海道HFレ ーダー計画
酉翁L望 、小川忠彦(名 古屋大)、 菊池 崇(通 総研)、 他有志




74　 1　Global　 RiometerArray:　 A　Worldwide　 Perspective　 on　Energetic　 Particle　 Precipitation
幽 ΩandFHonary.　 (LancasterU)
7-12PPBに よる高エネルギー宇宙線電子の観測計画
小埜_正(青 学大)、 山上隆正(宇 宙研)、 佐藤禎宏(宇 都宮大)、 吉 田健二(神 奈川大)、
西村 純(宇 宙研)
7-13気 球望遠鏡 による惑星観測計画
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          National Institute of Polar Research 
   The  27th Symposium on Coordinated Observations of the 
   Ionosphere and the Magnetosphere in the Polar Regions 
           Date: July 31st - August 1st, 2003
Venue: Auditorium in National Institute of Polar Research, Tokyo 
                     Programme 
  Oral presentation: total 15  min. including 12  min. talk and 3  min. discussions 
        Poster presentation: held at the poster session on the first day
Thursday, July 31st 09:25- 17:45
[Opening sesson]
09:25 - 09:30 
Chair: Aso, Takehiko (NIPR)
Opening Ejiri, Masaki (NIPR)
[1. Middle Atmosphere - Thermosphere]
09:30 - 12:00 
Chair: Murayama Yasuhiro (CRL)
1-1 Measurements of time and spatial variations of minor constituents in the polar region with the superconducting 
    millimeter-wave radiometer 
 Mizuno, Akira, Y. Fukui (Nagoya U), T. Nagahama, H. Nakane (NIES), H. Ogawa, Y. Yonekura 
       (Osaka Pref. U) 
1-2 Characteristics of winter sprites in Japan and properties of their parent lightning 
 Hayakawa, Masashi, T. Nakamura (UEC), Y. Hobara (LPCE), E. R. Williams (MIT) 
1-3 Generation Mechanism of PMSE Observed With the SuperDARN Radars 
 Ogawa, Tadahiko (Nagoya U) 
1-4 Day-to-day variations of the semidiurnal tide simulated by a GCM 
 Miyoshi, Yasunobu (Kyushu U), H. Fujiwara (Tohoku U) 
1-5 Mean wind and atmospheric tide observed at  Tromso and Poker Flat 
 Nozawa, Satonori, H. Iwahashi (Nagoya U), A. Brekke, C. M. Hall (U  Troms0), A. Manson, C. Meek 
        (U Saskatchewan), S. Oyama (U Alaska), Y. Murayama (CRL), R. Fujii (Nagoya U) 
1-6 Momentum Balance in the High-Latitude Lower Thermosphere and its Thermal Structure 
 Maeda, Sawako (Kyoto Women's U), S. Nozawa (Nagoya U), H. Fujiwara (Tohoku U)
1-7 Improved meteor wind observation technique using SuperDARN radars 
 Tsutsumi, Masaki, A. S. Yukimatu (NIPR)
1-8 Overview on Svalbard meteor radar (NSMR) observation and planned Tromso meteor radar (NTMR) 
 Aso, Takehiko, M. Tsutsumi (NIPR), C. Hall (U  Troms0)
1-9 Longitudinal variation of summer middle atmosphere jet as observed by MF radars 










Murayama, Yasuhiro (CRL/NIPR), S. Oyama (U  Alaska, Fairbanks), K. Sato (NIPR), T. Hirooka, 
S. Miyahara (Kyushu U), Y. Kawatani, M. Takahashi (U Tokyo), W. Singer  (IAP, Germany), D. Riggin 
(CoRA, USA)
Relationship between daily variation of Be-7 concentration and solar activities 
    Sakurai. Hirohisa, S. Gunji,  E Tokanai (Ymagata U), N. Sato (NIPR)
Poster presentations (held at the poster session on 31S` 16:30  - 17:45)
Study on E-region neutral winds associated with  auroral activity by the newly developed Fabry-Perot Imager 
at Syowa Station 
    Tadano, Yuusuke, T. Sakanoi (Tohoku U), M. Taguchi (NIPR), S. Okano (Tohoku U)
Observation of the Cosmic Radio Noise and the Infrasonic Wave on the Ground with an HF Radio Wave 
Stimulation in the Polar Ionosphere 
 Takechi, Seiji, S. Minami, Y. Suzuki (Osaka City U), M. Nishino, S. Nozawa (Nagoya U), Mike Rietveld 
    (EISCAT, Max-Planck-Institut fur Aeronomie)
Comparison of  Airglow Phenomena between Brazilian Geomagnetic Anomaly and Okinawa 
 Makita, Kazuo, M. Hoshino (Takushoku U), K. Shiokawa (Nagoya U), E. Masuda (CRL)
Thermospheric wind and temperature measurements by the Fabry-Perot Imager at Syowa Station (2) 
 VIakoto (NIPR), S. Okano (Tohoku U), M. Ejiri (NIPR)
Detection of Antarctic AGW with Syowa SuperDARN Radars - Results from Preliminary Data Survey 
 Hosokawa, Keisuke, T. Watanabe (UEC), A. S. Yukimatu, N. Sato (NIPR), T. Shibata (UEC)
Mesopause temperature measurements using sodium temperature lidar at Syowa Station, Antarctica 
 Yamashita, Jyoji, T. Kitahara, T. Kawahara, F. Kobayashi, Y. Saito, A. Nomura (Shinshu U)
Sodium nightglow imaging over Syowa Station in the Antarctic 
    Y. Yamada,  Fukunishi, Hiroshi (Tohoku U), M. Taguchi (NIPR)
 ^  ^ Lunch  12:00  -  13:15  •  •
[2. Ionosphere]
13:15 - 14:45 
Chair: Fukunishi, Hiroshi (Tohoku U)
 2-1 Origin of the SuperDARN Broad Doppler Spectra 
- Observational Evidence from the Oersted Satellite High-Time Resolution Magnetometer  -
    Hosokawa, Keisuke (UEC), S. Yamashita (Kyoto U), P. Stauning  (DMI), A. S. Yukimatu, 
    N. Sato (NIPR), T. Iyemori (Kyoto U)
2-2 Ionospheric  —20mHz ULF waves in the EISCAT Heater illuminating region obtained by the CUTLASS HF 
    radars during the campaign of the SuperDARN/GEOTAIL simultaneous observation 
 Shinkai, Yuichi (Grad. Univ. Advanced Studies), N. Sato, A. S. Yukimatu (NIPR), T. Mukai (ISAS), 
        T. Aso (NIPR), M. Lester, T. K. Yoemann, S. E. Milan, D. M. Wright (Leicester U), M. T. Rietveld 
       (EISCAT), T. Sakurai (Tokai U), Y. Tonegawa (Tokai U), SuperDARN/GEOTAIL Research Group
2-3 An application of SuperDARN raw time series analysis method to ionospheric studies (1): Raw time series 
    analysis of cusp irregularities 
 Yukimatu, Akira Sessai, M. Tsutsumi (NIPR), M. Lester, T. K. Yeoman , S. E. Milan (U Leicester), 
       N. Sato (NIPR)
2-4 An application of SuperDARN raw time series analysis method to ionospheric studies (2): Raw time series
-  Xiii -
2-5
2-6
analysis of heater induced irregularities 
 Yukimatu, Akira Sessai, M. Tsutsumi (NIPR), M. Lester, T. K. Yeoman, 
    M. T. Rietveld (EISCAT assoc.), N. Sato (NIPR)
D. Wright (U Leicester),
The comparison of plasma flow configuration and magnetic field configuration related field aligned currents 
in the ionosphere 
 Deguchi. Hiroki (Kyushu U), N. Sato (NIPR) 
Comparison of IMAGE FUV auroral images and VHF aurora radar data 
 Sagawa, Eiichi, K. Ohtaka (CRL)
• Poster presentations (held at the poster session on  31' 16:30 - 17:45) 
 P2-1 Anomalous sporadic-E layers observed before M7.2 Hyogo-ken Nanbu earthquake-Terrestrial gas emanation 
    Model 




The Multi-Instrument Analysis Toolbox 
    S. R. Marple and E Honary (Lancaster U)
Application of HF ray path tracing program to HF radar data analysis 
 Nishitani, Nozomu, T. Ogawa (Nagoya U)
Observation of Meteor Burst Channel by Tone Experiment between Showa and Zhongshang 
 Nagasawa, Masashi (Numazu Col. Tech.), A. Fukuda, K. Mukumoto, Y. Yoshihiro (Shizuoka U), 
    H. Yamagishi, N. Sato (NIPR), H. Yang (PRIC). M. Yao, L. Jin (Xidian U)
 ^  ^ Tea break  14:45  -  15:00  ^  ^
[3. Simulation]
15:00- 16:30 
Chair: Murata, Ken Takeshi (Ehime U)
3-1 Numerical simulation modeling on self-excitation of auroral arcs in the magnetosphere-ionosphere 
    coupling system 
 Watanabe, Tomo-Hiko (NIFS) 
3-2 Long-term evolution of magnetospheric current systems during storms 
        Natalia Yu. Ganushkina  (FMI), M. V. Kubyshkina(U St.-Petersburg), T. I. Pulkkinen  (FMI), H. J. Singer 
       (NOAA Space Environment Center), C. T. Russell (U California) 
3-3 Magnetospheric convection system in the SC period 
 Fujita, Shigeru (Meteorological College), Tanaka (Kyushu U), T. Kikuchi (CRL) 
3-4 Development of geospace environment simulator and the application to the analysis of spacecraft environment 
 Usui, Hideyuki (RASC, Kyoto U), M. Okada (NIPR), Y. Omura (RASC, Kyoto U), T. Ogino (STE, 
        Nagoya U), M. Nakamura (NASDA), T. Sugiyama (RASC, Kyoto U), N. Terada (STE, Nagoya U), 
         Geospace environment simulator project team 
3-5 A new research environment for Earth Magnetosphere via STARS (Solar-Terrestrial data Analysis and Reference 
    System) and VEMS (Virtual Earth Magnetosphere System) 
 Murata, Ken Takeshi (Ehime U)
3-6 Current status and future of large scale electromagnetic particle simulations 
 Okada, Masaki (NIPR)
-  xiv -
[Poster session]
16:30 — 17:45
 P1-1 Study on E-region neutral winds associated with  auroral activity by the newly developed Fabry-Perot Imager 
at Syowa Station 
 Tadano, Yuusuke, T. Sakanoi (Tohoku U), M. Taguchi (NIPR), S. Okano (Tohoku U)
P1-2 Observation of the Cosmic Radio Noise and the Infrasonic Wave on the Ground with an HF Radio Wave 
Stimulation in the Polar Ionosphere 
 Takechi, Seiji, S. Minami, Y. Suzuki (Osaka City U), M. Nishino, S. Nozawa (Nagoya U), Mike Rietveld 
    (EISCAT, Max-Planck-Institut fur Aeronomie)
P1-3 Comparison of Airglow Phenomena between Brazilian Geomagnetic Anomaly and Okinawa 
 Makita, Kazuo, M. Hoshino (Takushoku U), K. Shiokawa (Nagoya U), E. Masuda (CRL)
P1-4 Thermospheric wind and temperature measurements by the Fabry-Perot Imager at Syowa Station (2) 
 Taguchi, Makoto (NIPR), S. Okano (Tohoku U), M. Ejiri (NIPR)
 PI-5 Detection of Antarctic AGW with Syowa SuperDARN Radars - Results from Preliminary Data Survey 
 Hosokawa, Keisuke, T. Watanabe (UEC), A. S. Yukimatu, N. Sato (NIPR), T. Shibata (UEC)
P1-6 Mesopause temperature measurements using sodium temperature lidar at Syowa Station, Antarctica 
 Yamashita, Jyoji, T. Kitahara, T. Kawahara, F. Kobayashi, Y. Saito, A. Nomura (Shinshu U)
P1-7 Sodium nightglow imaging over Syowa Station in the Antarctic 
   Y. Yamada,  Fukunishi, Hiroshi (Tohoku U), M. Taguchi (NIPR)
 P2-1 Anomalous sporadic-E layers observed before M7.2 Hyogo-ken Nanbu earthquake-Terrestrial gas emanation 
Model 
 Ondoh, Tadanori (Space Earth Envi. Lab.)
P2-2 The Multi-Instrument Analysis Toolbox 
    S. R. Marple and E Honary (Lancaster U)
P2-3 Application of HF ray path tracing program to HF radar data analysis 
 Nishitani, Nozomu, T. Ogawa (Nagoya U)
P2-4 Observation of Meteor Burst Channel by Tone Experiment between  Showa and Zhongshang 
 Nagasawa, Masashi (Numazu Col. Tech.), A. Fukuda, K. Mukumoto, Y. Yoshihiro (Shizuoka U), 
    H. Yamagishi, N. Sato (NIPR), H. Yang (PRIC). M. Yao, L. Jin (Xidian U)
 P4-1 Dynamic Behaviors of the Magnetospheric Current Sheet Based on A Laboratory Simulation 
 Rizwan, Rana, S. Minami, M. Morimoto, S. Takechi, (Osaka City U), A. Podgorny 
    (Lebedev Institute of Physics, Russia), I.  Podgorny (Institute of Astronomy, Russia)
P4-2 Laboratory Structure of the Heliospheric Current Sheet 
 Minami, Shigeyuki, R. Rizwan, M. Morimoto, S. Takechi, Y. Suzuki (Osaka City U), A. Podgorny 
    (Lebedev Institute of Physics, Russia) I. Podgorny (Institute of Astronomy, Russia)
P4-3 Conservation of energy and momentum in the high altitude cusp observed with CLUSTER II 
 Ogawa. Yasunobu (Nagoya U), S. C. Buchert (IRF Uppsala), M. Andre  (IRF Uppsala), 
    T. Sakanoi (Tohoku U), M. Taguchi, T. Aso (NIPR)
N. Koizumi
,
 P5-1 Validation of an electron density profile derived from auroral emissions using multi-wavelengths photometer and 
EISCAT radar observations 
 Adachi, Kazuhiro, R. Fujii, S. Nozawa, Y. Ogawa (Nagoya U), A. Brekke, C. N. Hall, M. Blixt (U  Troms0), 
    T. Ono (Tohoku U), H. Miyaoka (NIPR)







Simultaneous measurement between ion upflow and  auroral  spectral emission obtained by ground-based IS radar 
and optical facilities 
 Tsubone. Katsuya, T. Sakanoi, S. Okano (Tohoku U), T. Aso (NIPR), S. Nozawa, Y. Ogawa (Nagoya U) 
Study on electrodynamics of black auroras based on simultaneous EISCAT and optical observations 
   Tomida. Shuhei (Nagoya U), H. Miyaoka (NIPR), S. Nozawa, Y. Ogawa (Nagoya U), M. Blixt (U  Troms0), 
   K. Adachi, R. Fujii (Nagoya U) 
Low-frequency Electric-field Fluctuations and Ion Conics Observed by Polar-orbiting Akebono Satellite 
 Miyake. Wataru (CRL), A.Matsuoka, T. Mukai (ISAS)
Development of the embedded control system for Upper-Atmosphere and Plasma Imager  (UPI) onboard the 
SELENE satellite 
 Kikuchi. Masayuki (NIPR), M. Nakamura  (ISAS), M. Ejiri  (NIPR)
Study of  ELFIVLF electromagnetic waves observed by Polar Patrol Balloon 
 Miyake. Taketoshi (TPU), H. Yamagishi  (NIPR), A. Chino, T. Okada (TPU), T. Yamagami (ISAS)
Geomagnetic Filed Observation by Polar Patrol Balloon 
 Nishio, Yasuho,  E Tohyama, M. Tanaka (Tokai U),H. Yamagishi, N. Sato, A. Kadokura (NIPR)
 ^  ^ Banquet  18:00  -  20:00  ^  ^ 
  (At Auditorium Lobby in NIPR)
Friday, August 1st  09:00  - 18:00
[4. Magnetosphere]
09:00 - 10:30 






A critical condition for leading to a magnetotail deflation 
 Nakai. Hitoshi (Ibaraki High School)
Characteristics of upward field-aligned currents on the nightside 
    Nakano. Shinya, T. Iyemori (Kyoto U)
Dst index as interpreted in terms of a spherical harmonic expansion of the scalar potential for geomagnetic 
variations at the earth's surface 
 Sugiura, Masahisa (CRL), Y. Hamano (U Tokyo), T. Kamei (Kyoto U), T. Motoba (UEC)
Conjugate analysis of dayside ionospheric convection vortices using SuperDARN data 
 Kataoka, Ryuho, H. Fukunishi (Tohoku U), K. Hosokawa (UEC), A. S. Yukimatu, N. Sato (NIPR)
Simultaneous observations of the cusp with IMAGE low energy neutral atoms imager and SuperDARN radar 
 Taguchi. Satoshi, K. Hosokawa (UEC), M. R. Collier, T. E. Moore, M. -C. Fok (NASA/GSFC), 
    A. S. Yukiimatu, N. Sato (NIPR), R. A. Greenwald (JHU/APL)
4-6 Evolution of ring current energy density during geomagnetic storms 
        Natalia Yu. Ganushkina  (FMI), J. Korhonen (U Helsinki), T. I. Pulkkinen (FMI), Y. Ebihara, 





Poster presentations (held at the poster session on 31st 16:30 - 17:45) 
Dynamic Behaviors of the Magnetospheric Current Sheet Based on A Laboratory Simulation 
 Rizwan, Rana, S. Minami, M. Morimoto, S. Takechi, (Osaka City U), A. Podgorny 
    (Lebedev Institute of Physics, Russia), I. Podgorny (Institute of Astronomy, Russia) 
Laboratory Structure of the Heliospheric Current Sheet 
 Minami, Shigeyuki, R. Rizwan, M. Morimoto, S. Takechi, Y. Suzuki (Osaka City U), A.  Podgorny 
    (Lebedev Institute of Physics, Russia) I. Podgomy (Institute of Astronomy, Russia) 
Conservation of energy and momentum in the high altitude cusp observed with CLUSTER II 
 Ogawa. Yasunobu (Nagoya U), S. C. Buchert (IRF Uppsala), M. Andre (IRF Uppsala), N. Koizumi, 
    T. Sakanoi (Tohoku U), M. Taguchi, T. Aso (NIPR)
 ^  ^ Tea break  10:30-  10:45  ^  ^
[5. Aurora]
10:45 — 12:00 











High-latitude  auroral forms observed by all-sky imager at South Pole 
   Y. Ebihara,  Ejiri. Masaki (NIPR), S. Okano (Tohoku U), M. Taguchi 
    M. Tsutsumi, M. Okada (NIPR), T. Mukai (ISAS)
(NIPR), S. Takeshita (Tokai U),
Characteristics of quasi-periodic visible auroras in the postnoon sector 
 Murata, Yozo (Grad. Univ. Advanced Studies), N. Sato, H. Yamagishi, A. S. Yukimatu, M. Kikuchi (NIPR), 
    H. Yang, R. Liu  (PRIG) 
Conjugate cusp-latitude ionospheric absorption event accompanied to a solar wind shock during northward IMF 
 Nishino, Masanori (Nagoya U), H. Yamagishi, N. Sato (NIPR), Liu Ruiyuan (PROC)
Type A aurora observed at Dome-Fuji Camp and South Pole Station in connection with CME 
- Preliminary report  -
    Miyaoka, Hiroshi (NIPR), K. Nakano (Shizuoka U), N. Sato (NIPR), Y. Shinkai (Grad. Univ. 
    Advanced Studies), Y. Ebihara, M. Ejiri (NIPR) 
Non-conjugacy of  Auroral Breakup - Auroral activity over Syowa is always higher than that over Iceland!?  -
    Sato, Natsuo (NIPR), T. Saemundsson (U Iceland), Conjugate observation team 
Poster presentations (held at the poster session on  31st 16:30 - 17:45) 
Validation of an electron density profile derived from auroral emissions using multi-wavelengths photometer and 
EISCAT radar observations 
 Adachi. Kazuhiro, R. Fujii, S. Nozawa, Y. Ogawa (Nagoya U), A. Brekke, C. N. Hall, M. Blixt (U  Troms0), 
    T. Ono (Tohoku U), H. Miyaoka (NIPR) 
Simultaneous measurement between ion upflow and auroral spectral emission obtained by ground-based IS radar 
and optical facilities 
 Tsubone, Katsuya, T. Sakanoi, S. Okano (Tohoku U), T. Aso (NIPR), S. Nozawa, Y. Ogawa (Nagoya U) 
Study on electrodynamics of black auroras based on simultaneous EISCAT and optical observations 
 Tomida, Shuhei (Nagoya U), H. Miyaoka (NIPR), S. Nozawa, Y. Ogawa (Nagoya U), M. Blixt (U  Troms0), 
    K. Adachi, R. Fujii (Nagoya U) 
Low-frequency Electric-field Fluctuations and Ion Conics Observed by Polar-orbiting Akebono Satellite 
 Miyake, Wataru (CRL), A.Matsuoka, T. Mukai (ISAS)
-  XVII -
P5-5 Development of the embedded control system for Upper-Atmosphere and Plasma Imager  (UPI) onboard the 
SELENE satellite 
 Kikuchi,  Masayuki (NIPR), M. Nakamura (ISAS), M. Ejiri (NIPR)
 ^  ^ Lunch  12:00  —  13:00  ^  ^
 [6.P113]
13:00- 14:15 
Chair: Yamagishi, Hisao (NIPR)
6-1 Outline of the PPB experiment in  JARF44 
 Yamagishi, Hisao (NIPR), PPB experiment team
6-2 Launching and Receiving Operation for the 44th Polar Patrol Balloon Experiments 
 Matsuzaka, Yukihiko, M. Namiki, Y. Saito (ISAS), A. Kadokura, K. Sato, G. Hashida (NIPR), 
        44th UAP members, 43th UAP members, H. Yamagishi, N. Sato M. Ejiri (NIPR), Y. Katayose 
        (Yokohama National U), T. Yamagami (ISAS)
6-3 Observation of High-Energy Cosmic Ray Electrons by Polar-Patrol Balloon 
 Torii, Shoji, T. Tamura, N. Tateyama, K. Yoshida, K. Anraku, T.  Yamashita  (Kanagawa U), J. Nishimura, 
    T. Yamagami, Y. Saito, S. Ohta, M. Namiki, Y. Matsuzaka (ISAS), H. Yamagish, A. Kadokura (NIPR), 
    K. Kasahara, M. Fujii, S. Ogawa (Shibaura Institute of Technology), M. Shibata, Y. Katayose, 
    T. Inoue (Yokohama National U), H. Kitamura (NIRS), H. Murakami (Rikkyou U), T. Kobayashi 
    (Aoyama Gakuin U), Y. Komori (Kanagawa U of Human Services), K. Mizutani, Y. Hirai (Saitama U), 
    J. Chang (Purple Mountan Observatory, China)
6-4 Observations of hard X-rays of auroal origin with PPB No.8 and 10 
 Nakamura,Tomokazu (Osaka City U), M. Uchida (Shin aijyogakuin), M. Ejiri, Y. Ebihara (NIPR), 
        N. Oshima (Osaka City U), A. Kadokoura (NIPR), Y. Saito (ISAS), N. Sato (NIPR), H. Suzuki (Rikkyo U), 
        W. Takahashi, M. Nakagawa (Osaka City U), M. Namiki, Y. Matuzaka (ISAS), N. Matumoto, K. Mukai 
        (Osaka City U), H. Murakami (Rikkyo U), M. Yamauchi (Miyazaki U), T. Yamagami (ISAS), 
        H. Yamagishi (NIPR), M. Yamamoto (Miyazaki U)
6-5 Performance of the house-keeping system for the polar patrol balloons 
 Saito,Yoshitaka, Y. Matsuzaka, M. Namiki, M. Toriumi, S. Ohta, T. Yamagami (ISAS), H. Yamagishi, 
        M. Ejiri, N. Sato, Y. Ebihara, A. Kadokura (NIPR), Y. Katayose (Yokohama National U), M. Fujii 
        (ISAS/Shibaura Inst. of Tech.), H. Murakami (Rikkyo U), S. Uchiyama, Y. Konno (Clear Pulse Ltd.)
 • Poster presentations (held at the poster session on  31' 16:30  - 17:45)
 P6-1 Study of  ELF/VLF electromagnetic waves observed by Polar Patrol Balloon 
 Miyake, Taketoshi (TPU), H. Yamagishi (NIPR), A. Chino, T. Okada (TPU), T. Yamagami (ISAS)
P6-2 Geomagnetic Filed Observation by Polar Patrol Balloon 
 Nishio, Yasuho, E Tohyama, M. Tanaka (Tokai U),H. Yamagishi, N. Sato, A. Kadokura (NIPR)
[7. Future plan]
 14:15  - 17:55 
Chair: Sato, Natsuo (NIPR)
7-1 The next SCOSTEP International Collaboration Research Project CAWSES 
 Fujii, Ryoichi (Nagoya U)
7-2 The SCOPE Mission and Its Science Objectives





 Maezawa, Kiyoshi (ISAS), Working Group for the Next Magnetospheric Mission 
Antarctic Syowa MST/IS Radar (PANSY) Project 
 Ejiri, Masaki, K. Sato, M. Tsutsumi (NIPR), T. Sato, A. Saito (Kyoto U), T. Aso, T. Yamanouchi (NIPR) 
Rayleigh-Raman Ridar Project 
 Tsutsumi, Masaki, K. Sato, M. Taguchi, T. Aso (NIPR), T. D. Kawahara (Shishu U) 
EISCAT - its future in Japan  -
   Aso, Takehiko (NIPR) 
SOUSY - SMART (Svalbard Middle Atmosphere Radar Technology) radar observation program 
 Aso, Takehiko (NIPR), Chris M. Hall, Asgeir Brekke (U  Troms0), Jurgen Rottger (Max Planck Institute 
    for Aeronomy)









ICESTAR - Interhemispheric Conjugacy Effects in Solar-Terrestrial and Aeronomy Research  -
    Sato, Natsuo (NIPR) 
Hokkaido HF radar project 
    Nishitani, Nozomu, T. Ogawa (Nagoya U), T. Kikuchi (CRL), and others 
GLOBAL MAGNETIC NETWORK OBSRRVATIONS 
    Yumoto, Kiyohumi (Kyushu U) 
A future plan of unmanned magnetometer network observation in Japanese Antarctic Research Expedition 
 Yamagishi, Hisao (NIPR), Working Group for unmanned UAP observations in Antarctica 
Global Riometer Array: A Worldwide Perspective on Energetic Particle Precipitation 
    S. R. Marple and E Honary. (Lancaster U) 
Observation of high-energy cosmic-ray electrons with emulsion chamber by PPB 
 Kobayashi, Tadashi (Aoyama Gakuin U), T. Yamagami (ISAS), Y. Sato (Utsunomiya U), K. Yoshida 
    (Kanagawa U), J. Nishimura (ISAS) 
A future plan for observation of planets by a balloon-borne telescope 










　 　 　 　 　 The27thSymposium






National　 Institute　 of　Polar　 Research
　　　　　　　　Tokyo,　 Japan
1-1
超 伝 導 ミ リ波放 射 計 に よ る極 域 成層 圏 中間 圏 の組 成 変 動 観 測 計 画
o水野亮(名 大STE)、福井康雄(名大理)、長濱智生、中根英昭(環境研)、小川英夫、米倉党則(大 阪府大)
Measurements　of　 time　 and　 spatial　 variations　 of　 minor　 constituents　 in　 the　 polar　 region　 with　 the　 superconducting
millimeter.wave　 radiometer
Akira　 Mizuno,　 Yasuo　 Fukui　 (Nagoya　 U.),　 Tomoo　 Nagahama,　 Hideaki　 Nakane　 (NIES),　 Hideo　 Ogawa,　 Yoshinori
Yonekura　 (Osaka　 Pref.　U,)
The　 measurements　 with　 a　ground-based　 mm-wave　 radiometer　 provide　 vertical　 profiles　 of　 minor　 constituents　 between
l5　 km　 and　 80　 km　 in　altitude.　 Compared　 with　 the　 satellite　 observations,　 the　 ground-based　 mm-wave　 observations
have　 the　 advantage　 that　 short　 timescale　 variations　 in　a　few　 hours　 can　 be　 continuously　 measured　 over　 24　 hours　 a　day.
In　the　 mesosphere,　 chemical　 composition　 of　minor　 constituents　 changes　 rapidly　 in　the　 order　 of　a　few　 hours　 because　 of
various　 photochemical　 reactions　 due　 to　the　 solar　 UV　 radiation.　 In　addition,　 dynamical　 processes　 such　 as　 temperature
variation　 and　 vertical　 transpOrtation　 of　 air　due　 to　gravitational　 wave　 affect　 the　 composition　 as　well.　 However,　 we　 do
not　 have　 enough　 observational　 data　 of　 time　 variation　 of　 the　 mesospheric　 chemical　 compOsition　 so　 far,　 while　 the
temperature　 and　 wind　 have　 been　 measured　 by　 lidar　 and　 radar　 observations.　To　 ove come　 the　 ituation,　 we　 will
propose　 to　 install　 the　 superconducting　high-sensitivity　 radiometer　 developed　 by　 Nagoya　 University　 and　 NIES　 at　the
Showa　 base　 and　 start　 the　 measurements　 of　 time　 and　 spatial　 variations　 of　 mesospheric　 minor　 constituents　 in　the　 polar
region　 such　 as　ozone、 　20,　 H2i80,　 H　 O2,　 N20,　 NO,　 and　 O2(1Σg).
ミリ波放射計に よる地上観測 は、成層圏か ら中間圏(15km程 度か ら80km程 度)を カバー し、昼夜 にわ
た り連続的に定点上空の大気微量分子の高度分 布が測定 できる。また、1日 に1回 程度 しか定点上空 を通過
しない衛星観測に比べ、数時間の タイムスケールで変動す る現象 を捉 えることが可能である。
我々はこれまで超伝導受信機 を用いた ミリ波放射計の開発 を進め、南 米チ リ共和 国の ラス ・カ ンパナスに
おいて5時 間の積分 で南半球 中緯度帯 と しては初の高度40km付 近のCIOス ペ ク トル(～204GHz)の 検出 に成
功 し、その高 い感度 と周 波数ベース ラインの高 い安定性 を世界 に示 した(Mizuno　 et　al.　2002)。 また、つ くば
での5年 間 にわ たるオ ゾンのモニ ター観測か ら、成層圏では年周期の変動 が卓越 してい る一方 、中間圏では
半年周期の変動が顕著であることを初めて見出 した(Nagahama　 et　al.　2003)。
ミリ波のカバ レッジの中で も特 に中間圏 は、下 か らの波動 による温度 変動 ・鉛直拡散の影響 が微量分子の
組成 に顕著に現 われ、また上か らの太陽紫外線 による光化学 反応 によ り数時間の タイム スケールで組成 変動
が期待 され る興味深 い領域 で ある。 しか しなが ら、中間圏 の組成 変動について これ までに得 られている観測
デー タは極めて乏 しく十分な理解 が得 られ ていない。一方 、力学 量に関 しては ライダー や レーダーな どの観
測 を通 して温 度 ・風等のデー タが蓄積 され てい る。そ こで我 々は、200GHz帯 、250GHz帯 の ミリ波放 射計
を昭和基地に設置 し、オ ゾン、H20、H2180、HO2、N20、NO、02(1Σg)等の微量分子 の中間圏 における組成
変動のモニター を提案す る。特 に極域は子午面循環の収束点で あるため組成変動 に対 して輸送の影響が強 く
反映 され ると考え られ 、また、オー ロラに伴 う熱圏か ら中間圏へのNOの 流 入な どの極域 特有のプ ロセス も




日 本 冬 期 雷 に 伴 う ス プ ラ イ トの 特 性 と そ の 原 因 と な る 雷 放 電 の 特 徴
早 川 正 士,中 村 貴 弘(電 気 通 信 大 学),芳 原 容 英(LPCE,仏 国)　 ,E.　R.　Williams　 (MIT,米 国)
　 Characteristics　 of　winter　 sprites　 in　Japan　 and　 propenies　 of　their　parent　 lightning
　 　 　 　 　 　 M.Hayakawa,T.Nakamura(Univ.ofElectro・Comms.)
Y且obara　 (LPCE,　 France),　 E.　R.　Williams　 (MIT,　 USA)
　 We　 llave　 succeeded　 ill　observing　 sprites　 fbr　 、vinter　 lightning　 ill　the　 Hol(uriku　 area
(Japan　 Sea　 side)　 ・fJapan　 in　the　 winter・f2001/2002.　The　 ・ptical　 results　 ・n　three　 days
are　 compared　 with　 the　 corresponding　 characteristics　 of　parent　 (causative)　 lightning　 with
pa由cular　 attenti・n　 t・　the　 significant　 differences　 between　 H・kuril(u　 winter　 lightning　 and
the　 more　 widely　 studied　 continclltal　 lightnillg.　 Despite　 significant　 differences　 with
H・ku・ikuwinterlightning・wehavefoundnearlythesamespritepr・pertiesasalready
・bservedintheU・S…　 ntinentwithasignificantdifference(sinユplershapeforH・kuril(u
winter　 sp・ite)・ 　 Then,　 we　 have　 als・ 　 discussed　 the　 c・iteria　 f・r　 sprite　 ・ccu1Tence
.
Specifically・ 　tw・ 　similar　 criteria　 are　 found　 :　(1)　 cl・ud-t・-gr・und　 discharges　 ・fp・sitive
P・la・ity　 and　 (2)　 the　 p・e・ence　 ・face・ 寸ain　 thre・h・ld　 in　 ve1七cal　 ・ha・ge　 m。ment
(200-300C'ktn)(r・ughly　c・nsistent　 with　 that　 f・r　 the　 U.S.　 c・ntine1・t).　 Mes。scale
convectlve　 systems　 are　 llot　necessary　 to　store　 the　 charge　 necessary　 fbr　 sprites
,　but　 the
parent　 Ho1(uriku　 willter　 clouds　 are　 substantially　 smaller　 thall　 the　 millimuM　 scale　 fbr
sprite　 ・ccu1Tence　 i1・　the　 c・Dtinental　 lightnin9,　but　 it　is　larger　 in　 area　 than　 ・・dinary
summerthundercl・uds・H・wever・therelnayexitan・therc・nditi・nsuchasclusterin9。r
self二 〇rganizing　 effect　 of　thunderclouds　 fbr　sprite　 production.
一2一
1-3
SuperDARNレ ーダーで観測 されたPMSEの 生成機構
小川 忠彦(名 大STE研)
GenerationMechanismofPMSEObservedWiththeSuperDARNRadars
　　 　 　　 　　 　　 T.　Ogawa　 (STE　 Lab.,　Nagoya　 University)
Generation　 mechanism　 of　Polar　 Mesosphere　 Summer　 Echoes　 (PMSE)　 detected　 at　around　 80-90　 km　 with　 the
SuperDARN　 HF　 radars　 with　 oblique　 beams　 are　 discussed.　 It　is　 pointed　 out　 that　 targets　 causing
backscattering　 of　HF　 waves　 must　 be　 rather　 ``isotropic"　 to　explain　 radar　 echoes　 f}om　 elevation　 angles　 lower
than　 40　deg.　 This　 is　contrasted　 with　 PMSE　 at　VHF　 band　 fbr　which　 the　targets　 have　 strong　 aspect　 sensitivity
(that　 is,　echo　 intensity　 is　much　 higher　 in　vertical　 direction　 than　 from　 off-vertica)　 and　 high　 anisotropy,
suggesting　 that　neutral　 air　turbulences　 at　HF　 band　 are　different　 f卜om　 those　 at　VHF　 band.
極 域 夏 季 上 部 中 間 圏 エ コー(PMSE)は 、 夏 に極 小 温
度(≦150K)と な る極 域 中間 圏 界 面付 近(高 度80-90
km)か ら返 っ て くる 強 い コ ヒー レ ン ト ・レー ダー エ
コー で あ る 。 こ の エ コ ー を最 初 に観 測 した の は ア ラ
ス カ ・ポ ー カ ー フ ラ ッ トに設 置 され た 、 ほ ぼ 鉛 直 方
向 に ビー ム を待 つ50MHzのMSTレ ー ダ ー で あ った 。
そ の 後 、　PMSEは224,500,933,1290MHzな ど の
VHF-UHFレ ー ダー で も観 測 され て きた。さ らに 、1994
年 以 降短 波帯PMSEの 観 測 例 も報 告 され る よ うに な
っ て き た。 以 上 の観 測 は も っ ぱ ら北 極 域 に お け る観
測 で あ る。 一方 、 南極 域 で は50　 MHz　 MSTレ ー ダー
を 用い て1994年 に初 のPMSEが 検 出 され た。 以 上 の
全 て の レー ダー の 主 ビー ム は ほ ぼ 鉛 直 方 向 を 向 い て
い る。 そ の理 由 は 、50MHz以 上 の電 波 を散 乱 す る散
乱 体 は 水 平 方 向 に延 び 、 か つ 垂 直 方 向 に は 層 状 に な
って お り(つ ま り、散 乱 体 は 強 いanisotropyを 持 つ)、
鉛 直 方 向 ビー ム で 最 大 の エ コ ー 強 度 に な る と考 え ら
れ るか らで あ る。 これ を　「aspect　sensitivity　が 強 い 」
と言 う。
SuperDARN短 波 レー ダー が有 す る ビー ムの仰 角 は、
周 波 数 に も依 存 す る が 、40度 よ り も低 い 。 この レー
ダー(ll　 MHz)で 最 初 にPMSEが 確 認 され た 場 所 は昭
和 基 地 で あ る(Ogawaetal.,2002)。これ に続 い て 、北
極 のSuperDARN(9,　 ll,13,　15　MHz)で もPMSEが 観 測
され た(Ogawaetal.,2003)。この例 で は 、 周 波 数 が 高
くな る に つ れ て エ コー 強 度 は 弱 く、 か つ エ コー 距 離
は近 くな る(仰 角 が 高 くな る)。　Hosokawa　 et　al.(2003)
は1997-2000年 にお い て22例 のPMSEを 昭 和基 地 で
見 つ け た 。 これ らの事 実 は 、 低 仰 角 の 短 波 レー ダー
(9～15MHz)でPMSEが 容 易 に 検 出 で き る こ と、
短 波 帯 で は 散 乱 体 が か な り"isotropic"で あ る た め
aspect　sensitivity　が弱 くな ってい るこ とを示唆す る。
また、　PMSE発 生が半 日潮 汐で コン トロール されてい
るこ とも判明 した。
電波散 乱源 は 中性 大 気 の コル モ ゴロフ乱 流で あ る
と考え られてい る。 中間圏界面付近 にお いては、　VHF
以上 の レー ダー 波のBragg波 長 は乱流 スペ ク トル の
慣性小領域　(inertial　subrange)　の外　(viscous　subrange)
にあ るため 、通 常 は レー ダーエ コー が期待 で きない
(左図 の実線)。 しか し、極低 温 下(≦150K)で 生
成 され たエ ア ロゾルや 氷粒 子 な どの荷電重粒 子 が存
在す る と、　inertial　subrangeが 短 波長側 に広がる結果、
波長3m(50MHZ)に おい て も乱流強度が増大 して
顕著 な散乱(PMSE)が 発 生す る ことにな る。 この よ う
な重粒 子 に よる乱流 スペ ク トル の変形 に よ り短 波帯
(Bragg波 長:10～15m)で の乱流強度 も増加す る結
果 、短 波帯PMSEが 発生 す るもの と考 え られ る(左
図の破線)。 また、乱流スペク トル の変形は10～15m
スケール の乱流 を　isotropic　な もの に変え るが 、観 測
結 果 が示唆す る よ うに、 この 乱流 は周波数 が高 い ほ
ど　anisotropy　が強 くな り、50MHz(3mス ケール)の
乱流はほ とん どanisotropyを 保 ってい る(右 図)。
以上 の ことを検証 し、　HF-VHF帯 のPMSE生 成 に
関 す る 基 礎 過 程 を 一 元 的 に 理 解 す る に は 、(1)
SuperDARNの 周 波数 を連 続的 に変化 させ なが らの高
時間 ・空 間分解能観 測、(2)垂 直 ビーム を待つHFと
VHFレ ー ダーの同時観 測、(3)斜 めHFレ ーダー と鉛
直VHF　 レー ダー による同一領域 の同時観測 、な どが
必要 ある。 さらに、 半 日潮 汐 が惹起す る と思 われ






　 Y　Miyoshi　 (Kyushu　 University),　 H.　Fujiwara　 (Tohoku　 University)
　 The　 semidiurnal　 tide　 plays　 important　 role　on　the　general　 circulation　 of　the　atmosphere　 in　the　mesosphere
and　 lower　 thermosphere　 (MLT).　 A　 new　 general　 circulation　 model　 which　 contains　 the　 region　 from　 the
ground　 surface　 to　about　 500　 km　 height　 has　 been　 developed,　 and　 used　 to　 investigate　 behavior　 of　 the
semidiurnal　 tide　in　the　MLT.　 In　particular,　 we　 investigate　 day-to-day　 variations　 of　the　 semidiurnal　 tide　 in
the　MLT,　 and　 their　relation　 with　 the　semidiumal　 tide　in　the　lower　 atmosphere.
半 日潮汐波 は、中間圏か ら熱圏 下部領域(MLT)に おいて大振幅 とな り、大気 大循 環 にと
って重要な役割 を演 じる。本研 究では、　MLT領 域の中 ・高緯度 にお ける半 日潮汐波 の10-40
日周期の変動 について、大気 大循環 モデル を用いて解析 を行 った。 特 に、MLT領 域 の半 日潮
汐波 の 日々変動 と半 日潮 汐波 の励起源 である対流 圏 ・成層 圏大気 の大気変動 との関連 にっい
て調べた。
我々は、以前の九州 大学 中層大気大循環モデルの上端 を150kmか ら500kmま で拡張 し、
対流 圏か ら熱 圏までの領 域 を途 中に特別 な境界 を置 くことな く全大気領域 の計算が 可能 な新
しいGCM　 (鉛直層数75)を 作成 した。熱 圏の物理過程 はFujiwara(1996)で モデル化 され
た ものに基づいて導入 され、太陽UV・EUVの 吸収、オー ロラ降下粒 子の影響 、イオン効力、
ジュール加熱 、分子粘性 ・分子熱伝導 な どの効 果 も考慮 に入れて い る。 また、対流圏 ・成層
圏 ・中間圏においては、湿潤対流過程 、大気境 界層過程 、放射過程 、重力波効力 な どの物理
過程 を導入 している。本研究 では、 この新 たに作成 したGCMを 用 いて半 日潮 汐波の解析 を
行った。
解析の結果、MLT中 ・高緯度領 域 にお ける半 日潮汐波の振幅は30日 周 期での変動が顕著
であった。 また、対流圏上部 か ら成層 圏におけ る半 日潮 汐波の振幅 も同 じ周期で変動 してお




Mean wind and atmospheric tide observed at Tromsoe and Poker Flat
 °S.  Nozawal, H.  Iwahashil, A.  Brekke2, C. M.  Ha112, A. Manson3, C. Meek3, S.  Oyama4,  Y. 
 Murayama5, and R.  Fujiil
1 STEL , Nagoya University, 2 University of  Tromso, 3 University of Saskatchewan, 4 University of 
Saskatchewan,  5 CRL
In order to understand the atmospheric dynamics in the polar mesosphere/lower thermosphere more 
 deeply, we have investigated mean winds as well as atmospheric waves such as planetary, tidal and 
gravity waves based on wind data obtained with MF radars, meteor radars and EISCAT radars. In 
this talk, based on MF radar wind data obtained at  Tromsoe (69.58°N,  19.22°E) and Poker Flat (65.1 
°N
, 147.5°W), we report characteristics  of  mean wind as well diurnal and  semidiumal amplitudes and 
phases in the polar mesosphere between 70 and 91 km. At now, we have analyzed wind data from 
November 1998 to January 2003. We averaged wind data according to time and altitude, and made a 
1-month averaged wind data as a function of time and altitude. Then, we derived mean wind 
velocities as well as diurnal and  semidiurnal amplitudes and phases. Results are summarized as 
follows: 
(1) Mean wind. (a) Similar variations in time are found over the 4 years. (b) Between 82 and 91  km, 
at  Tromso a semiannual variation is found: the meridional mean wind blows southward with an 
amplitude of 10  m/s in summer and winter, while it blows northward or close to 0 in spring and fall. 
At Poker Flat in the same altitude region, the meridional mean wind blows southward in summer as 
well, but it is northward from fall to spring. (c) At and below 85  km, the zonal mean wind exhibits 
an annual variation: it blows westward with its maximum amplitude 30-40  m/s in summer and 
eastward with its maximum about 20  m/s in winter. The westward wind amplitude is stronger by 
about 10  m/s at Poker Flat than at Tromso. 
 (2) Diurnal tide. (a) The diurnal amplitude exhibits a similar annual variation over the four years. (b) 
At Tromso at and above 79  km, the amplitude is stronger (10-15  m/s) in summer and weaker (about 5 
 m/s) in  winter. (c) At Poker Flat, the amplitude does not exhibit a clear seasonal variation, but it is 
about 5-10  ails through a year. (d) The corresponding phase values of the meridional component, 
where the phase stands for a local time of northward maximum, are about 12 LT  through a year, and 
a year-to-year variation of the phase is not  significant.  ( e) For phase values of the zonal component, 
where the phase stands for local time of eastward maximum, their variation in time is less significant 
as well. 
 (3) Semidiurnal tide. (a) The amplitude tends to increase with altitude increasing, and it is about  5 
 mils at 70 km and about 15-20 mils at 91 km. (b) At  Tromso, the amplitude maximizes in September 
over the 4 years, and also it becomes stronger in January and February.  (c) At Poker Flat, the 
amplitude does not vary in time significantly except for April when its amplitude is the weakest 
 through a year over the 4 years. (d) At Tromso, phase values exhibit a similar variation in time over 
the 4 years and the difference of year-to-year values are less than 3 hours. (e) At Poker Flat, a similar 
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Momentum Balance in the High-Latitude Lower Thermosphere and its Thermal Structure 
   S. MAEDA (Kyoto Women's Univ.) 
   S. NOZAWA (Nagoya Univ., STEL) 
   H. FUJIWARA (Tohoku Univ., Dept. Geophysics)
 Neutral momentum balance in the low and middle atmosphere is characterized primarily by 
the so-called geostrophic balance in which the pressure gradient force is balanced with the 
Coriolis force. The geostrophic balance, however, is not a good approximation in the 
thermosphere where the viscosity and/or the ion drag play an important role on the neutral 
dynamics. By using the data set of the ion velocity, ion temperature, and electron density 
measured by the EISCAT UHF  Tromso radar, the neutral momentum balance of the dayside E 
region was analyzed (Maeda et al., 1999). They found that the time-dependent forcing 
associated with the semidiurnal tides was a major forcing below 106 km. Between 110 and 116 
km, the pressure gradient force was balanced primarily with the Coriolis force. At 119 km 
altitude, the viscous drag was in the same order of magnitude as those of the pressure gradient 
and the Coriolis forces and greater than the ion drag. The pressure gradient force deduced 
from the analysis was directed southward, which meant the horizontal temperature gradient 
was also toward the south. 
 The temperature distribution over the dayside auroral and cusp region in the height range 
between 105 and 115 km was studied based on the simultaneous experiments by the EISCAT 
radar at  Tromso and the EISCAT Svalbard radar at Longyearbyen (Maeda et al., 2002). The ion 
temperature at Longyearbyen was higher than that at  Tromso, and the estimated neutral 
temperature as well. The estimated Joule heating rate at Longyearbyen seemed to be 
insufficient to explain the enhancement in the neutral temperature below the cusp. 
  In order to ascertain the momentum balance and the temperature distribution over the 
auroral and cusp regions discussed above, the data set obtained by the simultaneous 
experiments for the period from March 08 to 12 in 1999 by the EISCAT radars at  Tromso and 
Longyearbyen is analyzed. The results will be presented in some detail. 
 Recently, Fujiwara et al. (2003) have found the dayside polar cap/cusp E-region is 
sometimes dynamically unstable at some altitude regions and turbulence may be expected. 
Turbulent energy dissipation rates will be also discussed.
(1) Maeda, S., H. Fujiwara, and S. Nozawa, J. Geophys. Res., 104, 19871, 1999. 
(2) Maeda, S., S. Nozawa, M. Sugino, H. Fujiwara, and M. Suzuki, Ann. Geophys., 20, 1415, 
2002. 




SUperDARNレ ー ダ ー を 利 用 し た 改 良 型 流 星 風 観 測
堤 雅 基 、行 松 彰
国 立 極地 研 究 所
　 　　Improve(l　 meteor　 wind　 observation　 technique　 using　 Sul)erDAIRN　 radars
　 　 　 　 　 　 　 　 　 Masaki　 Tslltsumi　 and　 Akira　 S.　Yukimatu
　　　 　　　　　　 　　　 National　 Institute　 of　Polar　 Research
SuperDARN　 meteor㏄ho　 analysis　 t㏄hllique　 based　 on　tillle　series　introduced　 by　Yud{imatu
an(1　Tsutsumi　 I2002]　、yas　improved.　 Over-samphng　 for　a　l)etter　range　 determination　 and
interferomet,er　 ol)selvation　 for　arrival　 angle　 detemnination　 were　 tried　and　 shown　 to　work
successfuly　 The　improved　 technique　 can　give　lneteor　win(ls　with　a　reasonable　 time-height
ref　olution　nearly　comparable　 to　a　de(licat・e(l　meteor　 ra(lar　system.
SuperDARNレ ー ダー を利用 した流星 風観測 の試み は、Halleta1{199.71に よって初 めてな さ
れ 、　SUperDARN　 ンー ダーの流 星風観 測へ の高 い可能性 が示 され た 、南北 両極 に現時 点 で稼動
してい る16基 す べて の レー ダー に応 用 され る と、経 度方 向の情報 に非 常 に乏 しい中間圏 界面領
域 の力学 の理 解 に多大 な貢献 が期待 され るt,t　　しか し一方 で彼 らの手法 で はSUperDARNレ ー ダ
ーで通常 得 られ る 自己相 関関 数をそ の まま用 いてい るため に、流星エ コー σ)時間 発展 が不明(風
速観 測 に使 えるア ンダー デ ンス タイ ブ以外 のエ コー グ)除去 がで きない)、 距 離分解能 が45km
程度 と極 端に悪 く高 度情 報 がほ とん どな い、な どの不利 な点 い くつか があ り精度 の面 で問題 が残
っていた.
Yukimatu　 and　Tsutsullli　[2002]は 、上記 問題点の 克服の ために時 系列 デー タを取 得す る方 法
を考案 した。 この 手法 はマ ルチ パル ス観 測に よるE-、F－ 層 の通常観 測 に全 く影 響 を与 える こと
な く純粋 に副 産物 と して流星 の時 系列解析 を可能 と している。昭和 基地 で運用 して いる ンー ダー
を用いた観測 の結 果、ア ンダー デ ンスタイブのエ コー は1日 あた り2000か ら4000程 度受 信 さ
れ た,,こ の数 は流星 観測 専用 レー ダー に比肩す る、高度情報 もエ コー強 度の時 間 発展か ら得 られ
る両極性 拡散 係数 を も とにあ る程 度 の推 定 が可能 であ る。 また新 手法 は 、短 い 時間 スケー ル の
E-、F・ 層プ ラズマ物 理現 象へ の応用 が期 待 され てい る(本 予稿 集 、行松他 参 照)。
本 発表 で は、新 手法 を さ らに 発展 させ た流 星観 測 の検討 結 果 につ い て報 告す る,　Yukimatu
alld　Tsutsumiで 提案 され たが実現 していなか った2点 について検 討 を行 った=
1オ ーバー サンプ リン グの実'施:流 星飛跡 はデ ィス ク リー トな ター ゲ ッ トで あるの で、ンンジ分
解能 の悪 い レー ダー で もオ ーバー サ ンア リン グを行 うこ とで精度 よ く距 離が推 定 され うる。
2干 渉計 を用 い た到 来角 決定11の オーバ ーサ ンプ リング と合わせ る こ とで精 度良 く高度 が決定
で きる。 また サイ ドローブ エ コー の除去 もか な りの部分 が可能 と考 え られ る.,
CUTLASS　 Finlandン ー ダーお よびSENSU昭 和 ンー ダー を用 いた実験 か ら1、2が うまく実
現可能 であ る ことが示 され た。こ こで開 発され た手法 は ソフ トウニアの変 更のみ で あるた め、他
のSUperDARNン ー ダー にも容 易に応用可能 であ り採 用が決 定 して い る、全 ンー ダー に よる極
域 中間圏界 面領域波 動の グロー バ ルな振 る舞 いの解明へ の寄 与が期待 され る.
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ス バ ル バ ー ル 流 星 レー ダー　(NSMR)観 測 の概 観 と
トロム ソ流 星 レー ダー　(NTMR)計 画
O麻 生 武 彦[1],堤 雅 基[1],,ホ ー ル ク リ ス[2]
国 立 極 地 研 究 所 ・北 極 圏 環 境 研 究 セ ン タ ー
(併)総 合 研 究 大 学 院 大 学 ・数 物 科 学 研 究 科 ・極 域 科 学 専 攻[1],
ト ロ ム ソ 大 学 地 球 物 理 観 測 所[2]
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Overview　 oll　Svalbard　 meteor　 radar　 (NSMR)　 observations
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 and　 planned　 Tromso　 meteor　 radar　 (NTMR)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 OTakehiko　 Aso　 {1]　,Masaki　 Tsutsumi　 [1],Chris　 M.　Hall　 [2〕
Arctic　 Enviroilment　 Research　 Center,　 National　 Institute　 of　Polar　 Research,　 also　 Departmellt　 of　 Polar　 Sciellce,　 The
　Graduate　 Univ.　 for　Advanced　 Studies　 (Sokendai)　 [1]　,Tromso　 Geophysical　 Observatory,　 University　 of　Tromso[2]
NIPR/Norway　 Svalbard　 meteor　 radar　 (NTMR)　 has　 been　 ill　operatioll　 since　 March　 2001　 and　 alntost　 tw()-year　 data　 on　 the
climatology　 of　willd　alld　waves　 ill　the　 l)olar　Iniddle　 to　lower　 thermosphere　 are　 llow　available　 to　us・　 Here　 all　overv三ew
is　given　 with　 sorne　emphasis　 ol}　fairly　 novel　 features　 of　high　 latitude　 tidal　 dynanics　 througll　 closer　 conlparison　 with
local　 EISCA[1]　Svalbard　 and　SOUSY　 -SMART　 radars,　 global　 radar　 network　 and　sate-of-the-art　 }}u皿erical　 modellings・ 　 Also
stated　 herein　 is　a　plamned　 NIPR/Norway　 Tromso　 meteor　 radar　 (NTMR)　 which　 will　 also　 be　sited　 near　 the　 EISCAT　 mainland
radar　 and　other　 radio　 and　 optical　 observation　 Platforrns・
緯 度78度 の 北 極 域 ス バ ル バ ー ル 流 星 レ ー ダ ー-NSMR　 (Nippon/Norway　 Svalbar(l　 Meteor　 Radar)は 、　ESRやSOUSYレ
ー ダ ー を 補 完 す る 形 で2001年3月 以 来 高 緯 度 中 間 圏 ～ 下 部 熱 圏 ダ イ ナ ミ ッ ク ス の 観 測 を 行 っ て い る。 こ こ で は 、 こ
れ ま で 明 ら か に さ れ た 北 極 域 に お け る 大 気 潮 汐 波 の 変 動 や 季 節 変 化 に つ い て 、 局 所 的 お よ び 汎 地 球 的 観 測 や モ デ ル
と の 比 較 か ら 概 観 す る さ ら に ト ロ ム ソ に 建 設 予 定 の 流 星 レ ー ダ 一-NTMRに つ い て も 触 れ る 図 は 約2年 間 に わ た る
高 度86-94kmの 東 西 風(上 側:)お よ び 南 北 風 の ダ イ ナ ミ ッ ク ス ベ ク トル で あ る
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1-9MFレ ー ダ ー で 観 測 さ れ た 夏 季 中 層 大 気 ジ ェ ッ トの 経 度 依 存 性
村山泰啓(CRL/NIPR)、 　大山伸一郎(ア ラスカ大)、佐藤薫(極 地研)、 廣岡俊彦、宮原三郎(九 大)
川 谷 芳 雄 、 高 橋 正(東 大CCSR)、 　Wemer　 Singer　(IAp,　Germany)、 　Dennis　 Riggin　 (CoRA,　 USA)
Longitudinal　variation　 of　 summer　 middle　 atmosphere　 jet　 as　 observed　 by　 MF　 radars
　 Y　 Murayama　 (CRLfNIPR),　 S.　Oyama　 (U.　Alaska),　 K.　Sato　 (NIPR),　 T.　Hirooka,　 S.　Miyahara　 (Kyushu　 U.),
　 Y　 Kawatani,　 M.　 Takahashi　 (U.　Tokyo),　 Wemer　 Singer　 (IAP,　 Germany),　 Dennis　 Riggin　 (CoRA,　 USA)
Summer　 middle　 atmosphere　 (MA)　 jet　has　 been　 generally　 considered　 to　be　a　symmetric　 circumpolar　 jet,　associated
with　 UV　 heating　 centered　 in　the　polar　 stratopause,　 and　 no　 planetary-wave　 condition　 in　the　 westward　 winds.　 Our
analysis　 of　MF　 radar　 data　 at　Poker　 Flat,　Alaska　 (65N,　 147W)　 and　 Andenes,　 Norway　 (69N,　 16E)　 fbr　 l999-2000,
together　 with　 UK　 Met　 Office　 stratospheric　 analysis　 data,　 showed　 significantly　 larger　 winds　 at　Poker　 Flat　than　 at
Andenes　 throughout　 the　summer,　 and　 the　center　 of　the　circular　 pressure　 contours　 is　shifted　 toward　 Eurasia.　 High-
resolution　 GCM　 results　 show　 similar　 tendency　 of　stronger　 winds　 over　 America　 and　 weaker　 in　Eurasia.　 Such
longitudinal　 variation　 can　 be　discussed　 in　terms　 of,　e.g.,　topographically-forced　 gravity　 waves　 (GWs),　 and
disturbed　 ozone　 and　 radiation　 fields.　 Next　 steps　 will　be　to　check　 l)　UT　 dependence　 of　Met　 Office　 winds　 (possible
tides),　 2)　GW　 drag　 in　the　GCM,　 3)　effect　 of　realistic　 ozone　 distribution　 in　GCM,　 and　 4)　GW　 energies　 from　 MF
radar　 winds.
夏期中層 大気 中では通 常、オ ゾン層 の夏極 に極大 をもつ紫外線加熱 に よ り、成層 圏界面 を中心 と した
高緯度の高温領 域が存在 し、温度風 の関係 か ら東風(西 向風)の ジェ ッ ト気流 が存在す る。 対流圏起源 の
プ ラネ タ リー波 は東風 中で伝播で きないた め、夏期 には ほぼ地理上 の北極 を中心 と した同心 円の気圧場
が卓越 し、ジェ ッ ト気流 も対応 して周極 渦 をなす と考 え られ ている。 一方我 々は、ア ラスカ とノル ウェ
ーの2地 点でのMF　 レー ダー観 測 とMet　 Office　(英国気象局)客 観解析デ ータを解 析 した ところ、夏期
ジェ ッ ト気流に大 きな経度依存性 があ り、気圧場 はユー ラシア大陸側 へずれ た楕 円で ある ことが わかっ
た[村 山他 、2002年 春季気象学会;2002年 地球科学関連 学会合 同大会な ど]。本研 究では、 さらに高分
解能数値モデルの結果 も併用 し、 こ うした夏期 ジェ ッ トの経度依 存性 を調べ る。 本研 究 で用 いたデー タ
は、米国ア ラスカ ・ポーカー フラ ッ ト(65N,147W)、 お よび ノル ウェー ・ア ンデ ネス(69N,16E)に おけ
る　MF　 レーダーか らFCA(相 関法)に よ り得 られ た1999-2000年 の水平風速 である。高度範囲は60
-100km、観測時の時間 ・高度分解能は3分 ・4kmで ある。　Met　OffTiceデ ー タは0.3hPa以 下の再解析デ
ー タで、1日1マ ップが得 られ る。30日 間の移動 平均 を行い、地上か ら中間圏 ・下部熱圏 までの広い高
度範囲の風系、季節変動や地理的差異な どを見 るこ とがきる。
MF　 レーダー とMet　 Officeの デー タをつ ないだ 中層 大気全域 の風 系をア ラスカ とノル ウェーにっ いて
調べ た ところ、東西風 ・南北風 とも夏冬 ともアラスカ(東 西風 ピー ク>60m/s)が ノル ウェイ(同40m/s)
よ り平均 して強 く、冬期 の南北風 は両地点 で逆方 向 となる傾 向であった。 夏の ジェ ッ トの経度依存性 は
月平均 高度マ ップで も見 られ 、惑星規模力学 の観点 か らは点対称 に近 い と考え られ ている夏の中層 大気
ジェ ッ トが現実 には中心 のずれ た楕 円形 となっていた。 さらに高分解能数値 モデル の計 算結果 を調 べて
みた。用いたモデルはCCSRINIES　 AGCM　 version　5.6で 、解像度は水平方 向TlO6(約1.1° ×1.1°grid)、
鉛 直方向には地表か ら高度約50kmま でを60層 に取 り、上部対流圏 と下部成層圏 は約550mの 分解能 に
設 定 してい る。モデル の中で重力波抵抗 ス キームは用いてい ないが現 実的 な循環場 が再現 された。 この
結果 を見る と、例 えば高度10hPa(約30km)で6月10-16日の1週 間の平均風速 は、上部成層圏の観測
結果ほ ど顕著ではないがや は り北米側 で強 くユー ラシア側 で弱風にな る傾 向が見 られた。
上記の よ うに、北半球夏季 中層 大気 ジェ ッ トの経度依存性 が、観 測デー タお よび数値モデル で同様 に見
られ た。 メカニ ズム としては、重力波 ドラ ッグの地域依存性や 、 ジェ ッ トと平衡す る温度場 の経度依 存
性 な どの可能性がある。 また この現象 を気象デー タで確認す る上では、　Met　OfHceデ ータは1日1回12
時UTの スナ ップ シ ョッ トで あるた め、潮汐波 の影響 が生ず る可能性 があ る。現在、1日 に複数回の客
観解析デー タを使 った風速場のUT依 存性 の調査 を試み ている。 また、現実的な(ま た は観測 された)
オ ゾン分布 を使 った数値 モデル計算 を調 べ るこ とも予定 して いる。 一方重力波 の効果 を調べ るた めに、
高分解能GCM中 で生 じてい る重力波エネル ギーや運動量束 の水平分布や 、 レー ダー観測 に よるアラス




櫻井敬久、郡司修一、門叶冬樹(山 形大 ・理)、 佐藤夏雄(国 立極地研)
Relationship　 between　 daily　 variation　 of　Be-7　 concentration　 and　 solar　 activities
H.　Sakurai,　 S.　Gunji,　 F　Tokanai　 (Ymagata　 Univ.),　 N.　Sato(NIPR)
Daily　 Be-7　 concentrations　 in　air　at　the　height　 of　l5　m　 are　continuously　 observed　 at　38°15.2'　 N,　 140°20.9'　 E,　during　 2000
and　 2002.　 From　 the　 power　 spectral　 analysis,　 the　 periodicity　 of　the　 period　 of　 26　 days　 is　shown　 fbr　the　 daily　 Be-7
concentrations.　 The　 folding　 analysis　 indicates　 that　the　time　 variation　 of　the　 Be-7　 concentration　 is　similar　 to　that　 of　the
neutron,　 and　 the　 phase　 delay　 fbr　 the　 minimum　 portion　 of　Be-7　 concentration　 was　 roughly　 7　days　 to　the　 maximum
sunspot　 number.　 These　 results　 indicate　 that　the　Be-7　 concentrations　 in　the　air　at　ground　 level　 have　 26　day　 periodicity　 as　a
component　 of　time　 variations　 and　 the　time　 variation　 is　caused　 by　 the　 solar　 modulation　 of　galactic　 cosmic　 rays,　 which
corresponds　 to　the　variation　 of　the　sunspot　 number　 due　 to　the　rotation　 of　the　sun.
地球大気 は宇宙線 の検出物質であ り、生成 される宇宙線生成核種 は宇宙線強度 スペ ク トルの積分値 を示 し
てい る。従って宇宙線生成核種の強度変動は原理的には地球全体へ降 り注 ぐ宇宙線 の強度変動を表わ してお
り全強度測定 として重要である。宇宙線生成核種の地表への降下は,成 層圏,対 流圏での大気循環等の気候変
動や地表付近での気象に影響 され るため,宇 宙線強度変動 を調べ るためには長期連続観測に よりこれ ら変動
の因子を明 らかにすることが必要である。 このため2000年 より山形大学構内で大気 中津遊歴 を収集 しBe-7
の濃度変動の測定を継続 している。2000年1月 より3年 間の 日変動デー タを太陽の自転周期26日 に関連 し
て調べた結果について報告す る。
図は2000年 か ら2002年 の約3年 間における　7Beの 大気中渡良 日変動の測定結果 と太陽黒点数の日変化を
各々示 している。パ ワースペ ク トル解析は、7Be濃 度お よび太陽黒点数は共に26日 に ピークがあることを示
した。7Be濃 度変動 と太陽黒点数変動の位相を比較す るため、7Be濃 度変動、太陽黒点数お よび北半球高緯度
での宇宙線による中性子の強度変動を太陽の自転周期である約26日 で重ね合わせた結果,7Be濃 度は、太陽
黒点のピー クから約7日 遅れて極小になってお り、また宇宙線中性子強度の極小は太陽黒点のピー クか ら約
5日 遅れている。太陽黒点数 と中性子強度の時間差は太陽風の地球近傍への到達時間を示 してお り、7Be濃
度 と宇宙線中性子強度の時間差は7Beの 大気中での滞在時間を示 していることが考え られ る。
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SuperDARNレ ダ に よ っ て 観 測 さ れ る プ ロ ドな ス ペ ク トル の 起 源
(⊃・ rst℃d衛星高時間分解能.磁場観測によって得られた観測的証拠
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2-2 SuperDARN/GEOTAIL同時観 測 期 間 中 に
EISCAT　 Heater上 空 で観 測 され た 電 離 圏 ～20mHzULF波 動
o新 海 雄 一{総 研 大)、 佐 藤 夏 雄(極 地 研)、 行 松 彰{極 地 研)、 向 井 利 典{宇 宙 研)、 麻 生 武 彦(極 地 研)、　M.　Les†er　(Leices†er　 Univ.)、
T.　K.　Yoemonn　 {Leices†er　 Univ.)、 　S.　E.　Miian　 {Leices†er　 Uni∨.}、　 D.　M.　Wrigh† 　{Leices†er　 Univ.}、 　M.　T.　Rie†v創d(日SCAT}、
櫻 井 亨{東 海 大}、 利 根 川 豊(東 海 大)　 、　SuperDARN/GEOTAIL研究 グ ル ー プ
　 lonospheric　 -・20mHz　 ULF　 waves　 in　the　 EISCA'「 　Heater　 illuminating　 region
obtained　 by廿he　 CUTLASS　 HF　radars
during　 the　 campaign　 of　the　SuperDARN/GEOTAIL　simu廿qneous　 observq廿ion.
oYuichi　 Shinkai　 (Grod.　Univ.　 Adv(】nced　 S†udies),　 N.　So†o　 {NIPR),　 A.　 S.　Yukimo† ∪　{NIPR),　 T.　Mukai　 {iSAS),　 T.　Aso　 {NIPR),
M.Les†er{しeicester　Univ.),　 T.　K.　Yoemonn　 (Leices†er　 Univ.),　 S.　E.　Milan　 (Leices†er　 Univ.),　 D.　 M.　 Wrigh† 　(Leices†er　 Uni∨.),
M.工Rie†veld　 (EISCAT),　 T.　Sakurai　 【Tokd　 Univ.),　 Y.　Tonegowo　 【Tokoi　 Univ.),　 SuperDARN/GEOTAIL　Rese(】rch　 Group
　 in　recen† 　few　 yeors,　 GEOTAIL/SuperDARN　simul†oneous　 observo†ion　 hos　 been　 conduc†ed　 in
order　 †o　 clorify　 †he　 rela†ionship　 be†ween　 †he　 Pc　 3-4　 ULF　 woves　 in　 †he
mqgne†osphere/mogne†osheq†h　ond　 †hose　 in　†he　 ionosphere/ground.　Howe∨er,　 in　 †hese
observo†ions、 　HF　 rodor　 couldn'† 　observe　 sufficien† 　ionospheric　 echoe　 power,　 mos†ly　 becquse
†here　 weren'† 　sufficien† 　irregulari†ies.　 Hence,　 on　 Februory　 17th,　 2003,　 we　 conduc†ed　 †he
SuperDARN/GEOTAIL　simu1†qneous　 observq†ion　 †oge†her　 wi†h　 †he　 EISCAT　 Heq†er　 Experimen†
which　 could　 produce　 enough　 irregul(】ri†ies　 in　†he　ionosphere.　 During　 †his　experimen†,　 CUTLASS
Finland　 HF　 rador　 obser∨ed　 cleor　 ～20mHz　 wa∨es　 over　 †he　 EISCAT　 Heo†er　 facili†y.　These　 woves
hove　 ～30　 0zimu†h　 wove　 number　 ond　 were　 propogo†ing　 †o　†he　westWard.　 The　 WEED,　 which　 is
on　 induc†ion　 mqgne†ome†er　ins†qHed　 in　 Tromso,　 observed　 cleo「 　 ～20mHz　 woves
predominan†ly　 in　†he　 D-componen†,　 †oo.　These　 chQrqc†eris†ics　 ore　 sugges†ing　 †ho†　†he　wove
is　similar　 †o　†he　 Giont　 Pulsa†ion　 (Pg).　 However,　 †hese　 wqves　 were　 no† 　observed　 by　 IMAGE
mogne†ome†er　 ne†work　 ond　 GETOTAIL.
地上 、電 離圏 、磁 気圏 及 び シー ス領域 で観 測 され る　Pc3-4　 ULF　波動 の関 係 を明 らか にす るために 、近 年 、
SuperDARN　 とGEOTAIL衛 星 との 同時観 測 を計画 ・実施 して きた。 この観 測は 、　GEOTAIL衛 星のfoo†prin†
が　SuperDARN　 の視 野内 に ある とき、　foo†prin†　に沿 った特 別 ビー ム でPc3-4波 動 を観測 す るに十分 な高時
間分 解能観測 をHF　 rodorで 行 うもの であ る。 しか しなが ら、 これ までの 観測 では電 離圏 の　irregulari†y　が十
分 で ない ことか ら　SuperDARN　 で十分 な電 離 圏echo　 (観測 デー タ)が 得 られ な い こ とが 多か った 。 この解
決 策 と して、　CUTLASS　 HF　rqdqr　 (lceland　 Eqs†、　Finland)　 視野 内に あるEISCAT　 (q†　Tromso)のHea†er
装置 によ り電離圏 に強制 的に　irregulori†y　を起 こす ことが挙 げ られ る。その ため 、　GEOTAIL衛 星 のfoo†prin†
がTromso上 空 付近 を通 過す る2003年2月17日に 、　EISCATのHeq†er装 置 によ る電 離圏のHeo†ingを 行
い、　GEOTAILのfoo†prin† 　とEISCATのHeo†er装 置上空 を視 野 に含 むCUTLASS　 rad(】r　の特別観 測 ビーム6
本 を用 いた、　SuperDARN/GEOTAIL特別 同時観測 を実 施 した 。
そ の結 果、　Finland　 HF　rqdqrに よって、明瞭 な～20mHzの 緯度方 向の電場 変動 がEISCATのHeq†er装 置 上
空付 近 で観 測 され た。解 析 の結 果 、 この 波動 は波 数が 約30で 西 向 きに伝 播 して いる こ とが わ か った。 この
とき地 上磁場で はEISCAT近 辺 に設置 され た誘 導磁 力計(WEED)に よ って、～20mHzの 磁 場変 動が観測 され
て いる。 これ は電離圏 の電場 変動 に よ る影響 で ある と考 え られ る。 このWEEDに よ って観 測 され た波動 はH
成分 に比 べてD成 分の変動 が非常 に大 き く、　Finland　 HF　rodorの 観 測結 果か ら得 られ た波数 、伝播方 向な ど
か ら、　Gian†　Pulsq†ion　(Pg)　 の特徴 と よ く似 てい るこ とがわ か った。 しか しなが ら、 この変 動は通 常観測 さ
れ るPgに 比べ 振幅 が小 さ く、　WEED以 外 の周辺 の磁 力計(IMAGE)で は ま った く観 測 され て いない な どの
特徴 も見 られ た。 この とき同 時観 測 を行 って いたGEOTIAL衛 星 は磁 気圏 内 の 夕方側 に位置 して いたが 、明
瞭な～20mHzの 磁場 変動 は観 測 され て いなか った。
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SuperDARN生 時 系列解析手法の電離 圏研 究へ の応用(1):
カスプ域 電離層不規 則構造 の観測
行松 彰1、 堤 雅 基1、　M.　Lester2、 　T　K.　Yeoman2、 　S.　E.　Milan2、 佐 藤 夏雄1
(1国 立極 地 研 究 所(併 総 合研 究 大 学院 大 学極 域 科 学専 攻)、2レ ス ター 大 学)
An　 application　 of　SuperDARN　raw　 time　 series　 analysis　 method　 to　ionospheric　 studies　 (1):
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Raw　 time　 series　 analysis　 of　cusp　 irregularities
°Akira　 Sessai　 Yukimatul
,　M.　 Tsutsumi1,　 M.　 Lester2,　 T.　K.　Yeoman2,　 S.　E.　Milan2,　 and　 N.　Sato1つ
　 　 (1National　 Institute　 of　Polar　 Research　 (also　 SOKENDAI,　Dept.　 Polar　 Sci.),　 and　 -Univ.　 of　Leicester)
　 We　 deVeloped　 a　neW　 methOd　 tO　Obtain　and　analyse　SUperDARN　 raw　I/Q　time　SerieS　and　it　waS　SUcceSsfully　 applied　tO　nleteOr
wind　measurements　 ill　mesopause　 region　(1m乙 ∫〃〃1iand}1ukimatzt.2001,}ρ んかηalz'　and　7翻1sz〃η乙2002,　alld　[llsztt,stlnti　`vid　}'ukitnatu.
2003).　We　llere　presellt　one　of　the　possible　applications　of　tlle　new　teclmique　 to　ionosplleric　studies.　that　is　its　application　to　studies
ol)　cusp　irregularities　in　order　to　reveal　the　micro-scale　 physical　processes　of　the　irregularities,　especially　the　cause　of　broad　spectral
width　in　the　cusp　region.　Auto-correlation　 functions　(ACFs)　 averaged　 during　each　beam　 illtegration　time　of　typically　several　seconds
have　been　used　so　far　and　the　telnporal　res()lution　(order　of　seconds)　was　not　sllort　enough　 to　investigate　the　details　of　tlle　micro-scale
processes　of　the　cusp　irregularities.　Appl>'ing　the　raw　tillle　series　analysis　method　 providcs　 us　with　temporal　 variation　of　echo　power
with　much　 higher　temporal　 resolution　of　less　than　O.1　second.　We　 further　developed　 a　new　tool　so　that　Dynaniic　 Doppler　 spectra
during　each　beam　 integration　time　can　also　be　obtained.　Observation　 was　made　 by　SENSU　 Syowa　 EasS.　r_qdar　on　October　 L　2001.
Dynamic　 Doppler　 spectra　of　the　cusp　and　non-cusp　 (close　to　the　cusp　region)　irregularities　show　 very　dlf琵rellt　characteristics.　and
Tllose　of　the　cusp　region　especially　show　 a　variety　of　Doppler　 spectral　properties　including　multiple　Doppler　 frequefic>'　peaks　whose
intenSity　and　itS　peak　freqUency　 xrary　Often　dramatiCally　 With　time.　We　 here　Sho"'　the　preliminar).'　reSUlts　Of　Our　analysis.　We'11
discuss　the　properties　of　the　irregularities.
Superl)ARN　 (Gi?e〃waldetol.,　 1995)に よ る 電 離 圏 観 測 で は 、 不 等 間 隔 マ ル チ パ ル ス を 用 い て 数 秒 間
の ド ッ プ ラ ー ス ペ ク トル(自 己 相 関 関 数(ACF))の 平 均 を 求 め る 手 法(Farley,　 1972、 　Boker　 et　ol.,　1988等)
で 観 測 及 び 研 究 が 行 わ れ て き た 。 我 々 は 、 マ ル チ パ ル スACF観 測 を 行 い な が ら 、 こ れ ま で 捨 て て い た
す べ て のIQサ ン プ ル デ ー タ か ら 各 レ ン ジ に お け る 時 系 列 デ ー タ を 抽 出 し 、 シ ン グ ル パ ル ス 観 測 デ ー タ
と 同 様 の 時 系 列 解 析 を 可 能 と す る 方 法 を 開 発 し 、 中 間 圏 界 面 領 域 の 高 精 度 流 星 風 観 測 を 可 能 と す る こ と
に 成 功 し た(堤 、 庁 松 、2001、}1'ん'1〃o∫ 〃αηd鴛 砿 ∫z'〃1',2002、 堤 、 行 松 、2003)一:tこ の 生IQ時 系 列 解 析 手
法 は 、 電 離 圏 研 究 に も 様 々 な 応 用 が 可 能 で あ る と 考 え ら れ る,本 講 演 で は 、 そ の 一 例 と し て 、 電 離 圏 カ
ス プ 域 に お け る 沿 磁 力 線 不 規 則 構 造(FAI)の 研 究 へ の 新 手 法 の 応 用 に つ い て 紹 介 す る 、特 に カ ス ブ 域 で は
ド ッ プ ラ ー ス ペ ク トル 幅 が 広 い こ と が よ く 知 ら れ て お り　 (Bakeア ・etal.,1995)、 カ ス ブ 域 が 太 陽 風 一 磁 気
圏 一 極 域 電 離 圏 の 相 互 作 用 を 理 解 す る 上 で 非 常 に 重 要 で あ る こ と か ら 、 そ の 原 因 に つ い て こ れ ま で 様 々
な 議 論 が 活 発 に な さ れ て き た　 (AndJe　 et　al.,　2000等)が 、 い ま だ 詳 細 は 不 明 の ま ま で あ る 。
従 来 のACF観 測 で は 、 観 測 デ ー タ の 時 間 分 解 能 は 秒 程 度 で あ っ て 、　FAI生 成 過 程 の 時 間 ス ケ ー ルー に
比 べ て 長 す ぎ る 為 、FAIエ コ ー に よ る 数 秒 間 の 平 均 的 なACFはFAIの 生 成 過 程 等 の 性 質 を 反 映 し て い て
も 、 そ の 物 理 素 過 程 は 推 測 の 域 を 出 ず 、 確 定 的 な こ と を 言 う の は 困 難 で あ っ た 。 我 々 の 時 系 列 解 析 手 法
を 用 い れ ば 、0.1秒 以 下(実 際 に は 最 小 で 不 等 間 隔 パ ル ス の 最 小 パ ル ス 間 隔 程 度(～2.4ms)の オ ー ダ ー ま で)
の 高 い 時 間 分 解 能 で エ コ ー パ ワ ー の 時 間 ・空 間 発 展 を 捉 え る こ と が 可 能 で あ る 。 更 に 、 す べ て のIQデ ー
タ か ら 数 秒 間 の ビ ー ム 積 分 時 間 中 の ス ペ ク トル の 時 間 発 展 、 即 ち 、　Dynamic　 Doppler　 Spectraを 得 る 為 の
ソ フ ト ウ ェ ア も新 た に 開 発 さ れ た 。 南 極 昭 和 基 地SENSU昭 和 レ ー ダ ー で2001年IO月 に 時 系 列 取 得
(TMS)codeに よ ろ 観 測 を 開 始 し た が 、 そ の 初 日 、2001年10月1日に 得 ら れ た カ ス ブ 域 及 び カ ス ブ 域 周
辺 の 非 力 ス ブ 域 デ ー タ に つ い て 比 較 解 析 を 行 っ た,こ の カ ス ブ デ 一 夕 中 に はFTEと 考 え ら れ る デ ー タ も
含 ん で る,,非 カ ス ブ 域 の ス ペ ク トル が ご く 単 純 で 時 間 的 変 動 も 少 な い の と 対 比 し て 、カ ス ブ 域 のDynamic
Doppler　 spectraは 様 々 な 様 相 を 示 し 、 複 数 の ド ッ ブ ラL-一一ス ペ ク トル 周 波 数 ピ ー ク が し ば し ば 存 在 し 、 そ
の ピ ー ク の 強 度 や ピ ー ク 周 波 数 が1ビ ー ム 積 分 時 間(数 秒)内 に 大 き く 変 動 し て い る も の も 存 在 す る こ
と が わ か っ た,こ れ ら の 新 し い 事 実 か ら 、 カ ス フ域 の ド ッ プ ラ ー ス ペ ク トル の 特 徴 で あ る 広 い ス ペ ク ト
ル 幅 の 原 因 に つ い て 、 議 論 を 行 う 予 定 で あ る,
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SuperDARN生 時 系列 解析手法 の電離圏研 究へ の応用(2):
ヒー ター実験 で生成 され た電離層 不規 則構造 の観測
行 松 彰1、 堤 雅 基1、　M.　Lester2、 　T　K.　Yeoman2、 　D.　Wright2、 　M.　T.　Rietvelcl3、 佐 藤 夏雄1
(1国 立極 地 研 究 所(併 総 合研 究大 学院 大学極 域 科 学専 攻)、2レ ス ター 大学 、　3EISCAT連 合)
An　 application　 of　S叩erDARN　aw　 time　 series　 analysis　 method　 to　ionospheric　 studies　 (2):
。Aki,aSessaiWkim景3囎 蕊 讐惚 贈 惚 惚 鵠 鵠 雫慧tv,ld・,。ndNS、t。1
('N・ti・n・I　 In・tit・t・ 　・fP・lar　 R・ ・…　 ch　 (・1・・　SOKENDAI.　 D・pt.　 P・1・・　S・i,),　2Univ・ 　・f　L・ice・t・ ・,　and　 3EISCAT　 ass.　…　 )
　 We　 developed　 a　new　 method　 to　obtain　 and　 analyse　 superDm　 N　 raw　 I/Q　 time　 series　 and　 it　was　 successfully　 applied
to　meteor輔nd　 measurements　 in　mesopause　 region　 (Tsutsttmi　 arκ1¥tikimotu,2001,11イ大棚o加ai'id　 7翻15↓'〃7i,2002,and
Tsutsun?i　 and　 Yukin?otu,　 2003).　 We　 here　 present　 one　 of　the　possible　 applications　 of　the　 new　 teclmique　 to　ionospheric
studies,　 that　 is　its　application　 to　studies　 on　 heater　 induced　 irregularities　 in　order　 to　 reveal　 the　 micro-sc?le　 pbysical
processes　 of　 the　 irregul,arities.　 Auto-correlation　 fUnctions　 (ACFs)　 averaged　 during　 each　 beam　 integration　 tlme　 of
typically　 several　 seconds　 have　 been　 used　 so　far　and　 the　temporal　 resolution　 (order　 of　seconds)　 was　 llot　short　 enougli　 to
investigate　the　details　of　the　fbmlation　 and　decay　processes　of　the　ionospheric　irregularities.　Applying　 the　raw　tlme
series　analysis　lnethod　pro、・ides　us　with　temporal　variation　of　echo　power　with　much　higher　temporal　resolution　of　less
than　O.1　second.　We　further　developed　 a　new　tool　so　that　Dynamic　 Doppler　 spectra　during　each　beam　 integration　time





Superl)ARN　 (Gieenwaldetal.,　 1995)に よる電 離 圏観 測 で は、不等 間隔 マ ル チ パ ルス を 用い て 数秒 間
の ドップ ラー スペ ク トル(自 己 相 関 関数(ACF))の 平均 を求 め る手 法(.Farley,1972、Bol〈e1・etal.,1988等)
で観 測 及 び研 究が行 われ て きた。 我 々は 、 マル チ パル スACF観 測 を行 い な が ら、 これ まで捨 て て い た
す べ て のIQサ ンプ ルデ ー タか ら各 レン ジにお ける 時系列 デ ー タを抽 出 し、 シ ン グルパ ル ス観 測 デ ー タ
と同様 の時 系 列解 析 を可 能 とす る方 法 を開 発 し、中 間圏界 面領 域 の 高精 度 流 星 風観 測 を可 能 とす る こ と
に成 功 した(堤 、 行松 、　2001、　Yuldmatt'　and　Tstitsu〃li,　2002、　堤 、 庁 松、2003)。 この生IQ時 系 列解 析 手
法 は、電離 圏 研 究 に も様 々な応 用 が可 能 で あ る と考 え られ る。本 講演 で は 、そ の 一例 と して 、 ヒー ター
に よ り人 工 的 に誘 起 され る電 離層 沿磁 力 線 不規 則 構造(FAI)の 研 究 への 新 手法 の応 用 に つ い て 発表 す る/:,
従 来 のACF観 測 で は 、観 測 デ ー タの 時 間分解 能 は秒 程 度 で あ って 、　FAI生 成 過 程 の時 間 スケー ル に
比べ て 長す ぎ る為 、FAIエ コー に よ る数 秒 間の 平均 的 なACFはFAIの 生成 過 程 等 の性 質 を反 映 して い て
も、そ の物 理 素過 程 は推 測 す るこ と しか で きなか った。 我 々の 時系 列 解析 手法 を 用い れ ば 、0.1秒 以 下
(実 際 に は最 小 で 不 等 間隔 パル スの 最 小 パル ス間 隔程 度(～2.4ms)の オー ダ ー ま で)の 高 い時 間 分解 能 で
エ コー パ ワー の 時 間 ・空 間発 展 を捉 え るこ とが 可能 で あ る。更 に 、す べ てのIQデ ー タか ら数 秒 間 の ビー
ム積 分 時 間 中の スペ ク トル の時 間発 展 、即 ち、　Dynamic　 Doppler　 Spectraを 得 る為 の ソフ トウェア も新 た
に 開発 され た 。 南極 昭 和 基 地SENSU昭 和 レー ダ ー で2001年 以来 用 い られ て きた 時 系列 取得(TMS)code
をCUTLASS　 Finlandス テ レオ レー ダ ー に移植 し、2003年3月18日 にEISCAT　 Tromsoヒ ー ター 実験 に合
わせ たデー タ取 得 に成 功 した。 これ は、我 々のTMS　 codeの 昭 和 レー ダー 以外 で の初 め て の実 験 とな っ
た。 ヒー ター は2分 間on、2分 間offを 繰 り返 し、 これ に 伴 いCUTLASS　 Finlandレ ー ダー で も ヒー ター
に よ り生成 され たFAIか らの エ コー を取 得 した。今 回 は、 ヒー ター がonに な った 、或 い はoffさ れ た直
後 の 、　FAI領 域 の 時 間 ・空 間 発展 、 ま た 、 ヒー ターon中 の 、予 期 され て いな か っ た 、大 きな振 幅 の 数Hz
程 度 のエ コー パ ワー の時 間 変動 を示 し、　FAIの 生成 、消滅 過 程 の 時 定数 や 、 エ コーパ ワー の 時 間変 動 が
発 生 した原 因 、及 び 、 そ こか らFAIの 物 理 素過 程 に つ い て推 測 可 能 な点 、 な どに つ い ての議 論 を行 う。
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出口大樹*(九 州大学)佐 藤夏雄(国 立極地研究所)
The　 comparison　 of　plasma　 flow　 configuration　 and　 magnetic　 field　 configuration　 related　 field　 aligned
currents　 in　the　ionosphere
HirokiDeguchi*　 (KyushuUniversity)　NatsuoSato(NationalInstituteofPolarResearch)
The　 nature　 of　field　 aligned　 currents　 that　carry　 momentum　 and　 energy　 between　 the　 magnetosphere　 and
ionosphere　 is　representative　 of　magnetic　 field　perturbation,　 which　 is　directed　 perpendicular　 to　background
magnetic　 field,　and　 plasma　 convection.　 Both　 of　magnetic　 field　perturbation　 and　 plasma　 convection　 is
transmitted　 along　 to　the　direction　 of　the　ambient　 magnetic　 field.　Sometimes　 we　 may　 simply　 approximate
that　 the　 relation　 between　 plasma　 convection　 and　 magnetic　 field　 perturbation　 is　 a　 one-to-one
correspondence.　 Strictly　 speaking,　 however,　 this　relation　 is　not　 such　 simple　 but　 it　could　 hold　 more
complicated　 correspondence　 suggested　 by　 MHD　 basic　 equations.　 The　 study　 of　the　signature　 where　 and
when　 this　relation　 can　 be　 fined　 is　very　 important　 to　understand　 M-I　 coupled　 system.　 We　 will　 try　to
analyze　 this　relation　 in　the　 F　region　 ionosphere　 using　 plasma　 flow　 data　 obtained　 by　 SuperDARN　 by








そ こで今回、　SuperDARNか らのプラズマflowデ ータと低高度人工衛星か らの磁場データの両




lMAGE衛 星オー ロラ画像 とVHFオ ー ロラ レー ダ
通信総合研究所 ○佐川 永一、大高 一弘
Comparison　 of　IMAGE/FUV　 aurora　 images　 and　 VHF　 aurora　 radar　 data
Eiichi　 Sagawa　 and　 Kazuhiro　 Ohtaka　 (Communications　 Research　 Laboratory)
　 The　 IMAGE　 satellite　 is　now　 observing　 the　southern　 hemisphere　 most　 oftime.　 The　 far-ultraviolet　 aurora　 imager
(FUV)　 on　board　 the　satellite　 started　 to　take　 close-up　 view　 of　aurora　 over　 the　Antarctica　 on　early　 May　 of　this　year.　 The
FUV　 instrument　 takes　 aurora　 images　 at　three　 wavelengths,　 that　is,　the　N2LBH　 band　 (140-160　 nm),　 OI　 135.6　 nm,　 and　 the
Doppler-shifted　 Ly-_　(121.8　 nm).　 Three　 cameras　 have　 been　 working　 well　 since　 the　launch　 of　IMAGE　 in　2000,　 and
beenprovidingveryusefuldatatoresearchcommunity.　TheIMAGEsatelliteissendingdatainreal-time.　CRLis
operating　 one　 of　ground　 stations　 which　 are　dedicated　 to　the　IMAGE　 real-time　 data　 transmission.　 Due　 to　the　apogee
latitude　 ofIMAGE　 drifting　 toward　 the　south,　 it　is　now　 possible　 fbr　the　CRL　 antenna　 to　receive　 aurora　 images　 over　 the
Antarctica　 in　real-time,　 though　 it　is　hard　 to　see　images　 over　 the　Syowa　 station　 due　 to　the　longitude　 difference.　 CRL　 has
been　 operating　 VHF　 aurora　 radars　 at　several丘equencies.　 In　2003,　 we　 installed　 new　 radar　 operated　 at　ll2　MHz　 in
addition　 to　the　50　MHz　 radar　 which　 has　 been　 operational　 for　last　few　 years.　 Also　 installed　 is　a　capability　 to　send　 the
preview　 data　 with　 very　 short　 turn-around　 time　 over　 the　satellite　 communication　 link.　 In　this　paper　 we　 are　going　 to
compare　 two　 data　 sets　taken　 simultaneously　 both　 fセom　 the　ground　 and　 space.
IMAGE衛 星 はその アポ ジー が南 半球側 に移 ったた めに、南極 域 のオー ロ ラが観 測 で きる よ うになって来 た。
IMAGEに 搭載 され たオ ー ロラカ メラは3つ の波長 で2分 間隔 の撮 像 を行 ってい る。　CRLはIMAGE衛 星が送
信 す る リアル タイ ムのデー タを受 信 ・処 理す るシステムの運用 を行 ってお り、最 近で はCRLで の受信 デー タ
に は南極 上空で撮影 され たオー ロラ画像 が含 まれ てお り、 リアル タイ ムで南極 のオー ロラを見 る ことが可能
になってい る。残 念 なが ら、 日本 と昭和基 地の経度 の違 いか ら、 昭和基地 上空 のオー ロラ を リアル タイ ムで
見 る ことは難 しい。一方 、CRLは 長 年VHFオ ー ロラ レー ダを昭和基地 で運用 してお り、2003年 か らは112MH
zの レー ダー の運用 を開始 し、50MHzと の2周 波 の運 用 を行 ってい る。 さらに観 測デ ー タの一部 は衛 星回
線経 由で 日本 に送 られ てい る。 本報 告で はIMAGEで 観測 された 昭和基地 上空 での オー ロラ画像 とCRLが 運










図1112MHzオ ー ロラ レー ダーエ コーパ ワー分布 と同時刻 のIMAGE衛 星FUV画 像 。　FUV画 像で昭 和




数値 シミュレーシ ョン ・モデ リング
渡邉智彦
(核融合科学研究所/総合研究大学院大学)
Numerical　 simulation　 mOdeling　 on　self-excitation　 of　auroral　 arcs
in　the　magnetospheie-ionosphere　coup㎞g system
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Tomo-Hiko　 "+'atanabe
(National　 Institute　 for　Fusion　 ScienceThe　 Graduate　 L'nis'ersit>'　 for　.ALdvaliced　 Studies)
　 Feedback　 illstabilit)'　in　the　magnetosphere-ionosphere　(M-1)　 couplillg　 s)'stem　 proposed　 b>J　Sato　 (1979)　 is　a
pOssible　 mechanism　 for　explaining　 excitation　 and　 gro"'th　 of　auroral　 arcs田,　 where　 fluctuations　 of　densit>J　 and
electrostatic　 field　ill　the　iollospheric　 E-regioll　 are　coupled　 with　 the　shear　 Alf、 ・cll　waves　 ill　the　lnaglletosphere.
Staltillg　 fi'om　 the　 maglletoh)drodyllamic　(NfHD)　 equations　 for　 the　 magnetospheiic　 plasma　 with　 suitable
orderillg,　 we　 have　 deriyed　 a　set　 of　 reduced　 NIHD　 equations　 coupled　 with　 coIltillUit>'　 equations　 for　 the
iollospheric　 dellsity　 and　 culTellt.　The　 llewly　 obtailled　 set　of　equatiolls　 for　the　NI-I　 c{、uplillg　systeln　 pros'ides　 llot
ollly　a　proper　 description　 of　the　f㏄dback　 illstability　 but　 also　 a　useful　 model　 foi'　nonlillear　 simulati(、11s　 of　a1℃
d)namics.　 Although　 previous　 simulation　 studies　 on　 the　 feedback　 illstability　 f㏄used　 on　 global　 t℃eatures　for
excitatioll　 of　auroral　 arcs　 I2],　their　 local　 iionlineai'　 dyllalnics　 can　 llow　 be　 illvestigated　 by　 lnealls　 of　three-
dimensional　 simulations　 based　 oll　the　 reduced　 NII正)　 descriptions　 oll　the　 NI-I　 coupling　 system　 Our　 r㏄ellt
simulation　 shows　 that　a　s㏄011dary　 instabilit}'　 largely　 deforms　 the　 dellsity,　 vOltiCit>',　and　 field-aliglled　 cul'1'ellt
patterns　 (possible　 auroral　 arcs)　 initially　 excited　 by　the　fcedback　 illstability
1979年 佐藤 によ り提唱 された磁気圏一電離圏結合系におけるフィー ドバ ック不安定性は[1]、 オ
ーロラ ・アー クの発生 と成長 を説明す る可能性のあるメカニズムである。その不安定性 は、電離層
E居 中の密度及び静電場揺動 と磁気圏中のシアー ・アルヴェン波が結合 して生 じる。我々は、磁気
圏 プラズマに対す る電磁流体(MHD)方 程式か ら出発 して、適切 なオー ダ リングの下、電離層密度と
電流についての連続の式と結 合 した簡略化MHD方 程式系を導出 した。この新たに得 られた磁気圏一
電離圏結合系に対す る方程式系は、フィー ドバ ック不安定性についての正 しい記述を与 えるだけで
なく、アークのダイナ ミクスに関する非線形シ ミュ レー シ ョンの有用なモデル となる。フィー ドバ
ック不安定性についての これ までのシ ミュレー ション研究は[2]、 オー ロラ ・アー ク発生のグ ロー
バルな性質に焦点を当てていたが、磁気圏一電離圏結合系の簡略化MHD方 程式による記述に基づい
た3次 元シ ミュ レーシ ョンによ り、アークの局所的な非線形 ダイナ ミクスを調べることができるよ
うになった。我々が最近行 った シミュレーシ ョンでは、初期にフィー ドバ ック不安定性によ り励起
された(オ ー ロラ ・アークと見なせ る)密 度、渦度、沿磁 力線電流のパター ンが、2次 的な不安定
性により大きく変形 される様子が見いだされた。
田TSato,J.Geophys.Res.,83,1042(1979).
[2】　A.Miura　 alld　TSato,　 J.Geophys,Res.,　 85,　73　 (1980);　 K."t'atanabe　 and　 TSato,　 Geophys.Res.Lett.,　 15,　717
(1988);　 T.Watanabe,　 H.O}・a,　 KWatallabe,　 and　 T.Sato,　 J.Geoph>'s.Res.,　 98,　21391　 (1993).
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Long-term evolution of magnetospheric current systems during storms
 ON. Yu.  Ganushkina*[1], M. V. Kubyshkina[2], T. I. Pulkkinen[1], H. J. Singer[3], 
                        and C. T. Russell[4] 
   [1] Finnish Meteorological Institute, Geophysical Research, Helsinki, Finland 
    [2] Institute of Physics, University of St.-Petersburg, St.-Petersburg, Russia 
      [3] NOAA Space Environment Center, Boulder, CO 80303-3328, USA 
[4] Institute of Geophysics and Planetary Physics, University of California, Los Angeles, 
                      CA 90095-1567, USA
We present a method to model the storm-time magnetospheric magnetic field using representations 
of the magnetic field arising from the various magnetospheric current systems. We incorporate the 
effects of magnetotail changes during substorms by introducing an additional localized thin current 
sheet into the Tsyganenko T89 model. To represent the storm-time ring current the T89 ring current 
is replaced by a bean-shaped current system, which has a cross-section that is close to the observed 
distribution of trapped particles in the inner magnetosphere and has an eastward flowing inner and 
westward flowing outer components. In addition to the symmetric ring current, an asymmetric 
partial ring current is taken into account with closing Region 2 sense field-aligned currents. 
Magnetopause currents are varied in accordance with solar wind dynamic pressure variations. Three 
moderate geomagnetic storms when Dst reached  about  -150—nT and one big storm with Dst about  - 
250—nT are modeled. The model free parameters are specified for each time step separately using 
observations from GOES-8  and-9, Polar, Interball and Geotail satellites and Dst measurements. The 
model gives a high time-resolution field representation of the large-scale magnetic field, and a very 
good reproduction of the Dst index. It is shown that the ring current is most important during intense 
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Magnetospheric　 convection　 system　 in　the　 SC　 period
S.　 Fujita　 (Meteorological　 Coliege),　 T.　 Tanaka　 (Kyushu　 University),　 and　 T.　 Kikuchi
(Communications　 Research　 Laboratory)
　 　 　　 This　 report　 is　a　continuation　 of　the　 previous　 report　 that　 discussed　 physical　 mechanism　 of
magnetospheric　 and　 ionospheric　 signatures　 of　the　 Sudden　 Commencement　(SC)　 umerically
simulated　 by　 using　 a　solar　 wind-magnetosphere-ionosphere　coupled　 mod L　 The　 solar　 wind
impulse　 iaunches　 transient　 MHD　 disturbances　 in　the　 magnetosphere-ionosphere　syst m.
Although　 the　 SC　 is　dMded　 into　the　 PI　and　 the　 MI　 based　 on　 morphological　 study　 of　the　 ground
magnetic　 signatures,　 we　 presented　 the　 new　 classification　 in　which　 the　 SC　 has　 the　 Pl　phase
[Fujita　 et　al.,　2003a],　 the　 first　stage　 of　the　 Ml　 phase　 (the　 first　Ml　 phase),　 the　 second　 stage　 of　the
MI　 phase　 (the　 second　 Ml　 phase)　 [Fujita　 et　al,　2003b],　 and　 the　 recovery　 stage　 of　the　 Ml　 phase
(the　 recovery　 phase)　 [Fujita　 et　al.,　2003c].
　 　 　　 From　 the　 viewpoints　 of　the　 magnetospheric　 convection,　 there　 are　 no　 convection　 in　the　 PI
phase　 and　 the　 first　Ml　 phase.　 Whereas,　 the　 convection　 is　established　 in　the　 last　tWo　 phases.
We　 also　 identify　 that　 the　 inertia　 current　 is　dominant　 in　the　 magnetosphere　in　the first　two
phases　 and　 the　 diamagnetic　 current　 is　dominant　 in　the　 last　 two　 stages.　 Each　 phase　 has
respective　 current　 generator;　 1)　sudden　 compression　 of　the　 dayside　 magnetopause　 for　the　 Pl
phase,　 2)　deceleration　 of　plasmas　 behind　 the　 wavefront　 of　the　 compressional　 wave　 launched　 by
the　 solar　 wind　 impulse　 for　the　 first　Ml　 phase,　 3)　 plasma　 flows　 falling　 down　 a　transient　 isolated
pressure　 enhancement　 as　well　 as　the　 normal　 region　 l　current　 generator　 affected　 by　compression
of　the　 taiward　 side　 of　the　 cusp,　 4)　the　 normal　 region　 l　current　 generator　 and　 the　 dynamo　 action
due　 to　 enhanced　 pressure　 region　 in　the　 near-Earth　 plasmasheet.　A　 peculiar　 transient
convection　 named　 by　 the　 SC　 transient　 cell　convection　 is　established　 in　the　 second　 Ml　 phase
owing　 to　momentum　 transfer　 from　 the　 solar　 wind　 impulse　 in　the刊ank　 magnetosphere　 and　 a　Iine-
tying　 effect　 by　 the　 ionospheric　 convection　 (the　 ionospheric　 electric　 field　 drives　 the
magnetospheric　 convection).
references
Fujita　 et　al.,　ANumerical　 Simulation　 of　the　 Geomagnetic　 Sudden　 Commencement:　1.　Generation
of　the　 Field-Aligned　 Current　 Associated　 with　 the　 Preliminary　 lmpulse,　 JGR　 2003a　 (in　press)
Fujita　 et　al.,　A　 Numerical　 Simulation　 of　the　 Geomagnetic　 Sudden　 Commencementl　2.　Plasma
Processes　 in　the　 Main　 lmpulse,　 JGR　 2003b　 (submitted)
Fujita　 et　al.,　A　Numerical　 Simulation　 of　the　 Geomagnetic　 Sudden　 Commencement二3.　Recovery
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宇 宙環 境 シ ミュ レー タプ ロジ ェ ク トチ ー ム
　 　 　 　 　 　 　 Developmentofgeospaceenvironmentsimulatorand
　 　 　 　 　 　 　 　 the　application　 to　the　analysis　 of　spacecraft　 environment
H.　Usui(RASC,　 Kyoto　 Univ.),　M.　Okada(NIPR),　 Y　Omura(RASC,　 Kyoto　 Univ.),　T　Ogino(STE,　 Nagoya　 Univ.),
　 　 　 　M.　Nakamura(NASDA),　 T　Sugiyama(RASC,　 Kyoto　 Univ.),　N.　Terada(STE,　 Nagoya　 Univ.),
　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 Geospace　 environment　 simulator　 project　team
　 In　 the　 space　 development　 and　 utilization,　 it　is　very　 important　 to　 understand　 the　 interactions　 between
spacecraftistructures　 and　 space　 plasma　 environment　 as　well　 as　the　natural　 phenomena　 occurring　 in　space
plasma.　 In　order　 to　evaluate　 the　 spacecraft-environment　 interactions　 quantitatively　 to　contribute　 to　the
progress　 of　space　 utilization　 and　 space　 technology,　 we　 aim　 to　develop　 a　proto　 model　 of　"Geospace
environment　 simulator"　 by　 making　 the　 most　 use　 of　the　 conventional　 fUll-particle,　 hybrid　 and　 MHD
plasma　 simulations.　 The　 Geospace　 environment　 simulator　 can　 be　regarded　 as　a　numerical　 chamber　 in
which　 we　 can　 virtually　 perform　 space　 experiments　 and　 analyze　 the　 temporal　 and　 spatial　 evolution　 of
spacecraft・ ・environment　 interactions.　 The　 geospace　 enviro㎜ent　 simulator　 will　 be　 able　 to　provide
fUndamental　 data　 regarding　 various　 engineering　 aspects　 such　 as　 the　 electrostatic　 charging　 and
electromagnetic　 interference　 of　spacecraft　 immersed　 in　space　 plasma,　 which　 will　be　usefUl　 and　 important
information　 in　determining　 the　design　 and　 the　detailed　 specification　 of　spacecraft　 and　 space　 system.
人類の持続的発展を維持す るためには、その生存できる領域を拡大 してゆく必要があ り、宇
宙開発 ・宇宙利用を進めてゆかなければならない。これまで、宇宙プラズマシミュレーション
は、衛星観測により発見された様々なプラズマ現象の詳細解析用ツール として主に用いられて
きたが、それを発展 させた形で、宇宙開発 ・宇宙利用に不可欠な飛翔体環境の定量理解 とその
宇宙技術開発へのフィー ドバ ックを目指 し、工学的かつ実際的な宇宙仮想実験が出来る数値チ
ェンバーである 「宇宙環境 シミュレータ」のプロ トタイプ構築を 目指す。この試みにより、こ
れまでの宇宙プラズマ物理学の深化のための学術的なシミュレーシ ョンか ら、将来のエネルギ
ー問題の解決策 として検討 されている宇宙太陽発電衛星等、将来の宇宙利用 ・技術開発に対 し
て基礎的データを得 ることができるシミュレーションへの質的変換 をはかる。宇宙環境におけ
る飛翔体特性の定常解はプラズマシミュレーション以外でも得 られ るが、宇宙プラズマ特性 を
考慮 した相互作用、非定常な応答等の解析 には、宇宙プラズマ中の電子運動論的効果を取 り入
れた粒子モデルのプラズマシミュレーションが不可欠である。 本研究では、これまでの宇宙
プラズマシミュレーシ ョンの知見を最大限に利用 し、これに飛翔体や宇宙利用に関連する工学
的要素をシミュレーシ ョンモデル内に取 り込むことにより、宇宙プラズマ環境 との相互作用を
可能な限り正確に取 り入れた形で飛翔体環境のシミュレーシ ョンを行 う。
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TARS　 (Solar-Terrestriai　 data　Analysis　 and　 Reference　 System)と
VEMS　 (VirtualEarthMagnetosphereSystem)の融 合 に よ る 新 しい 地 球磁 気 圏研 究 手 法
村 田健 史 、 愛 媛 大 学 総 合 情 報 メデ ィア セ ン ター
　 　 　　 　　 　　 A　new　 research　 environment　 for　Earth　 Magnetosphere　 via　STARS　 and　 VEMS
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ken　 Takeshi　 Murata
This　paper　describes　 a　system　 that　is　under　 construction　 at　Ehime　 University.　The　 System　 is　named　 Space-Terrestrial　 data
Analysis　 and　Reference　 System　 (STARS).　 It　works　 with　data　provided　 by　the　ISTP　 satellites　and　works　 with　ground-based
observation　 data.　To　combine　 these　different　sources　in　software　is　crucial　for　integrated　studies　of　the　Earth　magnetosphere.
　 In　the　construction　 of　the　STAR　 System,　 we　are　following　 an　object　oriented　methodology　 called　Objected　 Modeling
Technique　 (OMT)　 proposed　 by　Raumbaugh　 and　his　co-workers.　 This　kind　of　developed,　 constructed　 and　developed　 with　many
programmers,　 who　 do　not　necessarily　 understand　 space　 physics.　To　help　the　development　 with　the　researchers　 and　the
programmers,　 the　OMT　 consists　of　those　five　steps:　 User　Requirements,　 Analyses,　 Design,　 Implementation　 and　Test　ModeL
Along　 with　the　OMT,　 we　design　and　develop　the　STARS.
太 陽 地 球 系物 理 観 測 を は じめ 、広 域 地 球 科 学 の さま ざま な分 野 にお い て 、総 合 的デ ー タ解 析 シス テ ム の 必 要性 が
認 識 され て い る。 と くに 、複 雑 系 の物 理 現象 の 理解 の た め に は 、 同時 観 測 され る多 種 デ ー タ を、 参 照 解 析 す る必 要
が あ る。 しか し、 現在 、広 域 地 球 科 学 の 分 野 に お い て 、 総合 的 な参 照解 析 シ ス テ ム は ほ とん ど存 在 しない 。 多 点観
測 デ ー タを解 析 す るプ ロ グ ラ ミン グ方 法 論 が確 立 され て い なか った 事 が 、そ の 理 由の 一 つ で あ る。
本研 究 で は 、 太 陽 地 球 系 物 理観 測 デ ー タ解 析 の た め の 、 人 工衛 星 ・地 上 観 測 デ ー タ解 析 参 照 シ ス テ ム(STARS)
の 構 築 を 行 った。　STARSは 、 複 数 の 人 工衛 星 また は地 上 観 測 か ら得 られ た デ ー タを 同 時 に参 照 す る解 析 環 境 の 提
供 す る もの で あ る。 本研 究 で は 、 シ ステ ム の再 利 用 性 、 保 守 改 良の 容 易 さ、 ま た長 期 的 な 開発 に対 応 した 開発 技 法
とい った 点 か ら、 オ ブ ジ ェ ク ト指 向 開 発 技 法 の一 つ で あ るオ ブ ジ ェ ク トモ デ ル 化 技 法(OMT)を 採 用 し、 それ に基 づ
い て開 発 を行 っ た。 多 点 観 測 デ ー タ解 析 シ ス テ ム を 、 オ ブ ジ ェ ク トモ デ ル 化 技 法 を 用 い て構 築す る こ とに よっ て 、
次 の よ うな利 点 が あ る。
シ ス テ ム全 体 の把 握 が 容 易 で あ る ・保 守 改 良 が 容 易 で あ る ・複 数 の 人 員 に よ る共 同 開 発 が 容 易 で あ る ・人 員
交代 が生 じて も長 期 開発 が 可 能 で あ る ・プ ロ グ ラマ と解 析 者 の 分 離 が 可 能 で あ る ・デ ー タ の 追 加 が 容 易 で あ
る
STARSは 、 多種 デ ー タ を 総合 解 析 す る た め 、 プ ロ グ ラ ム規 模 が 大 き い。 一 般 に 、 大 規 模 な シ ス テ ム 開発 で は 、 開
発 は長 期化 す る。 長 期 的 な 開発 は 人 員 交 代 を と もな い 、情 報 の伝 達 は 困難 とな る。　STARSは 、　OMTに 基づ い て 開
発 を行 って い る た め、 シ ステ ムデ ザ イ ン が 客観 的 で 、 明確 で あ る。 したが っ て 、新 規 の 開発 者 で も、 比較 的容 易 に
参 加 が 可 能 で あ る。 ま た 、 シ ス テ ム情 報 の 引継 ぎが容 易 で あ る た め 、長 期 開発 に も強 く、 複 数 の 人 員 に よる 共 同 開
発 も可能 で あ る。
わ が 国 では 、 広域 地球 科 学観 測 分 野 にお い て 、 専任 の シス テ ム プ ログ ラマ を 有 す る組 織 は まれ で あ る。 そ の た め
に 、 これ まで 、研 究 者 が シス テ ム プ ロ グ ラ ム を行 う場 合 が 多 か った。 これ は 、 諸 外 国 と比 較 して 、 研 究 面 で 不利 な
点 の 一 つ で あ る。 また研 究 者 とプ ロ グ ラマ を分 け るた め には 、研 究 者 の 要 求 を十 分 に シ ステ ム に取 り込 み 設 計 す る
必 要 が あ る。 オ ブ ジ ェ ク ト指 向開 発 技 法 の利 点 に設 計 者 や 開 発 者 と要 求 者 が 抽 象 概 念 を 明確 に表 現 し、お 互 い にそ
れ らの 情 報 交換 を行 な う助 け とな る こ とが あ る。 こ の 開発 技 法 では ユ ー ザ と設 計 ・開発 者 が 、 十 分 に議 論 を行 って
要求 の生 成 を行 な う。 こ の十 分 な議 論 を 行 な うこ とに よ り、研 究者 とプ ロ グ ラ ム 開発 者 を 分 離 す る こ とが 可 能 に な
る。
ま た 、新 しい 衛 星 が 打 ち上 げ られ デ ー タ を追 加 す る場 合 、 シス テ ム を モ デ ル 化 して い る た め、 機 械 的 な ク ラス の
追 加 で 実 現す る こ とがで き る。 デ ー タ解 析 機 能 の追 加 ・変 更 につ い て も、 同様 で あ る。 現在STARSは 各 研 究 機 関




Current　 status　 and　 future　 of　Iarge　 scale　 electromagnetic　 particle　 simulations
　　　 　　　 Masaki　 Okada,　 National　 lnstitute　 of　Polar　 Research
　 Computational　 environment　 available　 for　 large　 scale　 computer　 simulation　 is　becoming　 more　 and　 more
popular　in　recent　years,　such　as　the　Earth　Simulator　 and　the　mainframe　 system　 in　NIPR.　As　the　computational
infrastructure　develops,　 the　more　 sophisticated　 simulation　 code　 is　required.　Although　 the　shared-distributed
type　architecture　is　now　main　stream　 of　the　scient而c　engineering　 computers,　 still　two　major　methods　 are　used
in　large　scale　electromagnetic　 particle　simulations　 on　parallel　computers.　 One　 is　the　particle　decomposition
method　 and　the　other　is　the　domain　 decomposition　 method.　 Dynamic　 load　balancing　 is　another　 target　for　the
realistic　simulation.　Combined　 method　 of　two　decomposition　 methods　 in　order　to　achieve　 load　balance　 in
particle　simulation　will　be　presented　 in　this　talk.
地 球 シ ミュ レー タ をは じめ と して 大規模 シ ミュ レー シ ョン を可能 にす る計算 機 環境 が利 用 可能 にな るにつ
れ て 、既存 の シ ミュ レー シ ョンで は不 可能 で あ った さま ざま な問題 が シ ミュ レー シ ョンの 対象 とな りっ つ あ
る。 一方 で、計算 機 の性 能 を十 分 に利 用 しか つ現 実的 な シ ミュ レー シ ョン を行 うた めの コー ド開発 が必 要 に
な ってい る。科 学技 術用 計 算機 は 、共 有 メモ リ型 と分 散 メモ リ型 との計算 機 ア ー キテ クチ ャの違 いが コー ド
開発 にお いて大 きな制約 で あったが 、近年 は両者 の 中間に位 置づ け られ る共 有分散 型 が主流 にな りつつ あ る。
いず れ の場合 にお い て も、並列 化 の 方 向性 は避 け られ ない と考 え られ るが 、大 規模 シ ミュ レー シ ョンが必 要
とす る物理 現象 に応 じて、 い くつ かの課題 が明確 にな って きた。
電磁 粒 子 シ ミュ レー シ ョンの場 合 、粒 子分 割 法 と領 域 分割 法 の二 つ の方 法 が大 規模 シ ミュ レー シ ョンにお
い て 可能で あ る こ とが分 か って い るが 、 両者 の違 いは適 用す る物理 現象 に対応 して使 い 分 け る こ とが も っ と
も有効 で あ る と考 え られ て きた。 つ ま り、 シ ミュ レー シ ョンモ デル 空 間 の規模 と数 値精 度 の尺 度 とな る1グ
リッ ド当 りの粒 子数 を比 較 したば あ い、 両者 の 間に明 らかな得 失 を 見つ け る こ とがで きる。 図1は 、1ノ ー
ド当 り16GBの 主記憶 を持つ 計 算 ノー ドを並列 に使 用 した 場合 に 実現 可 能 な大規 模 シ ミュ レー シ ョンでモ
デル 化 でき る総 グ リッ ド数 と グ リ ッ ド当 りの粒 子 数 の関係 を、並 列利 用 ノー ド数 毎 にプ ロ ッ トした もの で あ
る。 図1(a)が 粒 子分割 法 を使用 した場 合 であ り、図1(b)が 領 域分割 法 を使 用 した場合 の 両者 の関係 を表 して
い る。 図か らシ ミュ レー シ ョン空 間 の大 規模 化 にお い ては 、領域 分割 が有 利 で あ るが 、粒 子 数 が多 く必 要 な
精度 の 高い シ ミュ レー シ ョンにお い て は、粒 子 分割 法 が有効 で あ る こ とが 明 らか とな った。 また 、両者 を組
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図1.(a)粒 子分割法 と(b)領 域分割 法 にお けるシ ミュ レー シ ョング リッ ド数 と1グ リッ ド当 りの粒子数 の関係
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A critical condition for leading to a magnetotail deflation 
            H. Nakai (Ibaraki High School, Ibaraki, Japan)
   Identifying external or internal causes to trigger substorms has been one of the longstanding issues in the 
magnetospheric physics. It was recognized earlier that sudden changes in the interplanetary magnetic field  (IMF), 
particularly northward turnings of the IMF, were able to trigger the expansion phase of substorms. While the studies 
of individual events as well as statistical results strongly suggest the existence of external triggering actions for 
expansion onsets, it is well known that substorms can often be commenced in the absence of evident changes in both 
the IMF and solar wind. This implies that there exist some favorable conditions in the magnetosphere for the 
expansion onset of substorms. The magnitude of the magnetotail magnetic field has been considered in particular to 
be an important key parameter for triggering actions. In this respect, however, it is not quite understandable that 
substorms can actually occur under various tail-field intensities. 
   Using magnetic field data from ISEE 1, Nakai and Kamide  [2003a] suggested that the reasons for this enigmatic 
discrepancy are twofold. First, the total pressure of the magnetotail can vary in different time scales, corresponding to 
different interactions between the solar wind and the magnetosphere. Therefore, to understand the behavior of the 
magnetotail comprehensively, we have to examine the several types of pressure variations and their inter-correlations. 
The second possible reason for the discrepancy is that all substorms identified on the basis of observations at ground-
based observatories are not necessarily caused by a single type of physical process in the magnetosphere. Spacecraft 
observations have revealed that the total pressure of the magnetotail decreases, at times, suddenly in conjunction with 
the expansion onset of substorms. Those events are termed as the "magnetotail deflations" in the present study. 
Nakai and Kamide [2003a] noted also that substorms not accompanied by a magnetotail deflation exist. Using UVI 
auroral images from Polar, Nakai et al. [2002] and Nakai and Kamide [2003b] examined  auroral breakups in detail, 
confirming the existence of both types of  auroral breakups; i.e., the breakups with and without magnetotail deflations. 
These two types should be distinguished to discuss the threshold for substorm triggering actions, because they are not 
necessarily caused by the same mechanism in the magnetotail. 
   Aiming at extending the results of Nakai and Kamide [2003a], statistical features of the magnetotail deflation are 
examined in more detail in this study. Thirty-seven sudden decreases in the total pressure in conjunction with the 
onsets of auroral breakups were identified to occur. Plotting the total pressure as a function of the Dst index, it is 
found that the total-pressure values just prior to the deflation events delineate approximately the upper limit of the 
entire data points. This implies that a magnetotail deflation is preferably triggered when the magnitude of the total 
pressure becomes a critical value, which is determined depending on the Dst index. Other statistical characteristics in 
the magnetotail deflation events are also discussed. 
Nakai, H., Y. Kamide, and M. Brittnacher, Magnetic field and plasma variations in the mid- magnetotail associated with 
        pseudo and major breakups, Proc. ICS-6, edited by R. M. Winglee, pp. 364 - 369, 2002. 
Nakai, H., and Y. Kamide, Substorm-associated large-scale magnetic field changes in the magnetotail: A prerequisite 
        for "magnetotail deflation" events, Annales Geophys., 21, 869, 2003a. 






Characteristics　 of　upward　 field-aligned　 currents　 on　 the　 nightside
　 　　 　 　 　　 　 　　 　 ONakano　 S.　and　 T.　Iyemori
　　　　　　　 (Graduate　 School　 of　S(:ience,　Kyot{,　 University)
　 Nightside　 eastward/westward　geomagnetic　 disturballces　 at　nrid-latitudes　 in　the　 northern/southern　hemispheres
are　 attributed　 to　 nightside　 upward　 field-aligned　 currents　 at　 high-latitudes　 (e.g.,　 Nakano　 and　 I:ye・mori　 [,J.　Geo-
1)h・ys.　Res.,　 in　press]).　 The　 upward　 currents　 are　 thought　 to　 be　 related　 to　 dawn-dusk　 asymmetrical　 geomagnetic
disturbances　 durillg　 main　 phases　 of　geomagnetic　 stornユs.　 In　order　 to　discuss　 storm-time　 variations　 in　the　 nightside
upward　 currellts,　 we　 examilled　 easトwest　 geomaglletic　 disturbance丘elds　at　 mid-latitudes　 on　 the　 nightside.　 Tlle
reSults　 show:
1.　Upward　 field-aligned　 currents　 on　 the　 nightside　 are　 well　 correlated　 with　 convection　 electric　 fields.
2.　Substorm　 expansion　 seems　 to　trigger　 the　 enhancement　 of　upward　 currents　 on　 the　 nightside.
These　 results　 suggests　 tllat　 the　 nightside　 upward　 field-aligned　 currents　 would　 be　 controlled　 by　 both　 convection
electric　 fie}ds　 and　 sllbstorms.　 We　 will　 discuss　 a　possible　 substorm　 effect　 on　 the　 nightside　 upward　 field-aligned
currents.
夜側中緯度のおける地上磁場の東西成分の擾乱は,主 として沿磁力線電流に起因するものであると考えられる.本
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Dst index as interpreted in terms of a spherical h 
geomagnetic variations at the earth's surface 
M.  Sugiura-. (CRL), Y  Hamano (Univ. of Tokyo), T. 
 Electro-  Communications)
armonic expansion of the scalar potential for
Kamei  (Kyoto Univ.), and T. Motoba (Univ. of
 The Dst index is widely used as a measure of severity of magnetic storms. In deriving this index 
from the horizontal component of the geomagnetic field at designated four (or five) low latitude 
observatories it is tacitly assumed that worldwide magnetic field decrease observed at low latitudes 
during a magnetic storm is roughly uniform and is directed parallel to the dipole axis. In this paper 
we present examples showing that the Dst index indeed is a good approximation to the sum of the 
external and internal parts of the northward component of the field derived from the spherical 
harmonic expansion of the scalar potential of degree 1 = 1) and order 0 = 0). The figure given 
below for the magnetic storm of April 6, 2000 clearly shows this relationship. For the axially 
asymmetric field (m  ? 0) we discuss the statistical characteristics of these components. The 
morphological  features of the disturbance field are discussed in terms of the dynamical features of 
the inner  magnetosphere. 
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片岡龍峰[1]、 福 西浩[1]、 細川敬 祐[2]、 行 松彰[3]、 佐藤 夏雄[3]
[月東北大学大学院理学研究科
【2]電気通信大学情報通信工学科
[3]国 立極地研究所(併 総合研究大学院大学 極域科学専攻)
Conjugate　 analysis　 of　dayside　 ionospheric　 convection　 vortices　 using　 SuperDARN　 data
Ryuho　 Kataoka田,　 H.　Fukunishi[1],　 K.　Hosokawa[2],　 A.　 S.　YUkimatu[3】,　 N.　 Sato[3]
【1]　Department　 of　Geophysics,　 Tohoku　 University,　 Japan
[2】　Department　 of　Information　 and　 Communication　 Engineering,　 The　 University　 of　Electro-Communications
【3]　National　 Institute　 of　Polar　 Research　 (also　SOKENDAI,　 Dept.　 Polar　 Science)
Investigation　 of　 dayside　 ionospheric　 convection　 vortices　 is　an　 important　 clue　 to　 understand　 the
interaction　 processes　 between　 the　 solar　 wind　 and　 the　 magnetosphere.　 We　 have　 already　 investigated
conjugate　 Hall　 current　 vortices　 in　the　 dayside　 ionosphere　 using　 magnetometer　 network　 data　 in　the
northem　 and　 southern　 hemispheres.　 In　 this　 study　 we　 investigate　 the　 SuperDARN　 conjugate
observation　 data　 concerning　 the　 dayside　 ionospheric　 convection　 vortices.　 Merge　 vectors　 obtained
from　 pair　 radars　 are　 calculated　 using　 all　SuperDARN　 common　 program　 data　 during　 the　 8-year
period　 of　l995-2002.　 It　is　found　 from　 an　initial　analysis　 that　the　number　 of　merge　 vectors　 is　very　 few
in　 the　 dayside　 summer　 hemisphere,　 and　 the　 convection　 speed　 is　somewhat　 high　 in　 the　 winter
hemisphere.　 We　 will　 fUrther　 investigate　 the　 conjugate　 characteristics　 using　 combined　 SuperDARN
and　 magnetometer　 data,　 and　 will　 discuss　 the　 3-dimensional　 current　 system　 causing　 the　 dayside
ionospheric　 convection　 vortices　 based　 on　these　 results.
昼側電離圏対流渦 は、太 陽風 と磁気圏 の相互作用 を理解す る重要な手掛か りとなる。我々
はこれ まで、南北両半球 に点在す る磁力計ネ ッ トワークを用いて、昼側電離圏 におけるホ
ール電流渦の南北同時共役解析を行ってきた。本研究では、1995年 か ら2002年 にわたる
8年 間のSuperDARN　 common　 program全 データを用いて、ペア レーダーの視線方向速度の
足 し合わせか ら電場 ドリフ ト速度 のmerge　 vectorを 導出 し、昼側電離圏対流渦の南北半球
における違いを統計的に調べた。初期解析の結果、夏半球昼側でmerge　 vector数 自体が極
端に減少す ることと、冬半球で電場 ドリフ ト速度が若干強い傾向があることを見出 した。
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Simultaneous observations of the cusp with IMAGE low energy neutral 
atoms imager and SuperDARN radar 
S.Taguchi (Univ. of Electro-Communications), K.Hosokawa (Univ. of 
Electro-Communications), M.R.Collier  (NASA/GSFC), T.E.Moore  (NASA/ 
GSFC), M.-C. Fok  (NASA/GSFC), A. S. Yukimatu (NIPR), N.Sato (NIPR), 
and R.A.Greenwald (JHU/APL)
   Previous studies with low-altitude spacecraft and SuperDARN radar have revealed how IMF 
controls the cusp position and extent. The cusp has a larger latitudinal or longitudinal extent as the 
altitude increases, because of the Earth's field line geometry, and high-altitude spacecraft can stay at 
the cusp for a relatively longer period of time, which implies that high-altitude in-situ observations 
may provide more pieces of information on the cusp. In spite of this situation, however, the 
understanding of the IMF-controlled cusp at those altitudes is lacking, presumably because the 
magnetospheric cusp is extremely dynamic for slow-moving spacecraft. 
   Recent studies with IMAGE low energy neutral atoms (LENA) imager have shown that such a 
dynamical magnetospheric cusp can be identified inside the magnetosphere because neutral 
particles are emitted from the magnetosheath in the cusp indentation as the result of charge-
exchanging with hydrogen geocorona. In this study, we identify the characteristics of similarities 
and differences between the motion of the magnetospheric cusp, which is monitored with 
IMAGE/LENA, and the motion of the low-altitude cusp, which is deduced with SuperDARN radar. 
Our survey found several events of simultaneous observations. Detailed comparison will be 
presented including corresponding solar wind observations from ACE, and results will be discussed 
in terms of erosion on the magnetopause.
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Evolution of ring current energy density during geomagnetic storms 
ON. Yu.  Ganushkina*[1], J. Korhonen[2], T. I. Pulkkinen[1], Yu. Ebihara[3], M. Ejiri[3], 
                           and T. Fritz[4] 
     [1] Finnish Meteorological Institute, Geophysical Research, Helsinki, Finland 
                [2] University of Helsinki, Helsinki, Finland 
             [3] National Institute of Polar Research, Tokyo, Japan 
                  [4] Boston University, Boston, MA, USA
Changes in the ring current energy density during storm periods are studied. Ring current 
energy densities and total ring current energies are obtained using particle data from Polar 
CAMMICE/MICS instrument during several storms during year 1997-1998. Four different 
energy ranges for particles are considered: total (1-200  keV), low (1-20  keV), medium (20-80 
keV) and high (80-200 keV). Evolution of contributions from particles with different energy 
ranges to the total energy density of the ring current during different storm phases is followed. 
To model this evolution we trace protons with arbitrary pitch angles numerically in the drift 
approximation. Tracing is performed in stationary (T96, Volland-Stern) and time-dependent 
magnetic and electric field models. Time-dependent electric field is given by Gaussian electric 
field pulse with azimuthal field component propagating inward with constant velocity of 100 
km/s. We model particle inward motion and energization by a series of electric field pulses 
representing substorm activations during storm events. We demonstrate that such fluctuating 
fields can effectively energize the plasma sheet particles and transport them inward to closed 
drift shells. Analysing the model contributions from particles with different energy ranges to the 
model total energy density of the ring current during different storm phases and comparing with 
observations we show that the formation of the ring current is a combination of large-scale 
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　 　 　 High-latitude　 auroral　 forms　 observed　 by　al1-sky　 imager　 at　South　 Pole
　 Ebihara,　 Y　 (NIPR),　 M.　 Ejiri　(NIPR),　 S.　Okano(Tohoku　 Univ.),　 M.　 Taguchi　 (NIPR),
S.　Takeshita　 (Tokai　 Univ.),　 M.　 Tsutsumi　 (NIPR),　 M.　 Okada　 (NIPR)　 and　 T.　Mukai　 (ISAS)
Two　 different　 high・ ・latitude　auroral　 forms　 were　 investigated　 by　 using　 data　 from　 the　 all-sky　 imager
(ASI)　 at　the　 South　 Pole　 station　 (MLAT=-74.39deg,　T=UT-3 5h).　 One　 is　the　irregular　 undulations
(IUs),　 and　 another　 is　the　 quisi-periodic　 poleward　 moving　 auroral　 forrns　 (PMAFs).　 They　 are　 often
observed　 by　 ASI　 when　 South　 Pole　 is　on　 the　morning　 side.　The　 first　one,　 IU,　 appears　 to　form　 in　the
low　 latitude　 portion　 of　a　red　 arc　which　 is　most　 likely　 associated　 with　 precipitation　 of　magnetosheath-
1ike　electrons,　 and　 to　remain　 fairly　 stable　 fbr　30min.　 to　a　few　 hours.　 The　 second　 one,　 PMAF,　 has
been　 well　 reported　 in　the　 past.　 We　 focus　 on　 PMAFs　 observed　 on　 July　 29,　 2002.　 The　 conjugate
observation　 with　 the　 Geotail　 satellite　 gives　 us　 a　clue　 to　the　 particular　 PMAFs,　 that　 is,　they　 are
suggested　 to　be　 led　 by　 vortices　 of　the　 magnetospheric　 ion　 bulk　 flow　 driven　 by　 the　 KH　 instability
near　 the　low-latitude　 boundary　 layer.
南極点 全 天イ メー ジ ャー(ASI)で 観測 され た午 前側 に現 れ る特徴 的 な 高緯 度 オー ロ ラ2種
類 を報 告す る。 ひ とつ は不規則 な 波状 オー ロ ラ構造　(irregular　 undulations)、 　も うひ とつ
は極 方向 に移 動す るオー ロ ラ構造(poleward　 moving　 aurOral　 forms)で あ る。
不規則 な波状構造(IU)と 名づ け られた このオー ロ ラ構造 は、2002年 に9例 見つ かった。
特 徴は次 の とお りで ある。(1)波 長557.7nm[OI]で の発光 が顕著 で 、強度 は約5kR。(2)IU
の高緯 度側 には630.Onm[OI]の アー クが定 在す る。(3)高 緯 度方 向へ 伸び る数 十 もの波で
構成 され 、30分 か ら数時 間 にわ た り比較 的安定 に存 在す る。(4)個 々 の波 の空 間ス ケール
は100km高 度 で約30kmか ら百数 十km。 　(5)　IMF　 Bzは ゼ ロも し くはやや 北向 きが多 い。
以 上の特徴 か ら、　IUは 磁 気 圏境 界 よ り内側 の閉 じた磁 力線 で の現 象 で あ り、境 界付 近 の速
度 シアーか 、電 荷分布 の不 均一が 原因 と考 え られ る。
PMAFは よ く報 告 されて い るが 、こ こではASIの 視野 か ら伸び る磁 力線 の直近 にGeOtail
衛 星が いた 際に観測 され た準周 期的PMAFに つ いて報告す る。2002年7月29日1120-
1200UT(0750-0830MLT)に5つのPMAFを 観 測 した。周期 はお よそ6～7分 、強度 は
557.7nm[OI]で 約1kR、427.8nm[N2+(0,1)]で約400Rで あった。太 陽 風及びIMFと もに
静穏 で時 間 変動 が 小 さい ことか ら、太 陽風 動圧 の時 間変 動 に起 因 す る も ので は な いと思 わ
れ る。　Geotai1は5個 のPMAFと 同期 してイ オ ンのバル ク速度 が(北 極か ら見 て)時 計回
りに回転 して い る と見 え るよ うな様 相 を観測 した。磁 気 圏境界 にて 発達 したKH不 安定 性
によ って作 られ た局 所的 な イ オ ンのバ ル ク速 度 の渦構 造 が 、磁気 圏尾 部 方 向 に移動 して い
った と考 え ると、　GEOTAILの 観測 とASIの 観測 を比較 的説 明 しやす い。 講演 ではIUと
PMAFの 生成 に関 して議論 した い。
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昼 間 側 で み ら れ る 準 周 期 的 可 視 オ ー ロ ラ の 特 性
○村 田 洋 三(総 研 大)、 佐 藤 夏 雄 、 山 岸 久 雄 、 行 松 彰 、 菊 池 雅 行(極 地 研)、
楊 恵 根 、 劉 瑞 源(中 国 極 地 研)
　 　Characteristics　of　 quasi-periodic　visible　 auroras　 in　the　 postnoon　 sector
　 OY.　 Murata　 (Grad.　 Univ.　 Advanced　 Studies),　N.　Sato,　H.　Yamagishi,　 A.　S.　Yukimatu,　 M.　Kikuchi　 (NIPR),
　 　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　H.　Yang,　 R.　Liu　(PRIC)
A　 number　 of　quasi-periodic　 visible　 auroras　 have　 been　 observed　 in　the　dayside　 region.　 The　 dynamics　 of
quasi-periodic　 aurora　 are　 variable　 with　 respect　 to　the　 tempora1　 /　spatial　 variations.　 Their　 generation
mechanisms　 are　still　unclear.　 The　 field　of　view　 of　SENSU　 Syowa　 East　 HF　 radar　 covers　 over　 the　Chinese
ZhongShan　 Station　 (invariant　 latitude　 is　74.5°S　 and　 MLT=UT+1.5hr)　in　Antarctic&　 where　 an　all-sky　 TV
camera　 and　 a　high-speed　 multi-channel　 (427.8㎜,557.7㎜,630.0㎜)　meridian　 scanning　 photometer　 are
operating.　 Such　 coordinated　 tools　 could　 give　 us　 an　important　 opPortunity　 to　 solve　 the　 generation
mechanism　 of　the　quasi-periodic　 visible　 aurora.
昼間側のオーロラを地上か ら観測すると、しばしば準周期的な時間的/空 間的変動を見ること
ができる。この様なオーロラは、磁気圏の境界領域が、太陽風やinterplanetary　 magnetic　 field
(IMF)と 相互作用を起 こす ことで、磁気圏内に侵入 したオーロラ粒子が、磁気圏電 離圏結合系
において何 らかの原因で加速 され、発生す ると考えられる。その代表的な例 として、極方向へ繰
り返し移動をみせるpoleward　 moVingauroralforms(PMAFs)が ある。　PMAFsは 、　IMF　Bzが
負の時、もしくはIMF　 Bzがoに 近 くてもIMF　Byが 大きいときに発生し易く、また、　IMF　Byの
向きに応 じて、その出現領域が北半球側では朝側(By>o)、 及び夕側(By<o)へ と変化することが知
られている。発生原因については、磁気圏前面の境界領域で起 こる準周期的なreconnectionが
flux　transfer　events　(FTEs)　 を引き起 こし、それに伴ってオー ロラ粒子が振 り込んでくると考え
られている。 しか し近年、磁気圏の側面(04MLTや20MLT付 近)に おいてもFTEsが 観測される
という報告や、Pc5型 地磁気脈動を伴う沿磁力線共鳴に関連 して、準周期的なオーロラが発生す
るという報告もあり、これ ら新 しい知見に見合う様なオー ロラの特性や発生機構は、明らかにな
っていない。
南極の中山基地は、昭和基地よりも高緯度側の地磁気緯度が～-74.5°のカスプ域に位置してお
り、磁気地方時(MLT=UT+1.5hr)の 真昼(12MLT)か ら夕方側(20MLT)に かけての準周期的可視オー
ロラを観測するのに適 している。また、高時間分解能の全天TVカ メラ(～2sec)や 多色掃天フォ
トメータ(4sec)に よる地上か らの観測に加え、　SENSU　 Syowa　 EastHF　 radarが 、中山基地上空
を広 くカバーしていることか ら、オー ロラ直上の電離圏対流の様子 を同時に観測することができ
るといった特長を持つ。
本研究では、1999年 に中山基地で得 られた準周期的可視オーロラのデータか ら、その周期や
動態により大きく4つ のタイプに分類 した。
a)コ ロナタイプのオー ロラは、15MLTよ り真昼側で出現 し、1分 程度の発光強度の変動をも
っ。また、しばしばPMAFsと みられる極方向への移動がみ られ、それ 自身渦構造をもっ場
合もある。
b)1～2分 程度の周期的変動をもつアーク1バンド状のオーロラは、　MLTが 真昼か ら夕方にかけ
て最もよく見 られるオー ロラで、15MLTに 発生頻度のピークをもつ。IMFBzに 依存 し、IMF
Bzが 正の時は天頂よりも高緯度側、　IMF　Bzが 負の時は低緯度側に出現することが多い。
c)夕 方側の時間帯に広 く分布 し、5～10分 程度の周期でアーク1バン ド状のオー ロラが くり返
し極方向に移動する。太陽方向のフローを伴いなが ら、夜側か らアークが伸びて くることが
多い為、　boundary　 plasma　 sheet　(BPS)起 源の高いエネルギー粒子が振 り込んでいると考
えられる。　IMF　Byが 負の場合でも、20%程 度の割合で観測されることや、18MLTを 過ぎて
もしばしば観測されることから、昼間側で観測されるPMAFsと は異なる特徴をもつ。
d)夕 方側の時間帯に広 く分布 し、5～10分 程度の周期でアーク1バン ド状のオーロラが くり返
し赤道方向に移動する。IMFBzが 負の時にみられることが多いことから、　polar　capの 動き
に関係 していると考えられる。




 IMF F140),Milt,-;/ 3 ,7  t:_. 
     7°01. 0) Jr:RAI-NM PALIVA*
°NTT,  [11W-Ntf\ti  (2),  iftWIttf  (2), giMn-,(3) 
 (i)))  •  s  T  E  F,  (2)  mi'LliNt-the,  (3)  1=1  AtrNite
Conjugate cusp-latitude ionospheric absorption event 
accompanied to a solar wind shock during northward  IMF
 M. Nishino (1), H. Yamagishi (2), N. Sato (2), Liu Ruiyuan (3) 
(1) STE Lab. Nagoya Univ, (2) NIPR, (3) Polar Research Institute of China
 Solar wind—magnetosphere interaction at the dayside magnetopause during northward IMF is 
less understood comparing to that during southward IMF. Studies of electrodynamics at the 
dayside magnetopause and magnetosphere-ionosphere coupling have been carried out by daytime 
auroral observations in the cusp-latitude so far. Cusp/cleft auroral activity in relation to solar 
wind dynamic pressure and the IMF-Bz and -By was presented by e.g. Sandholt et al (1994). 
However, available observation period for daytime aurora is strictly restricted due to sunlit 
condition in the polar region. An imaging riometer (IRIS) measuring cosmic radio noise 
absorption in the polar ionosphere is capable all time, and furthermore simultaneous IRIS 
observation between northern and southern high-latitudes is a unique, powerful means. 
 In this study, an ionospheric absorption event obtained by the imaging riometers at Ny 
Alesund (NYA,  75° MLAT), Svalbard and Zhongshan (ZHS,  75° MLAT), Antarctica is presented 
as a case study. The absorption event was observed at the both stations in the magnetic pre-noon 
on August 26, 1998, showing a pronounced spike-shape accompanied to an abrupt increase of the 
solar wind dynamic pressure  (— 15 nPa) and a northward change of the IMF. The absorption 
spikes at NYA were preceded by 3-4 minutes comparing the ones at ZHS. The absorption region 
determined by the multiple beams of the both IRISs was expanded in the area exceeding the IRIS 
field-of-view (FOV,  — 300 x 300 km). The absorption showed poleward motion at the both 
stations, accompanied to the solar wind shock. 
 UV images from the POLAR satellite showed auroral emissions in the oval extending in east-
west direction over the Ny Alesund station, which correspond to the absorption images observed 
at NYA. Radio echoes from the CUTLASS HF radar showed a convection flow reversal 
changing from sunward to anti-sunward directions over the NYA station during the absorption 
event. The DMSP  F-13 satellite flying over NYA demonstrated short-time electron bursts with 
200  eV— 2 keV energies precipitating from the LLBL. The IMAGE magnetometer chain in 
Svalbard showed impulsive variations in the geomagnetic X-component. 
  From the above conjugate features of the absorption and related satellite and ground data, 
electrodynamics of energetic electron precipitation into the cusp-latitude ionosphere is discussed.
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5-4
CMEに 伴い ドー ムふ じ観測拠点および南極点基地で観測されたタイプAオ ー ロラ
ー 速報 一
宮岡 宏(極 地研)、 中野 啓(静 岡大工)、 佐藤夏雄、新海雄一、海老原祐輔、
江尻全機(極 地研)
　 　 　 　 Type　 A　aurora　 observed　 at　Dome-Fuji　 Camp　 and　 South　 Pole　 Station
　 　 　 　 　 　 　 　 inconnectionwithCME　_Preliminaryreport_
H.　Miyaoka(NIPR),　 K.　Nakano(Shizuoka　 Univ.),　N.　Sato,　Y.　Shinkai,　 Y.　Ebihara　 and　M.　Ejiri(NIPR)
A　 prominent　 excitation　 of　 dayside　 Type　 A　 aurora,　 with　 a　large　 enhancement　 of　 630nm　 in　 the　 higher
altitude　 region　 was　 observed　 at　Dome-Fuji　 Camp　 (77.3S,　 39.7E)　 ,　Antarctica　 on　 May　 29,　 2003,　 just　 afer
the　 arrival　 of　solar　 wind　 disturbance　 produced　 by　 a　coronal　 mass　 ejection.　 We　 will　 report　 on　 this　 event
preliminary　 using　 all-sky　 auroral　 image　 data　 from　 Dome-Fuji　 and　 South　 Pole　 station,　 and　 also　 DMSP
particle　 data.
現在南極越冬中の第44次 隊では、昭和基地に加 えて ドームふ じ観測拠点(77.3S,39.7E)に
おいてもオー ロラ光学観測 と地磁気観測を実施 している。内陸高気圧 の下にあって気象が安定
し、雲 も少なく、予想以上に長時間のオー ロラ観測が行われている。 さらに、ここは磁気緯度
70.9S(CGM)、L値:9.5に 位置 し、オーロラサブス トー ムの発 生過程 を研 究す る上で重要な地
上観測点である。
2003年5月29日12UT頃、 コロナ質量放出(CME)に 伴 う太陽風の擾乱が地球磁気圏を襲
い、中規模の磁気嵐(Dst:-100nT)が 発生 した。 この時、 ドームふ じ観測拠点はちょうど昼間
側に位置 し、擾乱の到達 とほぼ同期 して630nmが 高高度に卓越するタイプAオ ー ロラが2時 間
以上にわた り安定に観測 された。 ドームふ じ観測拠点はカスプより低緯度側の　closed　field-line
領域に位置 していたが、強い630nmの オー ロラを継続的に励起するに足る大量の低エネルギー
電子の流入があった ことを意味す る。オーロラ観測装置 としては、全天デジタルカラーカメラ
(30sec/F)と 全天TVカ メラが稼働 してお り、この うちインマルサ ッ ト衛星経由で伝送 したデ
ジタルカメラデータの解析 を中心に、カスプに位置する南極点基地の全天オーロラデータなら




一昭 和基 地 上 空 が アイス ラン ド上空 よ り も常 に活 動 が大!?一
〇佐 藤 夏 雄(極 地 研)、　Thorsteinn　 Saemundsson　 (ア イ ス ラ ン ド大)、 共 役 点 観
測 チ ーム
　 　 　 　 　 　 　 Non-conjugacy　 of　Auroral　 Breakup
－Auroral　 activity　 over　 SyOWαis　 always　 higher　 than　 that　 over　 lceland!?一
〇Natsuo　 Sato　 (NIPR),　Thorsteim　 Saemundsson　 (Univ.　 Iceland),　 Conjugate　 observation
team
　 Using　 all-sky　 TV　 camera　 data　 we　 examined　 conjugacy　 of　auroral　 breakup　 phenomena
obtained　 at　 Syowa-Iceland　conjugate-pair　 stations　 located　 in　 the　 auroral　 zone.　 All-
events　 of　 three　 case　 studies　 showed　 that　 features　 of　 dynamic　 changes　 including
poleward　 expansion　 were　 more　 clear　 and　 active　 over　 Syowa　 than　 that　 over　 Iceland.
昭和基地の地磁気共役点がアイスラン ドに位置 していることを利用 した、
オー ロラ現象の南北半球共役点観測は1984年 以降継続的に実施 してきている。
ここではオーロラブ レイ クア ップ現象の共役性に関 して言及す る。　Sato　et　al
(JGR1998)で は、孤立型オーロラブ レイ クアップ現象例(1988年9月12日 イ
ベン ト)の 共役性について報告 している。 この例では、ブ レイ クア ップの開始
時刻が昭和基地上空の方がアイスラン ド上空より約1分 早 く、かつ、活動度 も
昭和基地上空の方が高かった。
今回の発表では、オー ロラTVカ メラで観測 された最近の共役点観測データ
を用いて、ブ レイクア ップ活動度の共役性比較を再度試みた。2000年 以降現在




に快晴になる確率が極めて小さいことによる。 この2イ ベン トをTVカ メラの
動画像やケオ グラム解析による比較を行った結果、両イベ ン ト共に、昭和基地
側はPoleward　 expansionを 伴 う典型的なブレイクアップ現象であった。一方、
アイスラン ド側 では　Poleward　 expansion　 の発達が弱かった り、その伝搬速度
が遅かった りしていた。っま り、相対的には、昭和基地側がアイスラン ド側 よ
りもブレイクア ップの活動度が大きかった。
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Outline of the PPB experiment in JARE44
 ° H. Yamagishi(NIPR), PPB experiment team
 Circum-polar balloon experiment for the upper atmosphere physics and cosmic ray study was carried 
out at Antarctic Syowa Station in 2002/2003 austral summer season by  JAREA-4 as a collaborative 
research between NIPR, Institute of Space and Astronautical Sciences, and several universities. 
Launching window at Syowa Station was selected in late December to early January because of 
steady westward wind in the stratosphere to complete the circumpolar trajectories. 
  For the cosmic ray observation, one 100,000 m3 zero-pressure balloon was launched on 30 
December. However, there was a trouble in cut-down command system, and the flight train was cut 
just before the launch, and only the balloon was released (the payload remained on the ground). The 
payload was brought back to Japan in April 2003 and waiting for the next chance of launching. 
 For the upper atmosphere physics observation, three 50,000 m3 balloons were prepared with 
identical instrumentation, consisting of auroral X-ray imager, 3-axis magnetometer, DC electric field 
instrument, ULF—VLF wave instrument, and the ionospheric total electron content measurement by 
GPS. Theses three balloons were planned to be launched successively with a spatial separation of 
 —200 km in order to separate spatial and temporal variations of the phenomena occurring in the 
boundary regions in the magnetosphere. The first balloon, PPB No.9, was launched on 6 January, but 
the flight was terminated 2 hours after the launch due to the same kind of trouble in the cut-down 
command system. After a week of waiting, PPB No.8 and 10 were launched successfully at 06:49 
and 12:16 UT on 13th January. The balloons reached a ceiling altitude of 32 km and moved 
westward at a speed of about 20 km/h. When they traveled halfway round the Antarctica on 25 
January, the wind system in the stratosphere changed directions. PPB No.8 was stagnated there for a 
week, while PPB No.10 moved towards lower latitudes and dropped on the ocean 300 km offshore 
of Patagonia on 31 January 2003. After a week of stagnation, PPB No.8 started to move towards 
lower latitudes on 31 January, and seemed to drop on the ocean 500 km offshore of Patagonia on 7 
February 2003. 
   During these flights, the balloons traversed magnetic latitude range of  5070 degrees, and the 
separation of the balloons changed from 150km to about 1500km. Observed data were directly 
transferred to Japan by Iridium satellite telephones, as well as telemetered to the ground at Rothera 
Station in Antarctic Peninsula in collaboration with British Antarctic Expedition. The wave 
instrument onboard observed  Pc  1  -like pulsations, ELF hiss, polar chorus and auroral hiss. Some of 
the wave phenomena were observed simultaneously, some were not by the two balloons, reflecting 
spatial extent of the phenomena. Auroral X-ray imager detected several strong auroral X-ray events 
during the flight.
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6-2 第44次 南 極 周 回 気 球(PPB)実 験 で の 放 球 と受 信
松 坂 幸 彦i並 木 道 義1齋 藤 芳 隆 門 倉 昭2
佐 藤 薫2橋 田 元244次 宙 空 隊 員343次 宙 空 隊 員4
山 岸 久 雄2佐 藤 夏 雄2江 尻 全 機2片 寄 祐 作5山 上 隆 正1
　 　Launching　 and　 Receiving　 Operation
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 for
The　 44th　 Polar　 Patrol　 Balloon　 Experiments
Yukihiko　 MATSUZAKA　,　Michiyoshi　 NAMIKI　 ,　Yoshitaka　 SAITO　 ,　Akira　 KAD
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 OKURA
　 　 　 　 Kaoru　 SATO　 ,　Gen　 HASHIDA　 ,　44th　 UAP　 members　 ,　43th　 UAP　 members
Hisao　 YAMAGISHI　 ,　Natsuo　 SATO　 ,　Masaki　 EJIRI　 ,　Yusaku　 KATAYOSE　,　Takamasa　 Y
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 AMAGAMI
abstract:　 From　 late　 December　 of　 2002　 to　 early　 January　 2003,　 the　 members　 of　 43th　 and　 44
th　 Japanese　 Polar　 research　 Expeditions　 launched　 four　 balloons,　 which　 were　 a　 balloon　 of　 lO
O,000m3(BlOO)　 and　 three　 balloons　 of　 50,000m3　 (B50)　 from　 Syowa　 Station　 in　 the　 Antarctic
a.　 The　 scientific　 objective　 of　 the　 former　 was　 an　 observation　 of　 cosmic-ray　 spectrum　 above
lO　 Gev,　 and　 objectives　 of　 the　 latter　 studied　 spatial　 and　 temporal　 variations　 of　 the　 pheno
mena　 occurring　 in　 the　 boundary　 regions　 in　 magnetosphere　such　 as　 plasmapause,　LLBL,　 PS
BL　 and　 the　 cusp.　 A　 BIOO　 and　 one　 B50　 were　 not　 launched　 and　 flown　 unfortunately　ue　 to
a　 trouble　 in　 cut-down　 command　 system.　 The　 rest　 of　 balloons　 were　 launched　 successfully
on　 l3　 January.　 They　 reached　 a　 ceiling　 altitude　 of　 32　 km　 and　 moved　 westward　 at　 a　 speed
of　 about　 20　 km/h.　 When　 they　 reached　 halfway　 of　 their　 circum-polar　flight 25　 January, the
wind　 direction　 in　 the　 stratosphere　 changed　 and　 these　 balloons　 were　 stagnated　 there,　 and　 f
inally　 moved　 eastward.　 During　 these　 flights,　 the　 balloons　 were　 traversed　 magnetic　 latitude
range　 of　 50-70　 degrees,　 and　 the　 separation　 of　 the　 balloons　 changed　 from　 l50　 km　 to　 l500
km.　 Observed　 data　 were　 directly　 transferred　 to　 Japan　 by　 Iridium　 satellite　 telephone　 system.
The　 onboard　 wave　 instruments　 observed　 Pcl　 pulsations,　 ELF　 hiss,　 polar　 chorus　 and　 aurora
hiss.　 Also　 we　 observed　 many　 aurora　 x-ray　 events.　 We　 had　 a　 novel　 experience　 of　 launchin
g　 a　 large　 balloon　 with　 lOO,000m3　 in　 volume　 and　 two　 balloons　 consecutively　in　 the Antarct
ica.　 We　 think　 this　 experience　 make　 way　 for　 future　 PPB　 experiments.　We　 could　 successfull
y　 receive　 telemetry　 data　 at　 Rothera　 Station　 in　 Antarctic　 Peninsula　 that　 is　 about　 400　 km　 a
way　 from　 a　 balloon　 ceiling　 at　 32　 km　 altitude.　 We　 used　 the　 receiver　 in　 Rocket　 telemetry　 c
enter　 (RT　 center)　 and
in　 a　 waste　 storage　 for　 checking　 telemetry　 system　 on　 the　 ground.　 These　 receiving　 systems
were　 an　 effectual　 method　 for　 checking　 jamming　 and　 trouble　 of　 radio　 wave.　 In　 this　 paper,
we　 describe　 launching　 operation　 and　 receiving　 operation　 in　 detail.
概 要
第44次 南 極 観 測 で 行 わ れ たPPB実 験 で は 宇 宙 線 物 理 観 測 器 に 使 用 し た 容 積100,000m3の
BlOO気 球1機 、 地 球 物 理 観 測 ・器 に 使 用 し た 容 積50,000m3のB50気 球3機 の 計4機 を 放 球 し
た 。　BlOOお よびB50の2機 の 気 球 は放 球 後 発 生 し た 不 具 合 で 飛 翔 は 成 功 し な か っ た が 、 後
の2機 の 地 球 物 理 観 測 気 球 は4時 間 の 間 隔 で 放 球 に 成 功 し南 極 を 半 周 させ る こ と が で き た 。
2週 間 を超 え る 飛 翔 で は2機 同 時 に磁 気 嵐 に 遭 遇 し多 く の 科 学 的 成 果 が 期 待 で き る 観 測 を
行 う こ とが で き た 。B100と い う大 型 気 球 の 放 球 、B50気 球 の 連 続 放 球 等 南 極 観 測 で は 初 め
て の試 み とな っ た が 、 どれ も が 将 来 の 南 極 気 球 実 験 へ の 道 を 開 い た も の と考 えて い る。
受 信 に 関 して は 昭 和 基 地 に あ る ロ ケ ッ トレ ー ダ ー テ レメ ー タ(RT)棟 の 受 信 局 に加 え 、 放
球 場 に あ る第 二 廃 棄 物 保 管 庫 内 に も簡 易 受 信 局 を配 置 した 。 観 測 器 の 噛 み 合 わ せ 試 験 は2
っ の 受 信 局 で デ ー タ を チ ェ ッ ク す る こ とが で き 、 受 信 障 害 や 動 作 不 具 合 原 因 追 及 等 に 有 効
で あ っ た 。 イ ギ リ ス の ロ ゼ ラ 基 地 と 中 国 の 中 山 基 地 に も簡 易 受 信 局 を 配 置 し 、　PPBダ ウ ン
リン ク 局 と した 。 ロゼ ラ 基 地 で は 約400km離 れ た 位 置 で 高 度32kmの 地 球 物 理 観 測 気 球 の 電
波 を 受 信 す る こ とに 成 功 した 。 こ こで は 大 型 気 球 の 放 球 と受 信 に 関 して 報 告 す る。
1宇 宙科 学研 究所2国 立極 地研 究 所3通 信 総合 研 究所 、気象 庁、大原 鉄 工所 、大 分 工業 高校





並木道義、松坂幸彦(宇 宙研)、山岸久雄、門倉昭(極 地研)、村上浩之(立 教大)、笠原克昌、藤井森、ノ」河哲之(芝 浦工
大)、柴田愼雄、片寄裕作、井上正(横 浜国大)、北村尚 倣 医研)、小林正(青 山学院大)、古森良志子(保 健福祉大)、水
谷興平、平井勇祐(埼 玉大)、常進(中 国科学院紫金山天文台)
ObservationofHigh-EnergyCosmicRayElectronsbyPolar-Pa加olBa皿oon
S.ToriLT.TamU夙N.TateyamaKYoshida,Kudil螂TYamashita　(Kanag w U め 　J.NiShimura,　 TYamaga塒YSaho,　 S.Ohta,
MNamiki,YM舳 圃(aσSAS),H.Yamagislt　 AKadok㎜ 　(NIPR),　 KK繊 　MFujii,　 S.Ogawa　 (ShibaumInstittrteof
Tedmology),　 MShibata,YKatayosq　 Tlnoue　 (YokohamaNationalUniv.>　 HKitam㎜ 　(NIRS),　 1{Mu蜘 ㎡(Rikkyou　 Univ.)





CCD㎜ ㎝s　 {rre　employed　 fo曲e　 tw()-dimensional　 readOn　 of　 scin皿 血 ㎎ 　　fibers.　 The　 scien面c　 goal　of
observadon　 iS　tO　identify　the　nearby　 electrons　 souroes　 by　detail(Xi　measurem(血of血eel㏄ 廿on　en㎎y駆 珈min血e





















　 　 　 　 　 Observations　 of　hard　 X-ray　 of　auroral　 origin　 with　 PPB　 No.8　 and　 10
TomokazuNakamura(Fac.of　ScLOCU),Masami　 Uchida(Shinaijyogakuin),Masaki　Ejiri(NIPR),Yusuke　 Ebihara(NIPR),Nao}・a　 Oshima(Fac.　 of　Sci.,OCU)
Akira　 Kadokura(NIPR),Yoshitaka　 Saito(ISAS),Natuo　 Sato(NIPR)Hiromu　 Suzuki(Fac.　 of　SciりRikkyoU),Wataru　 Takahashi(Fac.　 of　Sci.ρCU),
Michio　 Nakagawa(Fac.　 of　Sci.ρCU),Michiyoshi　 Namiki(ISAS),Yukihiko　 Matuzaka(ISAS),Noki　 Matumoto(Fac.　 of　Sci.ρCU)
Kenji　Mukai(Fac.　 of　Sci.,OCU)Hiroyuki　 Murakami(Fac.　 of　Sci.,RikkyoU),Makoto　 Yamauchi(Fac.of　 Engineering,Miyazaki　 U)
Takamasa　 Yamagami(ISAS),Hisao　 Ymagishi(NIPR),Mikio　 Yamamoto(Fac.of　 Engineering,Miyazaki　 U)
PPB　 No.8　 and　 10　were　 launched　 in　rapid　 succession　 to　form　 a　cluster　 of　balloons　 during
their　 flight　 at　 Jan.　 13　 ,2003　 from　 Syowa　 Station　 ,Antarctica　 by　 the　 44th　 Japanese
Antarctica　 Research　 Expedition　 (JARE-44).
The　 detection　 system　 on　 PPB　 #8　 is　the　 same　 as　PPB　 #10's.　 X-ray　 sensors　 of　this　 system
are　 able　 to　show　 the　 intensity　 contour　 for　auroral　 event　 and　 the　 energy　 spectra　 of　aurora
with　 energy　 range　 from　 30　 keV　 to　778　 keV　 .
At　 25th　 Jan.2003　 ,　X-ray　 sensors　 detect　 Auroral　 events.　 In　this　 paper,　 we　 present　 the
figures　 and　 energy　 spectra　 of　auroral　 X-rays　 in　detail.
南 極 周 回大 気 球　(　Polar　 Patrol　 Balloon,略 称PPB)実 験 の大 気 球 は、2003年1月13
日に南 極 の 昭和 基 地 よ り8号 機 と10号 機 が約6時 間 の 間 隔 をお い て続 け て放 球 され 、2機 の
気 球 は約100km離 れ て 編 隊 飛 行 を続 け 、南 極 大 陸 を半 周 し ま した 。 そ して10号 機 は1月
31日 に、8号 機 は2月7日 に飛 翔 を終 え ま した 。
PPB8号 機 お よび10号 機 そ れ ぞ れ の オ ー ロ ラX線 観 測装 置 は 、視 野15°(FWHM)のNaI
検 出器 と、広 視 野155° のBGO検 出器 とか らな っ てい ます 。Nal検 出器 は 、 同 じ方位 角 で
天 頂 か ら10°,20°,30°,40° に傾 け られ て い て そ れ らを一 組 に し、 この4台 一組 を方位 角
0°,90°,180°,270° に設 置 し ま した 。 従 っ て16台 の検 出器 で 天頂 角 約55° の 天 球 を観 測
す る事 が 出 来 、これ らの 計 測 値 を用 い て2次 元 像 を描 く事 が で き ます 。さ ら にNaI検 出 器 と、
BGO検 出器 とで広 い エ ネ ルギ ー領 域(30～778keV)の オ ー ロ ラX線 ス ペ ク トル を得 る こ と
が 出 来 ます 。
今 回 の 実験 で 得 られ た デ ー タの 中 で 、 特 に1月25日 は両 機 と もオー ロ ラ と思 われ るX線
の 強 度 変 動 が み られ 、8号 機 で は4回 、10号 機 で は2回 観 測 され ま した。 そ の他 に も1月
25日 の前 後 で オー ロ ラ と思 われ る強 度 変動 が 見 られ ま した。この得 られ た デ ー タか らオ ー ロ




斎 藤 芳 隆 、 松 坂 幸 彦 、 並 木 道 義 、 鳥 海 道 彦 、 太 田 茂 雄 、 山 上 隆 正(宇 宙 研)
山 岸 久 雄 、 江 尻 全 機 、 佐 藤 夏 雄 、 海 老 原 祐 輔 、 門 倉 昭(極 地 研)、 片 寄 祐 作(横 国 大)、
藤 井 森(芝 浦 工 大/宇 宙 研)、 村 上 浩 之(立 教 大)、 内 山 貞 幸 、 紺 野 祐 司(ク リ ア パ ル ス(株))
Performance　 of　 the　 house-keeping　system　 for　 the　 polar　 patrol　 balloons
Saito　 ¥oshitaka,Matsuzaka　Yukihiko,　 Namiki　 Michiyoshi,　 Toriumi　 Michilliko,　 Ohta　 Shigeo,
Yamagami　 Takamasa　 (ISAS)　 Yamagishi　 Hisao,　 Ejiri　 Masaki,　 Sato　 Natsuo,　 Ebihara　 Yusuke,
Kadokura　 Akira　 (NIPR),　 Katayose　 Yusaku　 (Yokohama　 Natienal　 Univ.),
Fujii　 Mori　 (ISAS/Shibaura　Inst.　 of　Tecll.),　 Murakami　 Hiroyuki　 (Rikkyo　 Ulliv.),
Uchiyama　 Sadayuki,　 KoImo　 Yuji　 (Clear　 Pulse　 Ltd.)
　 From　 the　 end　 of　2002　 to　the　 beginning　 of　2003,　 we　 have　 launched　 4　balloons　 from　 the　 Syowa　 station.
Being　 different　 from　 the　 experiments　 ill　Japan,　 1).　 the　 fiight　 duration　 is　much　 longer　 and　 beyond
2　weeks,　 2).　 direct　 communication　from　 the　 Syowa　 base　 to　 the　 balloon　 is　impossible,　 3).　 the　 sun
does　 not　 set　 and　 its　light　 is　always　 available.　 Based　 on　 these　 preperties,　 we　 newly　 developed　 1).　 the
power　 managing　 system　 using　 the　 solar　 panels,　 2).　 the　 satellite　 commullication　 system,　 and　 3).　 the
auto-level　 controller,　 keeping　 the　balloon　 altitude　 high.　 These　 systems　 were　 equipped　 in　the　balloons
and　 worked　 well.　 Two　 successful　 balloons　 flew　more　 than　 2　weeks　 as　shown　 in　tlle　figures.　 Since　 we
have　 well　studied　 the　properties　 of　the　system　 in　the　Antarctic　 sky,　it　becomes　 possible　 to　tune　 the
system　 in　detail　to　perform　 stlccessful　 baUooll　 experiment　 ill　future.
南 極 の 夏 期 に は安 定 した 東 風 が あ る た め 、 昭 和 基 地 で 放 球 さ れ た 気 球 は 南 極 大 陸 を一 周 し、 二 週 間 程
度 後 に 再 び 昭和 基 地 に戻 っ て く る こ と が 知 られ て い る。 我 々 は こ れ を利 用 し、2002年 末 か ら2003年 初
頭 にか け て 、 宇 宙 物 理 観 測(宇 宙 電 子 線 観 測)一 機 、 地 球 物 理 観 測(オ ー ロ ラ とそ れ に 伴 う変 動 の 観 測)
三 機 の 気 球 実 験 を南 極 の 昭 和 基 地 に て行 っ た(Polar　 Patrol　 Balloon(PPB)実 験)。
南 極 で 気 球 実 験 を行 う場 合 は 、 日本 の 三 陸 で の 実 験 と比 較 す る と、1.実 験 が 二 週 間 と長 期 間 に お よぶ
こ と、2.気 球 が 基 地 か らの 見通 し外 を飛 翔 す る こ と、3.ほ ぼ 一 日中 が 昼 で あ る こ と、 の 三 点 が 大 き く
異 な って い る 。 これ ら の 問 題 点 、 利 点 を利 用 し、 今 回 のPPB実 験 で は 、1.電 力 を リチ ウ ム電 池 の みで
な く太 陽 電 池 も 利 用 し、2.衛 星 を用 い た コマ ン ド送 信 、 お よ び 、 デ ー タの ダ ウ ン リ ン ク を行 い、3.自
動 的 にバ ラ ス トを投 下 す る オ ー ト レベル コ ン トロー ラ ー を搭 載 す る こ と で こ れ に対 応 した 。
本 講 演 で は こ れ らの 新 し い シ ス テ ム を 中心 と してPPB実 験 用 ハ ウス キ ー ピ ン グ シ ス テ ム を紹 介 し、
そ の 成 果 を発 表 す る。 こ れ ら の シス テ ム は ほ ぼ 予 想 ど お りに 動 作 し、 図1、2に あ る よ う にPPB8号 機 、
10号 機 は順 調 に 飛 行 を続 け 、 三 週 間 程 度 に 渡 っ て観 測 に成 功 し た 。 ま た 、 実 際 に 飛 翔 し た こ とで 、 太 陽
電 池 に よ る 発 電 効 率 、 デ ー タ転 送 効 率 、 気 球 の上 下 運 動 な ど が 明 らか に な り、 今 後 の 南 極 気 球 実 験 に 向
け て 、 よ り正 確 な 電 力 の 見 積 り と制 御 パ ラ メ ー タの 調 節 が 可 能 と な っ た 。












The　 next　SCOSTEP　 International　 Collaboration　 Research　 Project　 CAWSES
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ryoichi　 Fujii
So亙αト7セrrestriαt　Environrnent　 Lαboratory,　 NαgoyαUniver∫ity
During　 2004-2008,　 CAWSES,　 SCOSTEPs　new　 international　 scientific　 program,　 will　 link　 the　 worldls　 scientists　 in　 a
cooperative　 effort　 to　study　 the　 entire　 interactive　 Sun-Earth　 system.　 The　 new　 program,　 CAWSES,　 seeks　 to　 mobilize　 the
international　 solar-terrestrial　 science　 community　 not　 only　 to　 conduct　 developments　 of　 new　 necessary　 observations　 and
modeling/simulation　but　 also　 to　fully　 utilize　 past,　 present,　 and　 future　 data;　 to　produce　 improvements　 in　space　 weather
forecasting,　 design　 of　 space-　 and　 Earth-based　 technological　 systems,　 and　 understanding　 the　 role　 of　 solar-terrestrial
influences　 on　 Global　 Change.　 The　 CAWSES　 Science　 Steering　 Group　 (SSG)　 has　 organized　 around　 four　 themes:　 1)　Solar
Influence　 on　 Climate,　 2)　 Space　 Weather:　 Science　 and　 Applications,　 3)　Atmospheric　 Coupling　 Processes,　 and　 4)　 Space
Climatology.　 The　 SCOSTEP/STPP　committees　 of　 Research　 Council　 of　 Japan　 have　 been　 working　 for　 planning　 the
national　 program　 of　 CAWSES.　 In　 this　 talk　 we　 Will　 describe　 the　 concept　 and　 feature　 of　 the　 CAWSES　 prolect　 and　 the
current　 status　 and　 plans　 of　the　 future　 implementation.
太陽地球系物理学 ・科学委員会　(SCOSTEP)　 は次期国際協 同研究計画 として 「太陽地
球系の気候 と天気」　(Climate　And　Weather　of　the　Sun-Earth　System　:略 称CAWSES)を2004
年から5年 間実施す ることを計画 している。太陽地球系物理学の最終 目的は太陽地球系の
物理過程をシステム全体 として理解することであるが、本CAWSES計 画では、太陽地球
系の中で生起 している様々な現象の変動のタイムスケールを指標 として、比較的短い時間





地磁気嵐や太陽の自転に伴 う数 日から数週間の現象、太陽活動度や 中層大気の組成のよう
な数か月から数10年 の現象、太陽放射強度変動や銀河宇宙線変動、気候変動など数10
年から数世紀にわたる現象を対象 とする。更に、太陽地球系をより良 く理解するために、
他の惑星や古気象な ど、地球や現在の環境 と著 しく異なる条件下のシステムを比較研究も
推進する。
国際SCOSTEPのScience　 Steering　Groupで はCAWSES計 画の柱 として1)太 陽活動が
地球の気候に与える影響、2)宇 宙天気、3)大 気間結合、4)太 陽地球系の気候学的研
究、を設定 し、一方国内では学術会議のSCOSTEP専 門委員会 と　STPP専 門委員会が核 と
なって7つ のWGに より広 く意見を求めなが ら、国内の計画作 りを進めている。




SCOPEミ ッシ ョン観 測 計画
前沢洌(宇 宙科学研究所)、 次期磁気圏衛星WG
The　 SCOPE　 Mission　 and　 Its　Science　 Objectives
K.Maezawa　 (ISAS),　 Working　 Group　 fbr　the　Next　 Magnetospheric　 Mission
　 　 A　 brief　 review　 is　given　 on　 the　 SCOPE　 mission　 which　 is　being　 discussed　 as　the　 next-generation
magnetospheric　 mission　 of　 ISAS.　 The　 SCOPE　 mission　 is　intended　 to　 significantly　 improve　 our
knowledge　 of　magnetospheric　 plasma　 physics　 in　the　following　 two　 aspects:
(1)　elucidate　 the　 cross-scale　 coupling　 among　 the　 MHD,　 ion,　and　 electron　 dynamics,　 by　increasing　 the
time　 resolution　 of　plasma　 measurements
(2)　distinguish　 spacial　 and　 temporal　 variations　 in　plasma　 structure　 with　 multi-spacecraft　 observation
　 　 The　 plalmed　 orbit,　the　configuration　 of　the　formation　 flight,　and　 the　model　 payload　 are　discussed.
磁 気 圏 プ ラズマ は、 オー ロラや サ ブ ス トー ム とい う、大 規模 で 、地 上 に まで 大 き な影 響 を及 ばすエ ネル ギ
ー開放 現象 を引 き起 こ してい る。 この エネル ギー源 は、磁 気 圏尾部 のプ ラズマ シー トで あ り、そ こに蓄積 さ
れ てい る熱 い(1-10keV)プ ラズマ で ある。 しか し、このプ ラズマ シー トプ ラズマ粒 子の熱 化の メカニ ズム、
お よび太 陽風お よび電 離層 か らの質 量供 給 の メカニ ズム は、　Geotailの 観 測 を もって も まだ決着 がつ い てい な
い。　Geotailの 観 測 で鮮 明に わか っ た こ とは、磁 気 リコネ ク シ ョンをは じめ とす る大規模 な現象 にお い て、 マ
クロプ ロセ ス と ミク ロプ ロセ ス(イ オ ンス ケール さ らには電 子 スケ ール)の 結 合 の ダイ ナ ミ ック スが非 常 に
大事 で あ る ことで ある。 一方 、サ ブ ス トー ムオ ンセ ッ トにお け る地 球近 くの尾 部磁 気 リコネ クシ ョンの役割
(何 が原 因で何 が結 果か)も まだ明 らかで はない。
これ らを明 らか にす るた め に、我 々が 次期磁 気 圏 ミッシ ョン と して計 画す る　SCOPE　 ミ ッシ ョンで は、2
つ の戦略 を考 えてい る。 まず 、　Geotailで 明 らか にな った よ うに 、　MHDの 破 れ が 問題 に な って くる時 間空 間
ス ケール 、つ ま りイ オ ンや 電 子 の個別 運動 のス ケール(100km以 下 の構 造 、100ms以 下の時 間変化)
に 立 ち至 る観 測 が必 須 で あ る。 と ころが 、磁 気 圏 と電 離 圏 を含 む全 系 の大 き さは、 電子 の ス ケール に比 べ る
と4-5桁 も大 きい。 従 っ て、 問題 とな るの は、 この大 きなス ケール 差 をの りこえ て、 いか に して微 視 的
な 系 が巨大 な系 の振 る舞 い を コン トロー ルす るか 、逆 に微視 的 な プ ロセ スが 、 いか に して 巨 大な 系の動 向 を
汲み 取って姿 を変 えるかで あ る。 この よ うな、いわ ゆ る　Cross　Scale　Couplingの 考 えが 、オー ロラや サ ブス ト
ー ム を含 む磁 気 圏 の理解 に本 質 的 で あ る と我 々 は考 えてい る。 具体 的 な戦 略 と して 、 まず プ ラズ マ粒子 観 測
の 時間分解 能 を今 まで よ り約3桁 高 め、　Geotai1衛 星で は迫れ な か った 、イ オ ン電子 間 カ ップ リン グの時 間ス
ケ ール の現象 に迫 ろ うと して い る。 この よ うな観 測 は 、プ ラ ズマ シー トの ダイナ ミ ックスだ けで な く、昼 側
の衝 撃 波で の加 速 メカ ニ ズムや 、磁 気 圏 境 界で の磁 力線 に直角 な粒 子侵 入 過 程 、電 子 ス ケール の 加速や 散 逸
に大 きな影響 を もつ静電 孤立波 の理解 に も重要で あ る。
SCOPE計 画 にお け るも うひ とつ の重要 な戦 略 は、空 間構造 と時 間発 展構 造 の観 測 に よ る分離 で あ る。今 ま
で の一衛 星 に よ る観 測 で は、 時間 変化 と空 間変 化 が 区別 で きず 、結 果 と して 、信 号 の伝 達 方 向や 、 空間 的 に
離れ た現象 の生起順 序(因 果 関係)が 不 明で ある とい う重 要な欠 点が あった。 この欠 点 を乗 り越 えるた めに、
SCOPEで は 日本 で初 め て編 隊飛行 衛 星 に よる観 測 を 目指 す。 具体 的 に は、親機1機 、子機4機 の編 隊飛 行 に
よっ て、時 間変 動 と空 間構 造 の分 離 を可 能 に し、 さ らに親子 衛 星 間 の距離 を ミッシ ョン中 に変更 す るこ とに
よ り、種 々のスケール にわ た る　Cross　Scale　Coupling　 の言羊細 を明 らかにす る。編 隊飛 行 に よ り、磁気圏 のい ろ
い ろ な領 域 にお い てキ ー とな る現 象や 構 造 の本 当の空 間 スケー ル と時間 変動 がわ か り、 地 上観測 との比 較 に
お いて も新 しい視 点 を もた らす はず で ある。
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7-3
ANTARCTIC  SYOWA  MST/IS RADAR (PANSY)PROJECT
M  Ejiri' ,  K  Sato', M  Tsutsumi',T  Sato', A  Saito's, T  Aso'.and T  Yamanouchi'
                     'National Institute of Polar Research 
 'Department of communications  and computer  engineering, Graduate school of  informatics. 
 Kyoto  university 
       3Department of Geophysics. Graduate school of  science,  Kyoto university
Recent studies of atmospheric gravity waves, planetary waves. and tidal waves have 
demonstrated an importance for quantitative understandings of various dynamical processes 
in the  polar atmosphere. including the formation and termination processes of ozone holes and 
the coupling of the polar ionosphere with the lower and middle atmosphere in order to  perceive 
a global  atmosphere system of the earth. An MST  (mesosphere,  stratosphere,  troposphere)/IS 
(incoherent scatter) radar is a unique observational technique which  provides various 
atmospheric quantities such as wind velocities, turbulence structures,  temperature and also 
 plasma parameters with fine time and vertical resolutions from the lower atmosphere to the 
ionosphere. 
 Interhemispheric differences such as  topography and the  separation between the geographic 
and geomagnetic poles will cause different dynamic processes between the hemispheres. which 
emphasize the equal importance of both  Arctic and Antarctic observations. However, there is no 
 MST/IS radar in the Antarctic region. 'Program of the Antarctic Syowa MST/IS Radar 
 (PANSY)' is initiated to facilitate to fill the major gap in the global radar network by 
constructing the MST/IS radar  at. Syowa Station. one of the major Japanese stations in the 
Antarctica, which is already equipped with various observation tools such as an MF radar, 
 SuperDARN HF radars.  Fabry-Perot imager and other optical instruments. They will provide 
complementary  data set to PANSY radar. Syowa Station is under the auroral zone having an 
advantage in the  study of coupling  processes between polar neutral and ionized atmospheres. 
  This radar is an active phased array system with  about 1000 crossed  Yagi antenna and the 
peak transmitting power of about 500 kW. A highly efficient transmitting amplifier is being 
developed. 
  PANSY system and  its scientific objectives. including feasibility studies such as antenna field 





レイ リー ・ラ マ ン ライ ダ ー観 測 計 画
雅基1、 佐藤 薫1、 田口 真1、 麻生 武彦1、 川.原 琢也2
1国 立極地研 究所、2信 州大学
　　　　　 Rayleigh-Raman　 Lidar　 Project
　　　　　　　　　　　　M　Tsutsumil,　 K　Satol,　 M　Taguchil,　 T　Asoi,　 and　 T　D　Kawahara2
　　　　　　　　　　　　　1Natiollal　 Institute　 of　Polar　 Research,　 2Shinshu　 University
In　the　last　5-6　years　 several　 o})servatioll　too}s　such　as　an　MF　 radar,　a　Na　li(lar　an(l　a　Fabry-Perot
interferomet,er　 were　 instaled　 at　Syowa　 st,　and　have　 contribute(I　 to　the　study　 of　Alitarctic　mesosl)here
and　 lower　 thermosphere.　 However.　 the　minute　 (lynamical　 processes　 in　Antarctic　 stratosphere　 still
remains　 unknown　 mostly　 because　 of　the　lack　of　observations.　 A　Rayleigh-Raman　 hdar　 l)roject　is　now
being　promoted　 at　Syowa　 station.　The　colll})ination　of　Rayleigh　 (upper-Stratos　 phere　 to　mesosphere)　 and
Raman　 (t.roposphei'e　to　lower-stratosphere)　 scatter　obselvation　 is　planned　 」f()r　a wi(le　height　 coverage.
Day-hght　 ol)servahon　 capability　 is　also　to　be　eqUipped、 　enabhng　 the　continuous　 observations　 of
temperature　 field　th1・oughout　a　year.
大 気大循 環 の 担い 手 と して 重 要 な 中層 大 気(10-100km)は 、従 来 よ り観 測 困難 な領 域 と して 研 究 が遅
れ お り特に 極域 に お い て は顕 著 で あ った。 昭和 基 地 では 第V期 計 画 中 にMFレ ー ダー 、 ナ トリウム 温度
ライ ダー 、 フ ァブ リー ベ ロ ー イ メー ジ ャー とい った観測 装置 を導 入 し、充 実 した 中 間 圏 か ら下 部熱 圏
(60-110km)の 観 測 体 制 を整 えた/:tナ トリウム ライ ダー の観 測 か らは 、南 極 で は北 極 に く らべ 中 間圏
界面 の 冬期 温 度が 明 らか に低 く、 よ り放 射 平 衡 に近 い ら しい こ とが 示 され 、大 気大 循環 に 影響 を与 え る
大気 波 動活 動 度が 南 北 半球 で 異 な る こ とが指 唆 され て い る[Kawaharaeta!.,2002],、またMFレ ー ダー
観 測 か らは、 太 陽非 同期 の 半 日周 期 潮 汐 波 の特 定 な どの成果 が 上が って い る[Murphyeta1.,2003],
一 方 、下部 中層 大気 で あ る成 層 圏 領 域 で は依 然 と して観 測 手段 に乏 しく理 解 が なか な か進 ん で い ない。
この領 域 を十 分 な 時 間 高度 分解 能 で観 測 可 能 な唯 一 の 有 力 手段 で あ る レイ リー ライ ダ ー装 置 を導 入す
る こ とに よ り、既 存 の装 置 と合 わせ て よ り広 く中層 大 気 の様 相 を捉 え られ る よ うにな る意 義 は 大 変大 き
い。 また この計 画 は 、将 来的 に昭 和 基地 に実現 を 目指 して い る大 型 大 気 レー ダー　(MST/IS)　 と相 補 的 な
観 測 を行 うこ とを念頭 に進 めて い る。本 ライ ダー では まだ南 極 で は例 の な い 年 間 を通 じた昼 夜 連続 観 測
を計 画 して い る。 オ ゾ ンホー ル消 長 に も関連す る極 渦 の春 か ら夏 に か けて の詳 細観 測や 、 波動 に よ る バ
イア ス の影響 のな い背 景 温 度 構造 の観 測 が可 能 とな る,,ま た ラマ ン散 乱 エ コー観 測 も併 用 して レイ リー
観 測 で は 困難 な 対流 圏 か ら下 部成 層 圏 の観 測 も可能 と し、 中層 大 気 を広 くカ バ ー した観 測 を実 現す る,,
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わ が 国 に お け るEISCATの 将 来 計 画
麻 生 武 彦
国 立 極 地 研 究 所 ・北 極 圏 環 境 研 究 セ ン タ ー
(併)総 合 研 究 大 学 院 大 学 ・数 物 科 学 研 究 科 ・極 域 科 学 専 攻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 EISCAT　 -its　 future　 in　 Japan-
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Takehiko　 Aso
　　　　　　　　　　　Arctic　 Environment　 Research　 Center,　 National　 Institute　 of　 Polar　 Research
　　　　　 also　 Department　 of　 Polar　 Science,　 The　 Graduate　 Univ.　 for　 Advanced　 Studies　 (Sokendai)
EISCAT　 program　 has　 almost　 spent　 more　 than　 seven　 years　 and　 its　 agreement　 will　 expire　 oll　December
2006・ 　 Further'　 continuatioTl　 will　 of　 course　 depend　 oll　the　 scielltific　 outcome　 of　 EISCAT　 program
obtained　 hitherto,　 on　 strong　 interests　 and　 illtelltion　 among　 nation-wide　 university　 researchers,
oll　preserved　 internatiollal　 collaborative　 framework　 and　 budgetary　 level　 needed　 for　 radar　 operation
along　 with　 restructuring　 of　 national　 sciellce　 scheme.　 Here　 a　brief　 mention　 on　 what　 is　 going　 orl
and　 will　 hapPen　 natio"ally　 and　 also　 illterllationally　 oll　the　 EISCAT　 program　 will　 be　 given.
10年 間にわた るEISCAT協 定 は2006年12月 に更新の時期を迎 える。わが国におけるEISCATプ ログラムの継
続は、それまでに得 られたEISCATに 関わ る研究成果のチ ェックアン ドレビュー、国内EISCAT共 同利用研究者
の意向、EISCATの 国際的枠組みや運用経費、さらには法人化など国内学術研究の構造改変な どに依 存す
ることは明 らかであろ う ここで は国内外のEISCATプ ログラムの現状 と将来の動向な どにつ いて簡単
に述べる 下の表はE'(Eプ ライム)と 名付け られたEISCATの 将来 を検討する委員会で指摘 されたEISCATの




lon　outnOW Not　 all　acceleratlon　 processes　 understood
Thermospheric　 windsSome　 uncertainty　 irl　O-O+　 col‖sbn　 frequency
.・
Magnetlc　 reconnectlonWhat　 determines　 the　recomection　 rate?
To　 what　 extent　 are　reconnection　 voltage　 changes　 associated　 with　 reconnection　 rate　changes　 and
how　 much　 is　due　 to　changes　 in　X-line　 Iength?
What　 determines　 where　 reconnection　 takes回ace?
ls　reconnectionεomponenビor　蓋nti-parallef'　 in　nature?
What　 causes　 the　reconnection　 rate　to　be　pulsed　 during　 steady　 interplanetary　 conditions?
Substorms What　 triggers　 a　substorm　 onset?
Where　 will　a　substorm　 commence?
What　 determines　 its　strength,　 in　terms　 of　the　energy　 deposition　 it　causes?
How　 is　substorm　 behaviour　 innuenced　 by　the　prior　state　 of　the　magnetosphere-ionosphere　system?
Auroral　 acceleration How　 are　ions　accelerated　 upward　 in　the　same　 regions?
Which　 theories　 can　 reproduce　 the　small　 spatial　widths　 of　auroral　 arcs?
What　 role　does　 proton　 precipitation　 play　in　 61ectron　 aurora"　 by　producing　 secondary　 electrons?
What　 is　the　physics　 that　 links　arcs　 and　 black　 aurora　 to行eld-aligned　 current有laments?
What　 accelerates　 auroral　 electrons　 Earthward　 in　aurora?
Small　 scale　 plasma　 physicsAre　 the　coherent　 echoes　 aliased　 in　long　 pulse　 data　 and　 really　from　 a　greater　 altitude?
Are　 they　 longer-lived　 and　 mobile　 or　short-lived?
Over　 what　 spatial　 extent　 do　they　 exist?
What　 inf◎rmation　 can　 we　 extract　 from　 about　 the　plasma　 parameters?
lonosphere-neutral
atmosphere　 coup‖ng
What　 is　the　precise　 value　 of　the　O+-O　 collision　 frequency?
What　 is　the　 effect　 of　rapid　 variations　 due　 to　the　 non-linearity　 of　the　 thermosphere-ionosphere
coupling　 on　energy　 deposition　 rates?
What　 is　the　small-scale　 structure　 in　the　thermospheric　 winds?








スバ ル バ ー ル のSOUSY　 SMART　 (Svalbard　 Middle　 Atmosphere
Radar　 &　Technology)レ ー ダー 観 測 プ ロ グ ラ ム
○ 麻生 武彦[1],,ホ ール,ク リス[2],ブ レッケ,ア スゲイル[2].レ トガー,ユ ルゲン[3]
国立極地研究所 ・北極圏環境研究センター(併)総 合研究大学院大学 ・数物科学研究科 ・極域科学専攻[玉]
トロム ソ大学 ・地球物理観測所[2]マ ックスプランク研究所[3]
　　　SOUSY　 -　SMART　 (Svalbard　 Middle　 Atmosphere　 Radar　 Technology)　 radar　 observation　 program
　　　　　　　　　　OTakehiko　 Aso[1]　 ,　Chris　 M.　 Hall　 [2],　 Asgeir　 Brekke　 [2],　 Jurgen　 Rottger[3]
Arctic　 Envii'onmeiit　 Research　 Center,　 National　 Iristitute　 of　Polar　 Research,　 also　 Department　 of　Polar　 Science・
The　 Graduate　 Univ.　 for　 Advanced　 Studies　 (Sokendai)　 [1]　 ,Tromso　 Geophysical　 Observat(,ry,　 University　 of
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tromso[2],　 Max　 Planck　 Institute　 for　 Aeronomy　 [3]
SOUSY　 Svalbard　 radar　was　 installed　in　1998　 in　Longyearbyen　 (78N,　 16E)　 by　Max　 Planck　 lnstitute　for　Aeronomy　 in　Germany
and　 has　 been　 operated　 as　an　unique　 MST　 radar　 sited　 near　 EISCAT　 Svalbard　 radar　 and　 has　 since　 then　 observed　 polar
troposphere　 to　mesosphere　 dynamics　 including　 PMSE　 and　 polar　vortex　 variability　etc.　In　May,　 2003,　 it　was　 taken　 over　 by
University　 of　TromsO　 (UiT)　under　 the　SMART　 (Svalbard　 Middle　 Atmosphere　 Radar　 &　Technology)　 agreement;　 ie.　it　is　owned
and　operated　 by　UiT,　mainly　 funded　 by　UiT　and　 supported　 by　NIPR,　 scientifically　 collaborated　 by　J.　Rottger,　 and　taken-care
by　UiT　and　also　by　UNIS　 and　 EISCAT.　 A　user　 who　 wants　 to　run　the　radar　for　specific　 scientific　 campaign　 should　 submit　 a
proposal　 and　disburse　 based　 on　the　benefit　 principle.　 A　brief　summary　 of　scientific　 outcome　 and　 future　 operation　 scheme
wi‖　be　mentioned,,
1998年 に ドイツ の マ ック ス プ ラ ン ク研 究 所 に よ り緯 度78度 の 北 極 域 ス バ ル バ ー ル に 移 設 さ れ たSOUSYレ ー ダ
ー は 北 極 域 対 流 圏 、下 部 成 層 圏 か ら中 間 圏 ダ イ ナ ミック ス の 研 究 観 測 に 供 され て き た が 、2003年5月 の 時 点 で
トロ ム ソ 大 学 に 移 管 され 、同 大 学 が 基 本 経 費 を 負 担 ム 同 じ場 所 に 流 星 レ ー ダ ー を 運 用 して い る 国 立 極 地 研 究
所北極圏環境研究センターがこれ を分担支援 ム ユーザーは レ
ーダー運用の直接経費を負担するという形で観測を継続すると
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            ICESTAR  1-1-* 
- Interhemispheric  Conjugacy Effects in Solar-Terrestrial and 
                Aeronomy Research - 
                   Itia (Iii.lit0-) 
                Natsuo Sato (NIPR)
 This is a preliminary plan for developing a full-scale proposal to SCAR (Scientific 
Committee on Antarctic Research) on establishing a five-year long international 
research programme for coordinated bi-polar research in the field of solar-terrestrial 
physics and aeronomy. A main emphasis of this new programme will be quantification 
of various mechanisms that control bi-polar regional differences (or commonalities) in 
the magnetosphere-ionosphere coupling and corresponding upper atmosphere 
phenomena over both the northern and southern polar region. These bi-polar or 
interhemispherically conjugate features might be intrinsic to the polar ionosphere and 
upper atmosphere or caused by long-term and abrupt changes in the near-Earth 
electromagnetic environment forced by solar activity (i.e., geomagnetic storms and 
substorms). 




o西 谷 望・小川忠彦(名大STE研)、菊池 崇(通信総合研究所)、他有志
Hokkaido　 HF　 radar　 project
N.　Nishitani　 and　 T.　Ogawa　 (STELAB,　 Nagoya　 U.),　T.　Kikuchi　 (CRL)　 and　 others
We　 present　 a　 plan　 of　 constructing　 a　 new　 HF　 radar　 in　Hokkaido,　 northern　 Japan.　 Hokkaido　 is　located　 at
geomagnetic　 latitude　 of　～37　 degrees,　 much　 lower　 than　 the　 existing　 SuperDARN　 radars.　 The　 radar　 can　 monitor
the　 wide　 latitudinal　 range　 (38-65　 degrees),　 which　 was　 not　 covered　 by　 using　 the　 existing　 radars.　 Details　 of　the
possible　 scientific　 themes　 by　 using　 this　 radar　 will　be　 presented.
SuperDARN　 短波 レー ダー は 、1995年 の 日本 の 参加 に代表 され る本格 的 な 運用 開始 以来 、 グ ローバ ル な電
離 圏 プ ラズ マ対流 のダイ ナ ミクス を 中心 と した 多岐 に わた る研 究成 果 を上 げて きて い る。 現在 で は 、北 半球
に9基 、南半球 に6基 の計15基 の レー ダー が稼働 し、継続 的 にデ ー タを取得 してい る。 ただ し、 これ らの
レー ダー は全 て地磁 気緯 度 で約55度 よ り高緯度側 に位置 してお り、そ の結果 、F層 電 離 圏 を観 測 出来 る有効
視 野は 地磁気 緯度 で約60度 以 上 に限 られ る。 この ため 、地磁 気活 動 擾 乱時 には 、極 域対 流 パ ター ンの かな
りの部分 は レー ダー の視 野 か らはず れて しま うこ とに な り、　cross-polar-cap　 potential　や 対流領 域 の低 緯度 側
境 界 の位 置 等 、様 々な重 要 なパ ラ メー タ を得 る こ とが 不可能 にな って しま う。宇 宙 天気 等 の研 究 に も重 大な
障害 とな って い る。
これ を解決 す るた め に、我 々 は中緯 度領 域 にあた る北海 道 内に新 た に レー ダ ー を建設 す る こ とを提 案 して
い る。 北海道 内に レー ダー を設 置す れ ば、 地磁 気緯 度 に して38～65度 にわ た る領 域 をカバ ーす る こ とがで
き る。 また 、最近SuperDARN　 レー ダー は 、電離 圏 だけで は な く、熱 圏 や 中 間圏 の観 測 に も有 効 な こ とが判
明 して きた。 北海 道 にHF　 レー ダー を置 けば 、 日本 国 内のGPS観 測網 や大 気光 イ メー ジングシステ ム、また
シベ リア上空 をカバーす る　King　Salmon　 レー ダー とともに、極域 か ら中低 緯度 領域 にわた る一大観 測網 を形
成 す る こ とにな り、 この広 い緯 度 範 囲 にお け る電離 圏 ・熱 圏 内のエ ネ ル ギー 伝搬 の メカ ニ ズム を押 さえ るこ
とが可能 となる。 現在考 え られ るテ ーマ は次の よ うな ものが挙 げ られ る。
1.地 磁気嵐時における電場の低緯度側への侵入 メカニズム
2.高 地磁気活動時のグローバル電離圏対流ダイナ ミクス
3.ト ラフ ・オー ロラ帯低緯度側境界領域の研究
4.サ ブオーロラ帯か ら中緯度領域 におけるULF波 動の研究
5.電 離圏下部 ・熱圏における重力波お よびプラズマ不安定現象の研究
6.流 星エコーによる下部熱圏中性風の研究
7.夏 期中間圏エコー観測による上部中間圏の研究
講演では さらに詳 しい議論を行 う予定である。
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GLOBAL MAGNETIC NETWORK OBSERVSTIONS
 Kiyohumi YUMOTO 
Space Environment Research Center, Kyushu University, 
         Fukuoka, 812-8581, Japan
  An objective of the STP research is to support human activities in the geospace 
in the twenty-first century from an aspect of fundamental study. 
  The objective of WG 2 & 3 (Solar surface-Solar wind-Magnetosphere-Ionosphere-
Thermosphere) of CAWSES is a creation of new physics to understand various 
phenomena in the solar terrestrial system, with respect to (1) couplings in complex 
and composite systems and (2) macro- & micro-scale couplings. 
   The goals of WG 2 & 3 of Japanese CAWSES are to construct space weather 
stations  (:observations) and modeling stations  (;simulation/empirical modeling) 
during the period (2004-2008) of the international CAWSES program. Japanese STP 
groups concerning of the space weather study will make a coordinated research 
network to reach this goal. 
    In order to understand environment changes of the geospace, Space Environment 
Research Center, Kyushu University will conduct global magnetic network observations 
for the monitoring and forecasting of space weather.
The Circum-pan Pacific Magnetometer Network (CPMN)
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7-10 JAREに おける無人多点磁力計観測計画
○山岸久雄(国 立極地研究所)、超高層物理無人観測ワーキンググループ
A　 future　 plan　 of　unmanned　 magnetometer　netW rk
observation　 in　Japanese　 Antarctic　 Research　 Expedition
OH.Yamagishi,WorkingGroupforunmannedUAPobservationsinAntarctica
British　 Antarctic　 Survey　 has　 introduced　 a　new　 trend　 of　low-power　 tec㎞ique　 in　the　 u㎜anned
observations　 in　Antarctica.　 They　 have　 deployed　 ll　low-power　 magnetometers　 (LPMs)　 in　Antarctica
in　2000/2001　 and　 2001/2002　 field　 seasons.　 UAP　 group　 in　NIPR　 deployed　 this　type　 of　LPMs　 at
Dome　 Fuji　and　 surrounding　 area　of　Syowa　 Station　 at　a　distance　 of　lOOkm　 in　2002/2003　 field　season.
Some　 of　these　 magnetometers　 will　be　removed　 to　the　inland　 traverse　 route　 from　 Syowa　 to　Dome　 Fuji
in　the　next　 season　 to　form　 a　semi-meridional　 magnetometer　 chain.　 UAP　 group　 is　trying　 to　develop　 a
new　 model　 of　LPM　 with　 a　better　 sensitivity　 enough　 fbr　pulsation　 study　 and　 data　 communication
capability.
宙空 グル ープ は第VI期5ヵ 年 計画(43～47次 隊 、2001～2006年)に おい て、南極 大陸 にお ける超 高層
物理 無人 多点磁 力計観 測 を計画 してい る。 これ は極 域地 上 に広 域/高 密度 に展 開 させ た無 人磁 力計網 に
よ り、　SuperDARN　 レー ダー な どの広 域 電離 圏観 測 を補 完 し、磁 気 圏 現象 を地 上 か ら"Imaging"す る こ と
を意 図 した もので あ る。 これ ら、 地上観 測 は広 域 にわ た り時 間変 動 を詳 しく観 測 で き る利 点 があ り、磁
気圏衛 星で観 測 され る現象 の時 間変動 と空 間変 動 を分離す るこ とに役 立て る こ とがで き る。
海 が多 く、観 測点 の展 開に制 約 が 多い 北極域 に比べ 、広 大 な氷 床 が広 が る南極 大陸 で は観測 点配 置 の
自由度 が高 く、 目的 どお りの観 測 点網 を(原 理 的 には)展 開で きる利 点 が ある。南極 大 陸で は既 に米国 、
英 国が超 高層物 理 の総 合的 な観 測 を行 う無人観 測 点 を展 開 して い るが 、そ の維 持 に 多大 な輸送 力 、労力
が必要 なた め、観 測点 の数 は10点 程 度 に限定 され てい る。一方、英 国南極調 査所(旦ritish　△ntarctic　Survey,
BAS)で は全 体の消 費電力0.lW級 の無人磁 場観測 装置(LPM)を 作 り上 げ、 これ を2001年 と2002年
に、南 極大陸上 に9点 配備 した。　LPMは 極 端 に低 消費電 力で あるた め、夏期 に充電 した400AHの 蓄電
池 に よ り通年観 測 が可 能 で あ る。 また電 子部 品 を精選 し一70℃ に達 す る低 温 環境 下 で稼 動 で きる よ うに
したため、大 きな保 温 空間が 不要 にな り、システ ム全 体 が軽 量(～200kg),小 型(～lm3)に な った。
われわれ はBASか ら低 消 費電力 型磁 力計4式 を購入 し、44次 隊に よ り、 ドー ムふ じ観 測拠点 と昭和
基地 か ら100㎞ 圏 のオ メガ岬 、ス カー レン、　HlOOに 設 置 した。観 測デ ー タは44次 隊 に よ り2003年 の
10月 か ら2004年1月 にか けて回収 され 、昭和基 地上空 のオー ロラ渦 に伴 う電離層 電流 の小規模渦 の研
究 に供 され る予 定で あ る。 オ メガ岬 、 スカ ー レン の低 消費 電 力型磁 力 計 は44次 隊 で 回収 され た後 、45
次 隊 に よ り 「み ず ほ基 地 」、 ドー ムふ じル ー ト 「中継拠 点 」 に移設 し、昭 和基 地 ～ ドー ムふ じに 至 る磁
力 計チ ェー ンが構 成 され る予 定で あ る。
LPMは1年 に1回 、観 測 点 を訪 問 しデー タを回収 す る必要 が あ り、 この旅 行 は大 きな負 担 とな る。
また 、　LPMの 感 度 は数nTで あ り、地 磁気脈 動観 測 には不十分 で あ る。 そ こで われ われ は地磁 気脈 動観
測 に も対応 で き る感 度(0.3nT)を 持 ち、 イ リジ ウム衛 星通信 に よ り現 地 に行 かず にデ ー タを収 集す る
ことがで き、 さ らに衛 星 通信 コマ ン ドに よ り観 測 ・記録 モー ドを柔軟 に変 え られ るシステ ム を開発 中 で
あ る。 このシステ ムは2003年 度 中 に完成 す る予 定で 、2004年 度 か ら極地 での試 験観測 を開始 した い。
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GLObal  Rlometer  Array: A Worldwide 
Perspective on Energetic Particle Precipitation
 ° S. R. Marple and F. Honary. (Lancaster University, UK)
The riometer is an important ionospheric diagnostic tool. The original widebeam 
design has been in use since the late 1950s. In 1988 the first imaging riometer was 
deployed, at the South Pole. Riometers are frequently used in conjunction with other 
instruments, such as magnetometers and all-sky cameras for the study of local events.
The Global Riometer Array (GloRiA) is an international collaborative project for 
scientific investigation of the role of particle precipitation in the sun-earth connection 
and in particular understanding the coupling mechanism between the solar wind, 
magnetosphere and the ionosphere. There are about 100 riometers in operation (or 
planned to be operating in the near  future), of which 30 are imaging riometers with 16 
or more beams. The riometers are operated by over 25 different institutions.
The presentation will describe some of the difficulties in combining data from such a 
diverse set of instruments, where many different antenna configurations, operating 
frequency, data formats, and processing procedures are in use. A separate poster 
presentation ("The Multi-Instrument Analysis Toolbox") describes one solution to 
this problem.
Some of the scientific uses for which GloRiA will be of benefit will be described, for 
example, studies of polar cap absorption, sudden commencements associated with 
coronal mass ejections, particle drift, and pulsations. Other uses of a spatially 
distributed homogenous dataset will also be discussed, for example an events database 
allowing searches for particular event types. A prototype database already exists and 




○小林 正(青 学大理工)、山上隆正(宇 宙研)、 佐藤禎宏(宇 都宮大)、
吉田健二(神 奈川大)、 西村 純(宇 宙研)
Observation　 of　high-energy　 cosmic-ray　 electrons　 with　 emulsion　 chamber　 by　 PPB
T.　Kobayashi　 (Aoyama　 Gakuin　 U.),　T.　Yamagami　 (ISAS),　 Y.　Sato　 (Utsunomiya　 U.),
　 　 　 　 　 　 　 　 K.　Yoshida　 (Kanagawa　 U.),　J.　Nishimura　 (ISAS)
　 High-energy　 cosmic-ray　 electrons　 are　the　most　 powerful　 probe　 to　identify　 the　origin　 of　cosmic　 rays.　 At　 present,
only　 emulsion　 chamber　 data　 are　available　 in　the　energy　 range　 1～3TeV.　 If　we　 have　 enough　 statistical　 data　 ill　the　TeV
region　 by　 the　long-duration　 observation　 by　PPB,　 we　 could　 judge　 which　 supernova　 remnants　 give　 major　 contributions,
such　 as　Vela　 and　 Monogem,　 and　 also　 bring　 us　important　 information　 on　 the　sources,　 mechanism　 of　acceleration　 and
propagation　 of　cosmic-ray　 electrons.
最近、超新星残骸SN1006の 非熱的X線 とTeVガ ンマ線の観測から電子がlOOTeVま で加速されている強
い証拠が示された。又、RXJ1713,7-3946で は陽子が1000TeVま で加速されている観測結果が示され、宇宙
線の超新星加速説がより現実 見をもって信 じられるようになってきた。宇宙線電子の加速は超新星爆発に
伴うものとして、拡散モデルによる電子スペ ク トルを最近の観測デー タと共に図に示 した。太陽系近傍で
TeV領 域の電子に寄与する主な源はVela　SNRとMonogemで ある。我々のエマル ションチェンバー(ECC)
を用いた観測結果はこれ らの源か ら期待 され るスペクトルと似た形を している。　PPBに よる2～3週 間の
観測で統計が2倍 程度向上するとはっきりした性質を見極められ、宇宙線の源　(Vela　SNR)　 を同定できる
可能性が高い。
これ まで数百GeV～TeV領 域の宇宙線電子の観測に成功 したのは　ECCに よる実験のみである。これは重
量の割に大面積、大立体角を持ち、陽子の排除率が105と 高いためである。電 子と同時に大気中で発生 した
γ線の観測を行っている。気球高度(数g/cm2)で の大気 γ線の観測は一次宇宙線、核相互作用の結果を直
接測定することにな り、ニュー トリノフラックスの絶対強度推定に重要な手掛 りを与 える。気球高度で大
気 γ線スペク トルの精密観測を行い、ニュー トリノ振動の問題の解決に寄与す る。
電子のTeV領 域の観測量は7.7m2・sr・dayで あるが統計的に不十分で、 このためPPBに よる長時間観測が
最 も適 していると考えられる。0.2m2、9r.1.のECCで3週 間南極で観測を行うと、宇宙線電子の期待値は
≧100GeVで4300個 、≧500GeVで110個 、≧1TeVで24個 程度である。 これに従来か らのECCの データを加
えると、　1TeV以 上で42個 の宇宙線電子が観測されることにな り、画期的なデータとなる。　ECC中 に多数
記録されているlOOGeV領 域の電子 とγ線の解析はCHORUSグ ループが開発 した原子核乾板の高速オ一一ートス
キャンシステムを活用 して行 う。 この結果、　100GeV～TeV領 域の宇宙線電子 と大気 γ線の精度の良いスペ
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o田 ロ 真(極 地研)、吉田和哉、高橋幸弘、坂野井 健(東 北大)
　 A　 fUture　 plan　 for　observation　 of　planets　 by　 a　balloon-bome　 telescope
oM .　Taguchi　 (NIPR),　 K.　Yoshida,　 Y.　Takahashi,　 and　 T.　Sakanoi　 (Tohoku　 University)
　 　 A　 balloon　 floated　 in　the　 polar　 stratosphere　 is　a　suitable　 platform　 fbr　 optical　 remote　 sensing　 of　planets　 fbr　the
fbllowing　 reasons:　 1)　A　long　 continuous　 observation　 window　 can　 be　realized　 when　 the　balloon　 drifts　on　the　circum　 polar
flow　 in　the　 high　 latitudes,　 though　 the　time　 duration　 of　observation　 depends　 on　 the　 latitude　 of　the　target　 planet　 and　 the
latitude　 and　 altitude　 of　the　balloon.　 2)　Since　 thin　 air　guarantees　 quite　 good　 optical　 seeing,　 a　balloon-borne　 telescope　 with
a　clear　 aperture　 of　only　 several　 hundred　 mm　 compares　 with　 a　meter-class　 telescope　 on　the　ground　 fbr　spatial　 resolution.
3)　Spectral　 regions　 to　be　observed　 at　the　 balloon　 altitude　 are　 enlarged　 to　the　 infrared　 and　 ultraviolet　 regions　 in　which
lights　 from　 the　 outside　 of　the　 terrestrial　 atmosphere　 can　 not　 reach　 the　 ground.　 A　 balloon-borne　 telescope　 system　 for
monitoring　 of　 planetary　 surfaces,　 atmospheres　 and　 magnetospheres　 has　 been　 investigated.　 The　 first　target　 will　 be
temporal　 variation　 ofa　 cloud　 pattem　 seen　 in　Venusian　 atmosphere　 in　the　ultraviolet　 region.
これ まで極地研 究所 が推進 して きた研 究は極 域
の科学研究がほ とん どであったが、今後は、極域環
境 を利用 した科学研 究にも力 を注 ぐべ きと考 える。
極域環境利用研 究 としては、これまでに例 えば寒冷
乾燥高所環境での人体生理学の研究やPPBを 利用 し
た宇宙線観測等が行われてきた。我 々は全 く新 しい
研究領域 として、極域か らの惑星科学研究を提案す
る。
我 が国で も近年 、惑 星大気 ・磁 気圏の地上か ら




を打開す る方法 としては、探査機 による直接探査や
スペーステ レス コープ衛星による観測が最も大きな
ア ウ トプ ッ トが期待できるが、一方で、それ らの大
型プ ロジェク トは巨大な経済的コス ト及び失敗の リ
スクが課せ られる。
それ らに対 して、気球搭載望遠鏡 に よる惑 星観
測は地上大型望遠鏡建設や衛星打 ち上げよ りも遙か
に低 コス ト、低 リスクで、 しか もそれ らに匹敵す る
観測能力が期待できる。




の連続モニ タリングが可能な期間が20日 か ら2ヶ
月続 く。例 えば放球場所 をキルナ(北 緯67°)、








は、地上で1"以 下の角度分解能 を実現す るには非
常に良い条件の観測場所を選ばなければならない。
一方、可視光で1"の 回折 限界分解能 を与 える望遠
鏡有効 口径は約130mmで ある。 したがって、地上
で普通のシーイ ング条件では、た とえ望遠鏡有効 口
径が130mm以 上あって も角度分解能にはあま り貢
献 しない ことになる。 しか し気球高度では望遠鏡有
効 口径を増せ ばそれだけ角度分解能 の向上が期待で
きる。特 にアダプテ ィブ光学系を使 えない可視か ら
紫外領域で気球望遠鏡 は有利になる。
第三 に、対流圏 に吸収物質 が存在す るために地
上で観測できるスペ ク トル領域は主に可視光に限 ら
れ るが、気球高度では観測 できるスペク トル領域が
地上まで到達 しない赤外や紫外領域 まで拡大 される
ことである。




ら風速場 を導出す る。得 られ る風速場は、謎に包ま
れている金星大気循環 を解明す る糸 口になると期待
される。
この気球実験 を実現す るための最大の技術的 開
発項 目は望遠鏡 のポイ ンティングで ある。視野方向
ぶれの角速度は ノ ミナルで1"/sec以 下 を実現す る
必要がある。すでに実績のあるモー メンタムホイー
ル を使 った ゴン ドラ全体の方位角制御 と、望遠鏡の
天頂角制御 で0.1° 程度 まで粗 く視野を合わせ、望
遠鏡の副鏡を振 ることでさらに細か く視野方向を制
御す る方法 を検討 している。 副鏡 を振 る角度は、タ









実験 を目指 して、観測装置プ ロ トモデルの設計 ・製





昭和 基地新FPIに よるオー ロラ活動 にともな うE領 域 中性 風 に関す る研究
o只 野 佑介11],坂 野井 健[1】,田 口 真{2】,岡 野 章一{1】
{1】東北大学大学院理学研究科 惑星プ ラズマ ・大気研究セ ンター
【2]国立極 地研究所
　 　 　 　 　 　 　 Study　 on　 E-region　 neutral　 winds　 associated　 With　 auroral　 activity
　 　 　 　 　 　 　 by　 the　 newly　 developed　 Fabry-Perot　 Imager　 at　Syowa　 Station「⊃Y
uusuke　 Tadano【1】,　 Takeshi　 Sakanoi【1】,　 Makoto　 Taguchi[2],　 Shoichi　 Okano(1】
国Planetary　 Plasma　 and　 Atmospheric　 Research　 Center,　 Graduate　 School　 of　Science,　 Tol)oku　 University
{2】　National　 Institute　 of　Polar　 Research
It　is　well　 known　 that　 there　 exists　 neutral　 wind　 field　 associated　 with　 aurora　 activity　 in　the　 polar
thermosphere.　 However,　 its　dynamics　 has　 not　 been　 clarified　 yet　 in　detail.　 Particularly,　 the　 wind
field　in　E　region　 is　not　 fully　 understood.　 A　newly　 developed　 Fabry-Perot　 Imager　 (FPI)　 was　 installed
at　 Syowa　 station,　 Antarctica　 by　 the　 JARE-42　 in　 order　 to　 make　 observations　 of　thermospheric
neutral　 wind,　 We　 are　 making　 analysis　 of　OI557.7nm　 data　 obtained　 with　 the　 FPI　 to　study　 the　 E
region　 neutral　 wind　 since　 the　 emission　 altitude　 lies　 in　the　 E　 region.　 The　 new　 FPI　 consists　 of　a
fish-eye　 lens　 (F2.8　 f=8mm)　 as　an　 objective,　 a　Fabry-Perot　 etalon　 with　 a　clear　 aperture　 of　150mm
and　 a　spacing　 of　15mm,　 and　 a　back-illuminated　 cooled　 CCD　 camera　 with　 1024×1024　 pixels　 which
takes　 images　 of　the　 sky　 with　 150　 degree　 FOV.　 Image　 data　 are　 taken　 every　 two　 minutes　 with
exposure　 time　 of　30　 sec.　Observation　 was　 made　 on　 71　 nights　 in　the　 2001　 winter　 season,　 which　 was
from　 March　 31　 through　 October　 16.　A　 digital　 all-sky　 imager　 (ASI)　 was　 operated　 simultaneously
with　 the　 FPI,　 We　 are　 analyzing　 the　 OI557.7nm　 data　 of　FPI　 along　 with　 the　 ASI　 image　 data　 in　order
to　examine　 E　 region　 wind　 associated　 with　 aurora　 activity　 In　the　 presentation,　 the　 results　 will　 be
presented.
極域熱圏においてオーロ ラ活動 と関係 した 中性 風速場 があることがわかっている(「しか し、そのダイナ
ミクスの詳細は未だ完全に解明 されてはお らず 、特にE領 域高度 にお ける中性風速場に関 してはなお未
解明のことが多い、第42次 南極越冬隊(JARE-42)に よ り南極昭和基地 にオー ロラ活動に関係
した熱圏中性風の観測 を行 うためのファブ リーペ ローイ メー ジャー(FPI)が 設置 され、現在 も観測
を続けている,そ こでわれわれ は このFPIを 用いた観測で得 られ たOI557.7nmの デー タに注 目し、
その発光高度 がE領 域 に相 当す る ことか らE領 域にお ける中性風速場 の解析 を行っている。新た に設置
されたFPIは 、F2.8、f=8mmの 魚眼 レンズ とコ リメー タ レンズに よ り平行化 した光束 を、有効径
150mm、 スベーシング15mmの ファブ リーペ ローエタロンお よび干渉 フ ィルターによ り高分解能分光
を行い、1024×1024画 素の背面照射CCDカ メラで全視野 角150° の画像 を取得する ものである。観
測は1デ ー タの露出時間30秒 、時間分解能2分 で2001年 の3月 から10月 まで計71夜 にわたって昭
和基地で行われた。 また、この期 間においては昭和基地全天 イ メージャー(ASI)で も同時観測 が行
われ ていた.そ こで我 々は現在 このFPIに よる557.7nmデ ー タとASIの オー ロラデータか ら昭和
基地上空の詳細な中性 風速場 とオー ロラ活動 との関係を調べ、そのダイナ ミクスを明 らかにす ることを
目標に解析を進めている,本 講演では この解析手法及び現状の解析結果について報告 し、南極上空にお





○武智 誠次,南 繁行,鈴 木 裕(大 阪市立大学大学院工学研究科)
西野 正徳 野沢 悟徳(名 古屋大学太陽地球環境研究所)
M.　Rietveld　(EISCAT及 びマ ックスプランク研究所)
Observation　 of　the　Cosmic　 Radio　 Noise　 and　 the　Infrasonic　 Waves　 on　 the　Ground
　 　 　 　 with　 an　HF　 Radio　 Wave　 Stimuladon　 in　the　Polar　 Ionosphere
　 S.　Takechi,　 S.　Minaini,　 Y　 Suzuki　 (Graduate　 School　 of　Engineering,　 Osaka　 City　University)
　 M.　Nishino,　 S,　Nozawa　 (Solar　Terrestrial　Enviromnental　 Laboratory,　 Nagoya　 University)
　 　 　 　 　 　 M.　Rietveld　 (EISCAT　 and　Max-Planck-lnstitut　 fur　Aeronomie)
We　 have　 perf〈)nlled　 an　 experiment　 to　 arti丘cially　 stimulate　 the　 iollosphere　 using　 high-power　 HF　 radio　 wave　 at　the
EISCAr飽cility　 in　Tromso,　 Norway.　 The　 experiment　 was　 made　 by　 using　 4.04　 MHz,　 900　 kW　 transmissioll　 wave　 with　 so111e
pulse　 modulations.　 The　 cosmic　 radio　 noise　 of　 38.2　 MHz　 and　 the　 pressure　 wave　 were　 observed　 by　 a　riometer　 and　 a
microphone　 with　 a　wind　 reduction　 pipe,　 respectively　 These　 signals　 observed　 were　 analyzed　 by　 a　cross-correlation　 with　 the
HF　 wave　 signal.　 Some　 results　 obtained　 may　 suggest　 the　ef飴ct　 of　electron　 heating　 in　the　lower　 ionosphere　 by　 the　HF　 wave.　 II1
ぬct,　incoherent　 scatter　 radar　 signals　 monitored　 showed　 that　the　electron　 telllperature　 in　the　lower　 ionosphere　 increased　 during
the　sequential　 exper㎞ent.
極域の電離圏擾乱によって引 き起こされる大気波動の熱圏 ・大気圏結合現象を定量的に理解するために、　IS　レ
ーダ等の観測装置が充実 している トロムソのElscAr施 設において、高周波(周 波数4.04MHz、 パワー900kw)に
よる電離圏人工励起実験を行った(2002年2月19日 と21日)。 以前のアラスカでの実験1)と同様に、リオメータ
及びラインマイクロフォンによる銀河電波雑音および超低周波音波の観測を試み、その時系列信号 と高周波パル
ス信号との相互相関スペク トル解析を行 った。図1は その結果の一例であ り、観測 された銀河電波雑音変動と送
信高周波振幅(2分 周期でデューティ比は1/2)と の相互相関係数を示している。τ(lag);()での負の相関係数か ら
の変化は、印加 した高周波加熱による電子温度の上昇あるいはそれに伴ったプラズマ密度の増加による銀河電波
雑音強度の減少を示唆 している と思われる。




★巻田和男(拓 大工)、星野光男(拓 大工)、塩川和夫(名 大STE研)、 増 田悦久(CRL)
Comparison　 of　Airglow　 Phenomena　 between　 Brazilian　 Geomagnetic　 Anomaly　 and　 Okinawa
Makita　 Kazuo(Takushoku　 Univ.),　 Hoshino　 Mituo　 (Takushoku　 Univ.)
Shiokawa　 Kazuo(Nageya　 Univ.),　 Masuda　 Etuhisa(CRL)
CCD　 camera　 and　 PhotOmeter　 observation　 were　 carried　 out　 at　 INPE　 Southern　 Space
ObservatOry,　 Braz丑ian(29.6S,　 306E)　 and　 Okinawa(26.7N,128E).　These　 two　 points　 are　 nearly
opposite　 side　 of　earth.　 We　 compared　 with　 these　 two　 points　 optical　 data　 and　 found　 that　 630nm
enhancement　 were　 observed　 at　post-mi(1night　 (03-05工 ∫T)　local　 time　 in　 both　 he面spheres.　 The
peak　 luminosity　 of　630nm　 were　 about　 300-400R　 in　 both　 places.　 In　 this　 interva1,　 there　 were　 no
clear　 enhancement　 in　 557.7nm　 and　 ako　 no　 clear　 structure　 in　 CCD　 camera　 image.　 We　 are　 now
examining　 the　 relationship　 between　 ionospheric　 condition　 and　 630nm　 enhancement.
(1)は じめに、
ブラジル磁気異常帯における光学観測をこの数年間実施 しているが、磁気異常帯での光学現象の
特異性 を明 らかにす るためには、地球磁場強度が平均的な値を示す同緯度で比較観測を行 うことが必
要である。 このため私達はブラジル観測所(29.6S,306E;B=22845nT)の 真裏 に位置 し、緯度がほぼ
同 じで磁場強度が2倍 程大 きい沖縄(26.7N,128E;B=45276nT)で 光学観測 を行 うことを計画 し、2002
年12月 にCCDカ メラ とフォ トメー タを設置 し観測を開始 した。
(2)観 測結果
これ までのブラジルの光学観測によると、夏か ら秋 にかけての夜明け前(03-04LT)に630nmの
輝度が300-400Rま で上昇する現象が観測 され ている。この現象が沖縄でも同様に観測 され るかど う
か着 目し解析 を行った。なお、沖縄の現地時間(LT)は 世界時に対 し+9時 間(LT=UT+9h)進 んで
いる。図は2003年3月2日14h-20hUT(23h-05hLT)に天頂フォ トメー タ557.7nmと630nm
とCCDカ メラ画像によ り観測 されたデー タである。557.7nmと630nmのBack　ground　 levelは
それぞれ130Rと210R程 度で、この夜は一晩中晴天であった。左パネルのデー タによると557.7n
mの 輝度は17h20mUT頃 ピー クを示 している。630nm輝 度 も同時期に上昇 しているがそれほど顕
著でない。これに対 し18h20UT(03h20mLT)か ら630nmの 輝度が上昇 し19h15mUT(04h15mLT)
頃に380Rの ピー クを示 している。このとき557.7nmは 顕著なピー クが見 られない。右パネルの画
像デー タは18h38mO8UTに 観測 されたもので、魚眼データを平面に展開 し、緯度 ・経度 を入れた も
のである。この画像は630nmの 輝度上昇時の もので、数本のバン ド構造の大気光が中央に見 られる。
今回示 した沖縄での現象はブラジルで観測 された現象 と同 じものであろ う思われ る。従って、この現




昭和基地 ファブ リーペ ロー イメー ジャー による熱圏風速 ・温度観測(2)
o田 口 真(極 地研)、岡野章一(東 北大)、 江尻全機(極 地研)
　 　 　 　 　 　 　 　 　Thermospheric　 wind　 and　 temperature　 measurements
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 by　the　Fabry-Perot　 Imager　 at　Syowa　 Station　 (2)
oM .　Taguchi　 (NIPR),　 S.　Okano　 (Tohoku　 University),　 and　 M.即ri　 (NIPR)
Line-of二sight　 wind　 velocity　 and　 temperature　 fields　 in　the　 F-region　 were　 derived　 from　 the　 auroral丘inge　 data
obtained　 by　 the　 Fabry-Perot　 imager　 at　Syowa　 Station　 in　2001.　 Position,　 phase　 and　 period　 of　laser　 f油ges　 are　 used　 to
partition　 fUll-sky　 auroral　 images　 into　 three　 or　 fbur　 rings　 each　 of　which　 contains　 an　 auroral　 fringe　 and　 l6　 azimuthal
sectors.　 For　 each　 sky　 element　 line-of-sight　 wind　 velocity　 and　 temperature　 are　 determined　 by価ng　 of　 a　Gaussian
ilnction　 to　 a　histogram　 of　 square　 of　 radial　 distance　 from　 the　 fHnge　 cehter　 versus　 observed　 photon　 counts.　 An
instrumental　 fUnction　 given　 by　 laser　 fHnge　 data　 is　deconvoluted　 from　 the　 auroral　 fringe　 data.　 The　 origin　 of　absolute
velocity　 is　deterrnined　 in　the　following　 way.　 Combination　 of　phases　 of　fringes　 formed　 by　 light丘om　 the　stabilized　 He-Ne
laser　 (632.990963　 nm)　 and　 an　 auroral　 red　 line　 (630.0308　 nm)　 limits　 uncertainty　 of　the　 absolute　 etalon　 gap　 within　 +/-
0.065mm.　 However,　 uncertainty　 in　the　wavelength　 of　the　auroral　 line　due　 to　Doppler　 shift　may　 lead　 to　ambiguity　 in　the
order　 of　interference.　 Consequently　 ambiguity　 in　retrieved　 wind　 velocity　 still　remains　 to　be　+/-30　 m/s.　 Then　 combining　 a
phase　 of　the　fringe　 formed　 by　an　auroral　 green　 line　(557.7335　 nm)　 with　 the　phases　 of　the　above　 two　 lights　 eliminates　 this
ambiguity.　 The　 etalon　 gap　 can　 be　determined　 with　 an　 accuracy　 high　 enough　 to　calculate　 phases　 of　rest　wavelengths　 of
auroral　 lines.　The　 data　 obtained　 from　 July　 13　to　20,　 2001　 were　 analyzed　 by　 fk)llowing　 this　procedure.　 Variations　 in　the
wind自elds　 when　 auroral　 activity　 was　 moderate　 show　 a　convection　 pattem　 consistent　 with　 neutral　 wind　 generated　 by　ion
drag.
2001年 に昭和基地ファブ リーペ ローイメー ジャー
によ り取得 され たオー ロラフ リンジデータから熱圏





オーロラフ リンジ画像は1分 毎に30秒 露出で連続
して取得 された。緑線 と赤線 を交互に撮像するため、
各波長の画像の時間分解能は2分 である。30分 に1
回、周波数安定化He-Ne　 レーザーのフ リンジ画像 と
ダーク画像 を取得 した。
解析方法は以下の手順で ある。 まず 、 レーザーフ
リンジ画像のフリンジ中心、位相、周期 を決定する。
ダー ク補正及びフラッ トフィール ド補正済みのオー
ロラフリンジ画像 を16方 位 、フ リンジ毎に領域分
割す る。分割 された各領域について フリンジ中心か
らの距離の 自乗に対す るカウン ト数の ヒス トグラム
を作成す る。それに対 してガ ウス関数 をフィッテ ィ
ング して、強度、中心波長の変位、幅、バ ックグラ
ウン ドの4つ のパ ラメターを決定する。 中心波長の
変位 と幅か らそれ ぞれ視線風速 と温度が導出 され る。
温度導出の際には レーザー フ リンジ画像 から求 めた
装置関数を取 り除 く。
風速導出の際の原点(風 速O　 m/sの フリンジ位置)
は次のよ うに して決定す る。観測 された周波数安定
化He-Ne　 レーザー(波 長632.990963nm)及 びオー
ロラ赤線(波 長630.0308nm)の フ リンジ画像の位
相 の組 み合 わせ を実現 す る干渉計 間隔 は0.13mm毎
に周 期的 に現れ る。干 渉計 間隔 は15.Ommで 製作 さ
れ て い るの で 、 スペー サ の機 械 加 工誤 差 内 にそ の組
み合わせ ば一通 りしか ない。
しか しオ ー ロ ラ発 光 に は全 天 の デー タ を時 間平 均
して も数 十m/s以 上 の平 均風速 が残 る可能 性 が ある
た め、干 渉 次数 を一 意 に決 定 で きな い とい う問題 が
あ る。 仮 に、干渉 次数 が1異 なる と、風 速 に換 算 し
て30m/sの 誤 差 とな る。その誤 差 を取 り除 くため に、
オ ー ロ ラ緑 線(波 長557.7345nm)の 位 相 を使 用す
る。 第3の 波長 を導 入す ると、干渉次 数1の 違 いは
オー ロラ緑 線 の フ リン ジデー タか ら導 出 され る風 速
に800m/sに も達す る誤 差 を もた らす た め、干渉 次
数 を一 意 に決 定 す る こ とが で き る。 具 体的 に は レー
ザー の干渉 次数 は47373と 求 め られ 、 これ と レーザ
ー の波長 か ら干 渉計 間 隔 は14.98929535mmに 決 定
され た。 干渉 計 間 隔 が決 ま る とオ ー ロ ラ発 光 の静 止
波長 で のフ リンジ位 置 を計 算す る こ とがで きる。
2001年7月13日 か ら20日 まで天候 に恵 まれ てほ
ぼ連 続 して観 測 デ ー タ が得 られ た。 その期 間 に得 ら
れ た オー ロラ赤 線 画像 デ ー タ を解析 した。 そ の 間、
13日 、15日 、16日 に は中程度 の オー ロラ活動 が あ
り、 それ 以外 の 日に は ほ とん どオ ー ロラは 出現 しな
か った。 オ ー ロ ラが 出現 した 日の風速 分布 時 間 変動
は、ほぼ同 じパ ター ンを示 してい る。す なわち、MLT
O時 頃 には 極 か ら低緯 度 側 へ風 が吹 き 、明 け方 に 向
か うに従 っ て東 向 きの風 に変 わ って い る。 これ はイ
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Figure　 1:　Range-time-inlellsity　pl()t　of　groulld-backscatter　power　 o})tained　 from　 SllperDARN　 Syowa　 East　 radar
h1An仁arct.ica　 during　 the　 ii'iterval　 (.)f　1000　 UT　 t・　1800　 UT,叩De(℃m})el・　|5th,　 1999.　 DashPd　 white　 |illes　m(li('at,e





Mesopause　 temperature　 measurements　using　 sodium　 temperature　 lidar　 at
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Syowa　 Station,　 Antarctica
　　　　 J.Yamashita,　 '「Kitahara,　 TKawahara,　 F.Kobayashi,　 Ysaito,　 and　 A.Nomura
　　　　　　　　　　　　　　　Faculty　 of　Engineering　 Shinshu　 University.
　 We　 observed　 temperature　 and　 sodium　 density　 of　MLT　 (mesosphere　 and　 lower　 thermosphere)　 region　 by　 using
sodium　 temperature　 Iidar　system　 at　Syowa　 station,　 Antarctica　 from　 2000　 to　2002.　 The　 purpose　 of　this　observation
was　 to　examine　 the　 atmospheric　 activity　 in　lower　 thermosphere　 and　 upper　 mesosphere.　 The　 observation　 was
performed　 with　 a　 spatial　 resolution　 of　 about　 lkm　 and　 a　 temporal　 resolution　 of　 6　 min.　 We　 could　 obtain　 the
temperature　 data　 of　100　 nights　 (700　 hours)　 in　2000,　 85　 nights　 (695　 hours)　 in　2001　 and　 113　 nights　 (940　 hours)　 in
2002.　 We　 describe　 the　 results　 of　analysis　 of　this　observation.
中間圏界面及 び熱圏 下部 の大気活 動の解明 を 目的 として、我 々は1999年 南極昭和基 地にナ トリウム温度 ライダ
ーシステムを設置 した。2000年2月 ～2002年10月 までの約3年 間、　MFレ ーダーやFPIな ど他 の観測機 との同
時観 測を実施 した。高度約80km～100km(MLT領域)に 存在す るナ トリウム原子層 を対象 とし、 この領域 にお け
る鉛 直方 向の温度及びナ トリウム原子密度 の観測 を高度分解能1km、 時間分解 能6分(ス ムージング時、30分)
で行った。観測 日数(観 測時間)は 、2000年3月 ～同年9月 にか けて100日(700時 間)、2001年2月 ～同年10
月 の間では85日(694時 間)、2002年2月 ～同年10月 の期間で113日(940時 間)と なってい る。Fig.1に2002
年2月 ～10月 にお ける各月の平均温度 を算 出 した結果 を示す。2002年 に取得 した観測デー タの特徴 として、中間
圏界面高度が100km付 近 に存在 しているこ と、また過去2年 間のデー タに比べて6月 と7月 の平均温度 が高い と
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Sodium  nightglow imaging over Syowa Station in the  Antarctic 
                  Y.  Yamadat  ,  H. Fukunishit, and M.  Taguchi 
 tDepartment of  Geophysics, Tohoku  University,  tNational  Institute of Polar Research
  Our interest is on small-scale gravity waves in the mesopause region over the Antarctic. Many 
observations in the middle latitude have revealed monochromatic wave patterns in  mesopa.usal night-
glow images and these patterns have been considered to  be mainly due to small-scale gravity waves 
with the horizontal wavelength of tens of kilometers. Comparatively, we have few information on such 
waves in the high latitude because of few observations. 
  We report on an attempt to observe the wave patterns with a CCD camera system, All-sky imager 
 (ASI) during the period of March to October, 2002  at  Syowa. Station  (69`)S,  35(T) in the Antarctic. 
Sodium nightglow was chosen for the observation to minimize contaminations from  auroral lights into 
the nightglow image data.. An interference filter with the center wavelength of 589.6 nm  (-60  % 
transmittance) and the  F«-  HM of 3.0 nm was utilized for the Na-D lines. All-sky images were taken 
every 120 seconds with an exposure time of 100 seconds on  total of 85 nights.  Wave patterns as in 
the middle latitude were often observed in the images especially on winter season, although  auroral 
lights frequently  contaminated the image data and  made it difficult to  identify the  spatial structures 
of sodium nightglow. Cirrocumulus clouds sometimes extended over  Syowa Station and resembled the 
spatial patterns of nightglow in the image data. We need to carefully distinguish the  spatial structures 
of nightglow from the  others such as  auroral lights and clouds. One method of the distinction is to 
compare nightglow images to  panchromatic images simultaneously observed by the another all-sky 
imager at  Syowa. Station. 
  Inspectionsof the image data  do not show apparent relationships between the appearance of intense 
auroral lights and the wave patterns in the field-of-view of ASI.
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兵庫県南部地震の前 に観測 された異常なスポラデ ィクE層
地球ガス噴出モデル
恩藤忠典 (宇宙地球環境研究所)
Anomalous　 sporadic-E　 layers　 observed　 before　 M7.2　 Hyogo-ken　 Nanbu　 earthquake
　　　　　　　　　　　　　 Terrestrial　 gas　 emanation　 model
T.　Ondoh　 (Space　 Earth　 Environment　 Laboratory)
Before　 the　 M7.2　 Hyogo-ken　 Nanbu　 earthquake　 of　 January　 17,　 1995,　 anomalous　 foEs
increases　 above　 7　MHz　 were　 observed　 at　Shigaraki　 about　 120　 km　 of　the　 epicenter　 and　 at
Kokubunji　 about　 500　 km　 of　it　in　the　 daytime　 on　 January　 15,　 1995.　 Since　 there　 were　 very
quiet　 geomagnetic　 conditions　 and　 no　 solar　 event　 on　 January　 15　 and　 the　 foEs　 is　normalIy
below　 5　 MHz　 in　 the　 Japanese　 winter,　 the　 anomalous　 foEs　 increases　 above　 7　 MHz
observed　 on　 January　 15　 may　 be　 an　 ionospheric　 seismic　 precursor.　 An　 upward　 tornado-type
seismic　 cloud　 with　 rapid　 air　currents　 occurred　 between　 altitudes　 of　680　 m　 and　 2000　 m　 over
the　 epicenter　 region,　 and　 anomalous　 radon　 ion　 density　 increases　 of　about　 100　 times　 the
normal　 radon　 ion　density　 were　 also　 observed　 at　epicentral　 distance　 of　about　 200　 km　 before
the　 earthquake.　 The　 epicentral　 area　 of　 the　 anomalous　 foEs　 occurrence　 before　 the
earthquake　 is　about　 the　 same　 as　 that　 of　the　 terrestrial　 gas　 emanation　 from　 active　 faults
before　 great　 earthquakes　 (King,　 1986).　 The　 radon　 ions　 carried　 up　 to　 cold　 high　 altitudes
produce　 positively　 charged　 ice　 crystals　 in　the　 topside　 cloud　 and　 the　 bottom-side　 cloud　 has
negative　 charges.　 An　 electric　 field　 is　set　 up　 in　the　 lower　 ionosphere　 by　 positively　 charged
cloud-to-ground　 lightning　 discharges.　 A　 temporal　 electric　 field　 above　 the　 air　 breakdown
electric　 field　 causes　 ambient　 electron　 heating　 and　 ionization　 of　 neutrals　 in　 the　 lower
ionosphere.　 Times　 for　 producing　 the　 anomalous　 foEs　 increases　 computed　 by　 the　 quasi-
electrostatic　 heating　 and　 ionization　 process　 at　 altitude　 of　 100　 km　 are　 comparable　 with
seismic刊ash　 durations　 before　 great　 earthquakes.
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The Multi-Instrument Analysis Toolbox
 ° S. R. Marple and F. Honary. (Lancaster University, UK)
The Multi-Instrument Analysis (MIA) program is a sophisticated analysis and 
visualisation toolbox for Matlab. The package aims to provide a common 
environment for processing data from a variety of instruments used in solar-terrestrial 
physics. MIA currently supports the following instrument types: 
  • riometers and imaging riometers 
  • magnetometers 
   • all-sky cameras. 
MIA also contains the locations of other instruments such as radars. Supported 
riometers include those belonging to the University of Lancaster, NIPR, CRL, 
STELab, CANOPUS, University of Maryland, SGO, BAS, AARI, and the Australian 
Antarctic Division.
MIA aims to provide: 
  • data visualisation, with a common  'look and feel' 
  • data processing tools using a common API, which can be called from Matlab 
     scripts and functions, thereby allowing large datasets to be processed 
     automatically 
  • a graphical user interface (GUI) 
  • mapping facilities, to display both the data and also the instrument locations.
An important concept of MIA is to make data appear similar so that the same tools 
can be applied to data from different instruments, or even instruments of different 
types. There are many instances where such requirements exist, for example the 
identification of Pi2 pulsations in riometer and magnetometer data, or velocity 
measurements of auroral arcs from riometer and all-sky camera data. MIA ensures 
different data types can act in the same way, yet still store their own unique 
information, by using the object-oriented capabilities of Matlab. Imaging instruments 
are supported by classes derived from a common image format, making it easy for 
MIA to provide image plots, keograms, and movies. A number of coordinate systems 
are supported: geographic and geomagnetic, and  km from a given location. For 
imaging riometers a special coordinate system is available which is rotated to align 
with the antenna pointing direction.
Another important concept is that all functions are capable of being called from 
scripts so that long-term statistical studies can be made with little effort. MIA can also 
be operated with a graphical user interface (GUI). To ensure that long-term studies are 
possible MIA contains methods which join data files, so that data processing is not 
interrupted by file boundaries.
MIA has been used successfully for a number of years at Lancaster and is now 
available to our partners in the Global Riometer Array project (see oral presentation 




HF　ray　path　tracing　 programの 短 波 レー ダー デ ー タ解 析 へ の 応 用
o西 谷 望・小川忠彦(名大STE研)
Application　 of　HF　 ray　 path　 tracing　 program　 to　HF　 radar　 data　 analysis
N.　Nishitani　 and　 T　 Ogawa　 (STELAB,　 Nagoya　 U.)
The　 application　 of　HF　 ray　path　tracing　 program　 to　the　analysis　 of　HF　 radar　 data　 is　demonstrated.　 Examples　 are
as　follows:　 1)　Estimation　 of　the　possible　 ionospheric　 echo　 region　 of　HF　 radars,　 including　 the　planned　 ones.　 2)
Estimation　 of　the　profile　of　the　ground　 scatter　 echoes　 modulated　 by　ionospheric　 l　thermospheric　 gravity　waves.
3)　Estimation　 of　the　possible　 observation　 of　sporadic-E　 echoes.
SuperDARN短 波 レー ダー は 、1995年 の 日本 の 参 加 に 代 表 され る本 格 的 な 運 用 開 始 以 来 、様 々 な研 究 成 果
を 上 げ て き て い る。 代 表 的 な も の は グ ロー バ ル な 電 離 圏 プ ラ ズ マ 対 流 の ダ イ ナ ミ ク ス で あ る が 、F層 電 離 圏
よ り レー ダ ー が 発 射 した エ コ ー が 散 乱 され て 戻 っ て き て 、 初 め て 観 測 が 可 能 に な る 。 こ の エ コー が 返 っ て く
る 条 件 と し て は 、1)散 乱 帯 に お い て レ ー ダ ー 電 波 の112波 長 の ス ケ ー ル を 持 つ 、 プ ラ ズ マ 密 度 の ゆ ら ぎ
(irregularity)構 造 が あ る 、2)散 乱 帯 に お い て 電 波 の 進 行 方 向 と磁 力 線 の 向 き が 直 角 に な っ て い る 、3)電 波 が 進
む 経 路 の 途 中 で 吸 収 等 が発 生 しな い 、 等 が 挙 げ られ る。
こ の う ち2)に つ い て は 、 モ デ ル 電 離 層 を 仮 定 す る こ と に よ り計 算 が 可 能 で あ る こ と が 、　Jones　 and
Stephenson　 (1975)に よ り示 され て い る が 、 最 近 の レー ダ ー 運 用 で は あ ま り注 意 を 払 わ れ て い な い 。 これ は 主
と して 今 ま で 建 設 され て き た レー ダ ー が 高 緯 度 領 域 を観 測 タ ー ゲ ッ トと し て お り、 そ こ で は 地 球 磁 場 が 地 面
に 対 して ほ ぼ 垂 直 で あ り、 場 所 依 存 性 が あ ま り な か っ た た め と考 え られ る。 こ れ に 対 して 、 現 在 著 者 を含 む
グループは中緯度地方(北海道)に新たにHF　 レーダーを建設す る計画を提唱 しているが、 この場合磁力線の傾
きがエ コー反射条件にどのように効いてくるか調査 しておくことが不可欠である。
講演者 達 はJones　 and　 Stephensonの プ ログラム を改 良 し、 電離 圏 中にお い て レー ダー電波 が磁 力線 とσp。
直交条件 を満 たす位 置 を求 め るプ ログラム を開発 した。 モデル電 離圏 と して は、　Jones　 and　Stephenson　 のプ
ログラムに含 まれ てい るChapman　 Layer等 の単純 なものに加 えて、　lnternational　 Reference　 lono5phere　 (IRI)
モ デル も使 用で き る様 に なっ てい る。 講演 で は 現在 の レー ダーや 、将 来計 画 で考 えて い る レー ダ ー に対 して
行 っ たモデル 計 算 の結果 につ いて 紹介 す る予 定 で あ る。 ま た、 このプ ログ ラム は、 電離 圏 エ コー だ けで はな
くground　 scatterエ コーの受信 状 況 につい て も計算 が 可能 な ため、　gravity　waveの パ ラ メー タの推 定 に も威
力 を発揮 す る と期待 され て い る。 さ らに、　sporadic　 E　層エ コー の受信 状 況 のモ デル 計 算 に対 して も有 効 で あ
る。可能ならば、これ らの可能性 についても講演で述べる予定である。
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　 ln　JARE　 43,　 we　 performed　 a　radio　 tone　 signal　 transmission　 experiment　 between　 Zhongshang　 (China)
and　 Showa　 station,　 in　 order　 to　 investigate　 the　 feature　 and　 statistical　 property　 of　 Meteor　 Burst
Communication　 (MBC)　 channel　 in　the　 Antarctic　 region.
　 As　 a　result,　 it　is　shown　 that　 the　 radio　 propagation　 via　 meteor　 burst　 appears　 like　the　 low　 latitude　 region,
and　 it　can　 use　 for　 communication.　 Moreover,　 it　is　shown　 that　 non-meteor　 propagation　 phenomenon
frequently　 appears　 between　 about　 18:00　 and　 next　 3:00　 (UTC),　 and　 its　appearance　 frequency　 is　related
to　Geomagnetic　 Kp　 Index.
1.は じめに
43次 南極 観測 隊 にお い て,南 極 域 にお け る流 星バ
ー ス ト通信 路(MBC)の 特 徴 及 び統 計 的性 質 を調 査 す
るた め,中 山(中 国)一 昭 和基 地(約1430km)間 で
トー ン 送 受 信 の 実 験 を 行 っ た[1].本 稿 で は
2002/4/1-9/30の 実験 の結果 につ いて報告す る.
2.実 験概 要
46MHzキ ャ リア を1250Hzト ー ンでUSB変 調 し,中
山基 地 よ り10分 周期 で3分 間送信 す る.昭 和 基地
にてSN比(2.4kHz帯 域幅)が3,・ ・,10dBを 越 え る信




ア ンテナ 5素 子八木 5素 子八木(2式)
ア ンテナ高 6m 8m,4m
ケーブル 15m(10D2E)150m,175m(10D2E)
3.実 験 結果
Fig.　1は4月 一9月 間 の通信 路のDuty　 cycleの 変
動 を示 した も の で あ る.日 に よ っ て 大 き な　Duty
cycle　 を示す 日が あ るが季 節 の影 響 は あ ま り無 い こ
とが判 る.Fig.2はDuty　 cycle　 の時刻変 動で あ る.
18時 頃か ら翌3時 頃まで に21時 頃 を ピー ク とす る
Duty　cycle　 の増加 が 見 られ る.こ の 時間帯 には,オ
ー ロラや それ に よる　sporadic　 E　層 な どの 高緯度 地
域特 有 の流 星以外 の伝 播 現象 が現れ てい る と考 え ら
れ る.Fig.3は4月 の　Duty　 cycle　 の3時 間 ご との
平均 値 と地球 磁 気擾 乱指 数Kpを 同 時 にプ ロ ッ トし
た ものであ る。 両者 に は明 らかに相 関が見 られ る。
以 上 か ら高緯度 地域 では 通常 の流 星通 信 路 とは異
な る伝 播現 象 が頻繁 に 現れ 、そ の 出現 はKpに 関係
す る ことが解 った.高 緯 度 にお け る流 星バ ー ス ト通
信 に は これ らの現象 を考慮 した プ ロ トコル が要 求 さ
れ る.今 後,通 信 路 と して の利用 を念頭 に これ らの
現 象 を詳 し く解 析 し,同 地域 にお け る流 星バ ー ス ト
通信 システ ムの検討 を進 める.
謝 辞 本研 究 の一 部 は科 学研 究 費補 助 金(14550353)
に よって行 われた. 文 魅[1]吉 廣 他,20011EICEソ サ エ テ ィ 大 会,B-2-24




Dynamic Behaviors of the Magnetospheric Current Sheet 
        Based on A Laboratory Simulation 
  Rana Rizwan, Shigeyuki Minami, M. Morimoto, S. Takechi, 
        Alexander  Podgorny*, and Igor  Podgorny** 
Department of Electrical Engineering, Osaka City University, Japan 
             *Lebedev Institute of Physics, Russia 
 *  *Institute of Astronomy, Russia
   We have performed a laboratory simulation of the magnetosphere. Exact MHD scaling is examined by Rahman 
[1998,] and Minami  [1993]. Our laboratory simulations satisfy the MHD scaling law. The experiment is made to 
understand the acceleration mechanism of the aurora. Electric field is measured on the sun-earth line in the nightside of 
the magnetosphere. The result shows that the earthward electric field exists on the tail current sheet stably. The value is 
consistent to the predicted electric field in the magnetospheric current sheet. The dynamic pressure of the simulated 
solar wind is changed to investigate the stability of the magnetosphere and the mechanism of the substorm. 
   The magnetosphere is produced by changing the dynamic pressure of the simulated solarwind in a laboratory 
cahmber. It is shown that the electric field increases sharply when the sheet current increases the substorm. Such 
electric field is created due to a Hall effect. The measured earthward electric field shows that the current sheet in the 
magnetosphric tail is carried by electrons. When the current sheet thinning occurs at the substorm, the current density 
in the sheet increases resulting the increase of the earthward electric field. It is shown experimentally that the electric 
field, Ex, is also controlled by the dynamic pressure of the solarwind. The size of the magnetosphere shrinks and 
expands about several times repeatedly. When the dynamic pressure increases, the Ex is increased. This result shows 
the effect of the auroral brightness changes due to the dynamic pressure increase. 
The long last of tail current near the earth after the solarwind disappearance is related to be the effective current 
confinement of the radiation belt particles. The confinement time is consistent with the predicted Bohm diffusion time 
of plasma in the magnetic field. The results suggest some effective plasma confinement effect of the dipole 
configuration of the magnetosphere
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 Laboratory Structure of the Heliospheric Current Sheet 
Shigeyuki Minami, Rana Rizwan, M. Morimoto, S. Takechi, Y. Suzuki 
         Alexander Podgorny*, and Igor Podgorny**
Department of Electrical Engineering, Osaka City University, Japan 
              *Lebedev Institute of Physics, Russia 
                 **Institute of Astronomy, Russia
    Solar corona structure is electromagnetically unknown region where any spacecraft could 
reach there. The density of the corona is believed to decreases rapidly from  1E+13 m-3 to 
 1E+7 m-3 as shown in figure 1. The existence of the dipole magnetic field of the sun, about 1 G, 
makes the structure of the corona complicate. For instance, the illumination of the near sun 
region is characterized by the line-shape illumination, so-called the streamer. The meaning of 
streamer has not yet been understood. Newmann and Kopp  [1971] revealed the structural form 
of the magnetic field line near the sun based on 2-D computer simulation (Figure 2). The result 
shows an existence of the neutral sheet on the equatorial plane of the sun. It has been believed 
that the neutral sheet exits as was shown by them for 30 years. Is that really true? We have 
performed a laboratory simulation of the region, near sun heliosphere, using a MPD (Magneto 
Plasma Dynamic) device to make sure the model is collect or not. The MPD device has been 
used not only for plasma thruster but also for cosmical electromagnetic simulation [Minami, 
1994]. The result is compared with our advanced 3-D numerical simulation of the helisosphere. 
    This experiment of the solar corona of the helisophere shows that there exists no neutral 
sheet on the meridian plane of the sun as was presented by Newman and Kopp [1971]. In spite 
of the limited experimental plasma parameters to fit the MHD scaling law, the result is consistent 
with a predicted heliospheric magnetic field configuration by numerical simulation. We shall try 
to get the higher dynamic and plasma beta value to be fit to the required MHD scaling. A part of 
this experiment has made by the collaborating research program at the ISAS 
References 
    Minami, S., Effects of the Local Interstellar Medium Magnetic Field on the Structure of the Heliosphere: A 
       Laboratory Simulation, Geophys. Res. Lett., 21, p.81-84, 1994. 
al. Podgorny, I. M. Podgorny, and S. Minami, Numerical Simulation of Current Sheet Creation above Real Active 
Regions, Adv. Space Res. 25 1777-1780, 2001.
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ク ラ ス ター　II衛 星 観 測 に よ る高 高 度 カ ス プ 内 の エ ネ ル ギ ー と力 の バ ラ ン ス
○小 川 泰 信(名 古 屋 大 学STE研) 、　S.C.Buchert　 (IRF　 ウプ サ ラ)、　M.Andre　 (IRFウ プ サ ラ)
Conservation　 of　energy　 and　 momen加m　 in　the　 high　 altitude　 cusp　 observed　 with　 CLUSTER　 II
O　Y　 Ogawa　 (STEL
,　Nagoya　 University),　 S.　C.　Buchert　 (IRF　 Uppsala),　 and　 M.　 Andr6　 (IRF　 Uppsala)
Multiple　 spacecraft　 measurements,　 such　 as　 CLUSTER　 II,　have　 advantages　 over　 a　single　 spacecraft
observation　 in　 especially　 three　 investigations:　 3-Dimensional　 electric　 currents.　 pressure　 gradient
fbrces,　 and　 scales　 of　 geometrical　 stnlctures.　 Using　 these　 parameters　 observed　 with　 CLUSTER　 II
between　 O830-1000　 UT　 on　 4th　of　 March　 2002,　 we　 discuss　 balance　 of　 energy　 and　 force　 ill　the　 high
altitude　 cusp　 under　 northward　 interplanetary　 magnetic　 field　 (IMF)　 condition.
CLUSTER　 IIの よ うな複 数 の飛 翔体 を用 いた観測 では、1つ の衛 星 によ る観 測 では導 出す る
ことが困難 な、(1)3次 元 電流、(2)圧 力 勾配力 、(3)粒 子や磁場 構造 のスケー ル、を調べ
るこ とが 可能 であ る。 本論文 ではCLUSTER　 IIよ り2002年3月4日0830-IOOO　 UTに 得 られ
た これ らの物 理量 を用い て、北向 き惑星間空間磁場(IMF)の 場 合の高高度 カスプにお ける
エネ ルギー と力 のバ ランスを議 論す る。
IMF　Bz成 分 が正 の場合 、 高緯度 ロー ブ領域 で起きた りコネ クシ ョンに よ り、太 陽風 プラズ
マが カスプに侵入す る。そ の侵 入 したプラズマが磁場 の張 力に よって太陽 方向に移動す るこ
とによ り、高 高度 カスプ領域 で はプラズマ密 度が太陽 方向に低 くな るよ うな密度 分布(圧 力
分布)を 形成す る。 そ の圧力 分布 によって生 じる太陽方向 の圧 力勾配 力 は、JxB力 と釣 り
合 うと考 え られ る。 その場 合、 高高度 カスプ領域 では電流(の と電場(E)の 方向が逆 とな
る、す なわちgenerator　 (J*E<0)と な ることを意味す る。
CLUSTERIIに よる高高度 カスプ領域 の観測結 果は、(1)太 陽方向 の圧 力勾配力 、(2)」*E、
(3)沿 磁力線 方向の ポイ ンテ ィン グフラックス、の3つ の時 間変 動に 良い 相関 を示 してい
た。それ らの変動 は間 歌的 に生 じてお り、そ の構造 のスケール は1000km以 下 であった。 そ
れ らの結果 か ら、間歌的 に起 きるロー ブ リコネ クシ ョンに よって 、圧力 勾配 力が 高高度 カス
プ内 に局所的(1000km以 下の スケー ル)に 生 じ、その ときに粒 子 の持 つエネ ルギーが電磁




Validation of an electron density profile derived from auroral 
emissions using multi-wavelengths photometer and  EIS  CAT radar 
observations
 oKazuhiro  Adachi[1], Ryoichi Fujii[1],  Sat  onori  Nozawa  [1],  Yasunobu Ogawa[1], Asgeir Brekke[2], 
Chris  M.  Ha11[2],  Marten  Blixt[2],  Takavuki  Ono[3J, Hiroshi  Miyaoka[4] 
 1. Solar-Terrestrial Environment  Laboratory, Nagoya University 
  2. Faculty of Science, University of  Tromso 
  :3. Graduate School of Science,  Tohoku University 
  4. National Institute of Polar Research 
  Ionospheric currents are connected to magnetospheric currents through field-aligned  cur-
rents and provide vital information on the  magnetosphere-ionosphere coupling. In  order to 
derive spatial and temporal distributions of these currents, we need to know the distributions 
of the ionospheric conductivity and the electric field. In the nightside ionosphere, precipitating 
 electrons  that  are sources of auroral emissions produce ionized particles and these ionized  par-
ticle directly associate with the conductivity. An optical  technique should therefore be one of 
the useful techniques for obtaining the ionospheric conductivity. 
  We have conducted a. 4-wavelengths photometer observation at  EISCAT radar site in  Tromso, 
Norway since October 2001. The purpose of this photometric observation is a. validation of 
electron density profiles using auroral emissions.  We have verified the optical  technique using 
simultaneous observations between the 4-wavelengths photometer and the  EISCAT UHF radar 
at  Tromso. 
 We showed that derived electron density profiles from auroral emissions agreed well with 
those from EISCAT UHF measurements. These electron density profiles were derived from 
emissions in diffuse auroras, which had a broad shape  and varied slowly of the order of a few 
minutes. 
   On the other  hand, we have not validated derived electron density profiles from emissions 
in discrete auroras, which had a. narrow shape (< 1 km) and crossed the field of views of the 
photometer and EISCAT UHF radar for ten-odd seconds or less.  We need a high time resolution 
(< 10 s) measurement of an electron density profile for the validation of derived electron density 
profiles from emissions in discrete auroras. 
  At the period between March 1 and 5, 2003, we conducted a. simultaneous  EISCAT-optical 
campaign. In this campaign, the  EISCAT UHF radar was operated with an  arc]. experiment. 
The  arcl experiment is special designed to study  auroral arcs with good time resolution. This 
experiment enable us to  conduct both high time resolution (up to 0.44 s) and a. good  range 
resolution (about 1  km). In addition to the 4-wavelengths photometer, we operated a low-light 
and high resolution TV  camera., and two  digital cameras during this campaign. 
 In this talk, we will show a. comparison of electron density profiles with the photometer and 
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SimUltaneous　 measurement　 betw㏄n　 ion　 upfiow　 and　 aureral　 spectral　 emission　 obta㎞ed　 by
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　 Abstract
　 EISCAT　 Svalbard　 Radar　 (ESR),　 installed　 at　Longyearbyen　 (78.2° 　 N,　 16.0° 　E,　ILAT　 =　75.2° 　),
Spit・b・ ・g・ninth・A・ ・ti・,haves・fa・m・a・uredava・i・ty・fi・nupn・w・v・nt・ass・iat・dwiths・ft
electron　 precipitation.　 Aurora　 Spectrograph　 (ASG)　 is　also　 installed　 at　Longyearbyen　 and　 can
measure　 auroral　 spectra　 over　 450nm-760nm　 spectral　 range　 with　 a　wavelength　 resolution　 of　1.5nm.
In　order　 to　clarify　 the　 relationship　 among　 auroral　 emission　 at　O　 I　630nm　 and　 O　U　732/733nm,　 which
are　 also　 caused　 by　soft　electron　 precipitation,　 electron　 temperature,　 electron　 density　 and　 upward　 ion
velocity,　 we　 have　 made　 comparison　 between　 ESR　 data　 and　 auroral　 spectral　 data　 obtained　 by　ASG.
　 In　the　 presentation,　 we　 will　 present　 an　 event　 study　 on　December　 8,　2001.
要旨
ロングイヤー ビエ ン(北 緯78.2度,東 経16.0度,不 変地磁気緯度75.2度)に お ける、　EISCAT
Svalbard　 Radaに よる観 測か ら,電 離圏F層 高度 における電子温度 と電子密度上昇 に対応 したイオン上
昇流が多く報告 されている。 このイオン上昇流を駆動す る有効なエネルギー源の一つ として低エネルギ
ー電子の降下が考 えられてい る,同 じくロン グイヤー ビエンに設置 された、オー ロラスペ ク トログラフ
(ASG)は 、低エネ ルギーの降下電子が発光 の原因 と考 えられてい るOI630nm,OH732/733nmのオー
ロラ発光の南北分布 を観測す ることが可能であるc本 研究ではASGで 低エネルギー電子の降下をモニタ
ー し,そ の結果駆動 され るイオン上昇流をESRで 観測す る ことで、低エネ ルギー電子降下に伴 うイオン
の上昇流の詳細 を理解す ることを 目的 としている。
2001年11月7日 か ら2002年12月31日 までの冬季 のASGデ ー タとESRデ ー タの観測時 間が重なった も
のの うち、　ESRで 顕著なイオ ン上昇流が観測 されていた、2001年12月8日 のイベ ン トについて解析 した
結果以下の ことが分かった。
1.721-850UT付 近でASGに よ り、OI630nm,09732/733nm発光が磁 気天頂 か ら極側 にかけて観
測 され 、その時ESRで は顕著な イオ ン上昇流、及び電子 温度上昇が観測 された。
2.650UT付 近で観測 され たイ オンの上向 き流はOI630nm,OI工732/733nm発 光 を伴わず、電子温度上
昇 を伴 わなかった。
本講演では以上の結果 に加え、オー ロラ発光波長強度比か らモデル計算によ り降下電子の平均エネル
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"Black　 aurora"　 is　supposed　 to　 be　 a　 fUndamelltal　 process　 of　 the　 magnetosphere-ionosphere　 (M.1)
coupling.　 Not　 mally　 works　 based　 on　 observations　 have　 so　far　been　 conducted　 about　 the　 black　 aurora
(e.g.,　 Torondsen　 and　 Cogger,　 JGR.　 102,　 363.　 1997)　 and　 hence　 its　physical　 characteristics　 ha　ve　 not
yet　 been　 understood　 well.　 The　 presellt　 s加dy　 aims　 at　understanding　 the　 electrodynamics　 of　 the　 M-I
coupling　 associated　 with　 the　 black　 aurora,　 in　particular.　 froni　 the　 viewpoint　 of　observations　 in　the
ionosp}£re　 with　 EISCAT　 measuremellts.　 In　 this　 talk,　 we　 present　 a　result丘om　 a　simultaneous
EISCAT-optical　 campaign　 for　 March　 l-March　 5.　2003.　 In　 this　campaign,　 the　 EISCAT　 UHF　 radar　 at
Trolnsg　 looked　 at　the　 nragnetic　 field-aliglled　 direction　 and　 observed　 physical　 parameters　 such　 as　 ion
and　 electron　 telnperatures.　 electron　 density　 and　 ion　 velocity.　 By　 combining　 ion　 velocity　 data　 from
two　 remote　 sites　at　Kiruna　 and　 Sodallkyla,　 we　 can　 derive　 E－五el(laswell.














Akebollo衛 星観測 による低周波電場振動 とIon　Conicsの 関係
`つ三宅亙(通 総研)
、松岡彩子(宇 宙研)、 向井利典(宇 宙研)
bOw-firequenCy　 Electric-field　 Fluctuations　 and　 Ion　 Conics　 Observed　 by　Polar-orbiting　 Akebono
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Satellite
　 　 　 　 　 　 　 W.　Miyake(CRL),　 A.　Matsuoka　 (ISAS),　 and　 T.　Mukai　 (ISAS)
Although　 ion　conics　 are　 most　 frequently　 observed　 around　 dayside　 cusp/cleft　 region,　 the　 reason　 of　the
preference　 has　 not　 yet　 been　 clarified.　 Field-aligned　 current　 flown　 from　 the　 magnetosphere　 seems
not　 to　 explain　 the　 dominance　 over　 the　 cusp/cleft　 region　 since　 intensity　 of　 the　 current　 is　not
necessarily　 larger　 around　 the　 cusp/cleft　 region.
Another　 distinct　 feature　 of　the　 cusp/cleft　 region　 is　a　permanent　 presence　 of　intense　 low-frequency
electric-field　 fluctuations.　 They　 are　 interpreted　 as　 Alfven　 waves　 propagating　 down　 from　 the
magn・t・sph・ ・e　and　 hav・ 　been　 ・・n・id・ ・ed　a・　a　p・ssible　 en・ ・gy　・・urce　 ・f　th・ 　i・n　・nergizati・n・ 　W・
report　 a　correlation　 of　ion　 energization　 and　 low-frequency　 electric-field　 fluctuations　 from　 Akebono
observations.
カスブ ・クレフ ト域 は、　IonConicsな どの電離圏イオンの加速 ・加熱 ・流 出現象が もっとも顕著 に観測
され る領域 として知 られている。 しか し、なぜ、他 の地方時のオー ロラ帯ではな く、カスプ ・クレフ ト
領域で顕著なのかは、明確 な答 えは現在で も得られていない。　IonConicsの 加速 ・加熱は、波動 を介 し
てのサイ ク トロン共鳴機構 を考えるのが一般的であるが、DCの 沿磁 力線電流に よる波動励起では、他
の地方時の領域で沿磁力線電流 がよ り大 きいことを考える と、単純 には説 明がつかない。
磁気圏からのエネルギー源 とい う観点で考えるとき、カスブ ・クレフ ト域で特に 目立 つ現象は、衛星高
度で観 測され る低周波電場振動である。 この振動は磁気圏か ら極域電離圏へ伝搬す るAlfven波 として
解釈 され、その電場強度はDC的 な(平 均の)対 流電場 を時に しの ぐほ ど大 きい,　Alfven波 によるイオ
ン加速 ・加熱 は有 力な仮説 の1つ といえる。　Akebono衛 星で観測 されたIon　Conics　 のエネルギー と低
周波電場振動の強度の相 関や、両者 の太陽風パラメタへの依存性について、 この・発表 で報告する。
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SELENE　 UPI制 御 システムの開発
菊 池 雅 行(1)・ 中 村 正 人(2)・ 江 尻 全 機 ω
(1)ff立極地研究所(2)宇 宙科学研究所
　 　 　 　 　 　 Development　 of　the　embedded　 control　 system　 for
Upper-Atmosphere　and　 Plasma　 Imager　 (UPI)　 onboard　 the　 SELENE　 satellite
　 　 　 　 　 　 　 　 　 M.Kikuchi　 (1),　M.Nakamura　 (2)　and　 M.　Ejiri　(1)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (1)　NIPR,　 (2)　ISAS
This　 paper　 describes　 the　 algorithm　 that　 controls　 the　 action　 of　 "Upper-Atmosphere　and　 Plasma　 Imager　 (UPI)"　 on　 the
SELENE　 satellite.　 SELENE　 is　a　three-axis　 stabilized　 satellite　 that　 revolves　 around　 the　 lnoon　 once　 ill　l20　 minuets
(altitude　 of　 100kln).　 As　 the　target　 of　UPI　 is　to　ilnage　 tlle　airglow　 and　 aurora　 on　 the　 earth　 from　 the　 mooll;　 we　 use　 2-axis
gimbals　 to　 point　 the　 earth.　 Many　 asynchronous　 tasks　 (conunalld　 decoding,　 data　 collection,　 controlling　 direction　 of
telescopes,　 data　 packet　 transmission)　 is　required　 to　the　controller　 simultaneously　 and　 we　 elnploy　 two　 kinds　 of　buffering
method　 to　solve　 this　 problein.
本論文では、　SELENE衛 星に搭載するプラズマイメージャシステム(UPI)の 制御方式について述べる.　SELENE
は月面を120分9高 度100km}で 周回する3軸 制御衛星であ り、　UPIを 含む7種 類の科学観測装置を持つ,UPI
は極端紫外(30.4nm)の 撮像を行 うTEXと 、可視5波 長(427.8nm,557.7nm,589.3nm,630.Onm,730nm以上)の
撮像を行 う　TVIS、 及び対象を追尾するためのジンバル(UPI-G)か ら成っている、角度分解能はTVISが0.0047
度、　TEXは0.08度 であ り、月軌道か ら地球をTVISに より撮像する際、地球を角度分解能以下の誤差で追尾す
るためにはジンバルを94msec以 下の間隔で制御することが必要 となる一/
CCDの 最大能力である512x512pixelの デー タを取得 した場 合、一枚の画像データを地上に送るために必要と
なる時間は88秒 であるtオ ーロラ撮像の場合には目標 とする時間分解能が2秒 程度であるため、一枚あたりの
画像転送時間は目標 となる撮像間隔を大 きく上回る.こ のため実際の運用では、不要な領域を制限する、更にデ
ー タ圧縮 ・バ ッファリング操作が必要 となる一これ らの制約によ りUPIの 制御システムには、目標物を捕捉つつ
コマン ドの送受信 ・画像データの圧縮 ・バッファ ・整形及び転送を非同期に行 うとい う複雑な動作が要求される
この要求を満たすために、我 々は制御の基本部分にメッセージキュー と排他処理を組み合わせたアル ゴリズムを
用いる 咽),こ れによ り互いの処理に独立性を持せ ることができ、検証項 目を絞 ったシステムが実装可能 となっ
ている,




゜三宅 壮聡1、山岸 久雄2、 知野 明裕1、 岡 田 敏美1、 山 上 隆 正3、
宇 宙科 学研究所 気球 グルー プ、 国立極地研 究所PPBグ ルー プ
1:富 山県立大学、2:国 立極地研究所、3:宇 宙科学研究所
Study　 of　ELF/VLF　 electromagnetic　 waves　 observed　 by
　　　　　　　　　　 Polar　 Patrol　 Balloon
゜T
.　Miyakei,　 H.　 Yamagishi2,　 A.　 Chinoi,　 T.　 Okada1　 ,　T.　 Yamagami:㍉
ISAS　 bal}oon　 grollpラNIPR　 PPB　 group
　 1:　Toyama　 Prefectural　 Ulliversity,　 2:　National　 Illstitute　 of　Polar　 Research、
　 　 　 　　 　 　 3:　Tlle　Illstitllte　of　Space　 a.nd　Astrollautical　 Science
　 The　 two　 }arge　 scielltific　 balloons　 (PPB:　 Po|ar　 Patro}　 Balloon)　 were　 launched　 o1)　Jal1.　 13th,　 2003　 at　Syowa　 Statioll
ill　tlle　 alltarctica.　 The　 balloons　 reached　 t,he　 altitude　 of　 33km,　 alld　 observed　 illlportallt　 scielltific　 data　 for　 abollt
tw。 　weeks.　 W・ 　p・ ・ti・ip・t・　tlli・　p・・」・ct　 in　 ・b・e・・i・g　ELF/VLF　 ・lect・ ・mag・ ・ti・　wavei　 .　W・ 　d・vel・p・d　 wide-band
,1ect・ ・magneti・ 　w…e・eceive・ 　(EMW)　 ・・b・a・d　 PPB,　 a・d　 ・ucceed・d　 t・　・bse・ve　 clea・ …　 ve　 ・|・t・・　Fig・1　 ・h・…　 a・
,xalnpl・ 　・f　・lect・ ・magneti・ 　wave・ 　・1・e・v・d　・t　Jall.　 19th・ 　We　 a・e　g・i・g　 t・　mak・ 　a　prelilni・a・y　 ・ep・ ・t　・b・ut　 analy・i・
of　these　 ELF/VLF　 waves　 observed　 by　 EMW/PPB　over　 the　 antarctic　 regioll.
2003年1月13日 、南極昭和基地か ら2機 の南極周回気球PPB　 (PolarPatrolBalloon)　 が放球 された一約6時 間の間
隔を空けて放球 された2機 の気球は南極周回風に乗 り、500～600kmの 距離を保 った まま連な って高度約30kmの 南極上空
成層圏を飛翔 し、約二週間で南極を半周 した一/2月7日 に2磯 目の気球が観測を終える までの26日 間南極域上空を飛翔 し、
貴重な観測データの取得に成功 した。今 回の南極周回気球(PPB.}実 験は編隊飛行する成層圏気球それぞれに観測機を塔鼓
することで極域の様 々な物理現象の特性特に空 間構造を解明する目的で実施 された 我 々の研究 グループはこのPPB観 測
実験 に参加 して、南極域における波動現象の観測を行った.本 研究では特にVLF帯 波動を重点的に観測を行 った 今回の
南極周回気球に搭載 された波動受信機 はELF帯 低周波波動 の波形 と数kHzのVLF波 動強度の同時観測が行えるよ うに、
バルー ンの外周に取 り付け た巨大なルー プアンテナをアンテナとして用いて観測を行った、その際直交 した二軸のアンテナ
を貼 り、その出力を合成して観測を行 うことで気球のスピンによる感度の変化を打ち消 している/,t南極周回気球実験におい
て観測された波動現象の例を図1に 示 しているt,こ の図は1月19日 の観測 デー タで 、横軸に時間を取 り、上からそれぞれ
136kHz,20kHz,10kHz,5kHz,2.4kHz,1.2kHz,600Hz,300Hzの波動強度を、最下部がELF帯 低周波波動の波形を示して
いる、この図に見られ るように、今回の南極周回気球実験では2機 の気球によって様 々な波動現象が観測 されている これ
らの波動現象の解析結果についてprelimillaryなreportを 行う.特 に地上観測データとの比較を行い、複数点観測の利点を
生か して波動現象の空間構造の解明を行っていきたい.
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Geomagnetic　Filed　 Observation　 by　 Polar　 Patrol　 Balloon　 (PPB》
　　　　　Yasuho　 Nishio,　Fumio　 Tohyama,　 Makoto　 Tanaka　 (Tokai　University)
　　 　　　　　 Hisao　Yamagishi,　 Natsuo　 Sato,　Akira　Kadokura　 (NlPR)
Abstract
The　 Polar　 Patrol　 BalIoon　 (PPB)　 Prolect　 that　had　 planned　 geophysical　 observations　 was　 ca市ed　 out　at　Syowa　 Base,
Antarc6ca　 in　January　 2003.　 Fluxgate　 magnetometers　 had　 on　 the　 3　 balloons　 and　 the　 geomagnetic行eld　was
measured　 predsdy　 The　 PPB-9　 1aunched　 on　 6,　January　 but　 we　 obtained　 just　 6.5　 hours　 data　 because　 of　a　balloon
system　 trouble　 The　 PPB-8　 and　 -10　 1aunched　 on　 13,　 Janua「y　 and　 we　 obtained　 geomagnetic看eld　 data　 for　25　 days




PPB-9号 機は1月6日07:34UTに 打ち上げられたが、 トラブルにより15kmか らゴン ドラが降下し、上昇下降
時の6時 間半のデータのみが得 られた。PPB-8、PPB-10号 機は1月13日 にそれぞれ06二49UT、12:16UTに 打ち
上げられ、それぞれ発射後2時 間後に高度32kmに 達 した。スピンモーターの トラブルによる回転の停止や、ロ
ープの撚れで複雑な回転運動をしている様子がMGFの 波形 と太陽センサ出力で認められた。PPB・8は2月7日
までの25日 間、PPB-10は1月24日 までの11日 間の磁場データが得 られた。航跡図(Fig.1)と 磁場データQL






Fig.2:上 か ら 磁 場 成 分
(XYZHF)　 、　傾斜 計(XY)、 太陽
セ ンサ、カ ウンタ、温度データ(同
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